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本書は，財団法人古代学協会の経営にかかる旧平安博物館考古第二研究室が． 『日本文化の源流の研

究』と稿する主題のもとに遂行した研究調査の成果の一環である。本研究は．所謂『縄文農耕』の存した

可能性を多面的，かつ總合に，然も広い視野に立って研究することを目的として、､た。

考古学第二研究室は，右の指針に基づいて京都府下の桑飼下遺跡，大分県~ドの宮地前遺跡等を発掘調

査し，それぞれの報告書に見る通り，相當な研究成果を學げることが出来た。本書で報告する青森県下

の石勉遺跡の発掘調査も叙上の研究課題の下に遂行されたものである。

石亀遺跡は、東日本の縄文時代(大森時代)晩期の文化を代表する極めて良好な遺跡である。考古第二

研究室は，慶応義塾大学の江坂輝弥博士の態迩もあって本遺跡を発掘調査の対象に選び，その経済的基

盤はどのようであったかを究明することを眼目として昭和四-'一六年，四十九年に亘って三回調査を実施

した。 ソバの花粉を検出するなど植物栽培に貴重な資料が得られたが，望外の欣びであったのは，亀ヶ

岡式に属する完形土器が暇しく出土した上に．岩偶，岩版を初めとする各種の遺物が少なからず発見さ

れたことである。

本遺跡が亀ヶ岡文化の研究に著しく役立つことは発掘の途上において夙に分かったが．あまりにも多

い出土遺物を整理している間に添々その感を深くした。從って一日も早く報告書を刊行した↓､と思うの

は，関係者一同の切実な念願であったが，様々な理由から遅延して今日に至ったのは，懸槐に堪えぬと

ころである。

本遺跡の発掘を担當した渡辺誠博士は，その後請われて名古屋大学文学部に鱒じたが．博士は京都府

京都文化博物館学芸員(もと平安博物館助手)南博史氏の協力をえて逐一湛大な出土物を整理し，遂に発掘

報告書の作成を成就された。学界にとって洵に慶賀の至りであって，向後の縄文(大森)文化の研究に大

きく寄与することは，強調するまでもない。また渡辺博士ば，東北地方に出土する岩偶にも注意を向

け，その總括的研究も遂行された。それは石亀遺跡と関係の密な遺物であるため，博士の貴重な集成的

研究を本書に併載させていただくこととした。

石亀遺跡の発掘調査は，前記のように三回に亘って実施されたが，その間財界より寄せられた経済

的援助は甚大なものがあった。ここに感謝の念を龍めて芳名を録することとしたb。
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側)高梨学術奨励基金，肋佐伯記念財団，旭硝子株式会社，株式会社大和銀行，株式会社高島屋，株式

会社日本興業銀行，株式会社日立製作所，株式会社富士銀行，三菱信託銀行株式会社，三菱電機株式

会社。

中でも側)高梨学術奨励基金の前理事長，故高梨仁三郎氏は，本発掘に力強い支援を惜しまれなかった

ばかりでなく，第三次発掘調査に際しては親しく現場に臨み，作業を仔細に視察すると共に，調査員等

を激勵された。それにつけても本報告書を生前の高梨理事長に謹呈できなかったことは，我念の衷心よ

り遺憾とするところである。

こうしたたゆたいはあったものの， ともかく報告書を公刊できたことに當協会は安堵する一方， これ

が縄文文化研究の進運に役立つことを翼ってやまないのである。

平成九年-'一月

財団法人古代学協会

角 文 衞田理事長

卜
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l 本書は，昭和46年から49年にかけ3次にわたって財団法人古代学協会平安博物館考古学第二研究室

が実施した青森県三戸郡田子町石亀遺跡発掘調査報告書である。

2．出土遺物については，完形品または重要遺物を中心に，できるだけ実測図や写真を掲載するように

つとめた。とくにこの時期の文化を特徴づける土器群については，写真図版と実測図を対向頁にレイ

アウ1､し，縮尺もできるだけ大きくして見やすいように配慮した。したがって，図版集の性格もも

つ。なお，一部の整理分析作業が未了の遺物については別の機会を持ちたい。

3． さらに，亀ケ岡文化の研究として，渡辺誠が岩偶の集成を行いその成果を巻末にまとめた。

4．本書の作成は，渡辺誠の指導のもと，主として南博史が担当したが，発掘調査参加者をはじめ，名

古屋大学考古学研究室や京都文化博物館のスタッフの協力をいただいた。

また，種禽の事情で報告譜刊行までかなりの年数を経たこともあって，大変多くの方々の協力を得

た。一々氏名を挙げて謝意を表さなければならないところであるが，行き届↓､ていないところも多

い。お許しいただきたい。

なお，執筆は，第1～3章，第7～9章は渡辺誠が担当。第4～6章と第7章の一部ば，南博史を

はじめとして分担執筆した(下記7参照)。

また，第8章第2節の花粉分析については，大阪市立自然史博物館の那須孝悌氏の分析によるもの

であり，第2 3次発掘調査概報に既に掲載されたものの転載である。調査からかなりの年数を経過

していることもあって，筆者の了解を得たうえで掲戯した。

5石材の同定は，青森県埋蔵文化財センター調査員の松山力氏の鑑定を参考に，南が行った。

6．発掘調査の参加者ば，以下のとおりである。なお， カッコ内の所属名は，左は発掘当時，右は現職

である。

〔平安博物館〕

渡辺誠(平安博物館考古学第二研究室，名古屋大学教授）

片岡肇(平安博物館考古学第二研究室，京都文化|尊物館学芸第二課長）

長谷部学(平安博物館考古学第一研究室．故人）

鈴木忠司(平安博物館考古学第一研究室，京都文化博物館主任学芸員）

寺島孝一(平安博物館考古学第三研究室，東京大学助教授）

小沢一弘(平安博物館事務局，愛知県埋蔵文化財センター）

〔その他(あLうえお順)〕

阿部祥人(慶応義塾大学文学部，慶応義塾大学助教授）

上羽明美(関西大学文学部，同卒）

梅咲直照(慶応義塾大学商学部住友林業）

春日信興(八戸市立三条中学教諭，田子中学校長）

１
１

１
１
０
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加藤裕教(慶応義塾大学文学部，名古屋市役所）

柏瀬充子(慶応嬢塾大学文学部，同卒）

川端敏史(同志社大学文学部，同率）

木村幾多郎(九州大学文学部，大分県歴史民俗資料館館長）

桐野克則(立命館大学文学部，作家）

工藤竹久(立生大学文学部，八戸市教育委員会）

小池史哲(別府大学文学部，福岡県教育委員会）

佐藤洋(駒沢大学文学部．仙台市教育委員会）

塩谷隆正(青森市教育委員会，同）

鈴木克彦(国学院大学大学院,青森県埋蔵文化財センター）

鈴木美千子(慶応義塾大学文学部，同卒）

坪多正裕(明治大学文学部．兵庫県香住町教育委員会）

中村善則(大阪市立大学文学部，神戸市立博物館）

中村良幸(明治大学文学部，岩手県大迫町教育委員会）

西田正規(近畿大学医学部助手，筑波大学教授）

長谷川豊(同志社大学法学部，静岡銀行）

弘田善子(高知女子大学卒）

宮内克己(九州大学文学部，九州大学助教授）

三宅徹也(青森県立郷土館，同）

山岸良二(慶応義塾大学文学部，東邦高校）

山本暉久(早稲田大学大学院，神奈川県埋蔵文化財センター）

淀川協子(立命館大学文学部，同卒）

’

’

’

7．整理作業・実測写真・図版作成については，下記の方､々をはじめ実に多くの方々の協力を得た。

実際こうした方をの協力がなければ本書の刊行は不可能であった。以下に名前を記して謝意を表す

る(いずれも括弧内，左参加当時の肩書，右現職：あいうえお順)。

太田原有美子(関西大学文学部，浜松市教育委員会)，加藤つむぎ(京都外国語大学卒，京都造形芸術大学大学

院)，嘉幡茂(|對西大学学生)，神戸佳文(関西大学文学部兵庫県立歴史博物館)，中村善則(大阪市立大学

卒，神戸市立博物館)，中村健二(関西大学文学部，滋賀県文化財保誰協会)，奈良崎和則(同志社大学法学部，

福岡シテ,i一銀行)，新田(旧姓田中)智子(京都女子大学卒，同)，長谷川豊(同志社大学法学部静岡銀行)，

秦光次郎(京都外国語大学卒，青森県埋蔵文化財センター)，羽生由貴子(京都外国語大学卒，滋賀県立大学研

究生)，南口敬司(京都外国語大学卒，奈良女子大学事務職)，山田喜代子

また，一部の方左には原稿の執筆もお願いした(同上)。

竹内(旧姓井上)千津(京都女子大学卒，第5章)，川端博明(京都外国語大学卒，名神遺跡調査会，第5章)，

中森祥(関西大学文学部，鳥取県埋蔵文化財センター，第4章)，浜田竜彦(関西大学文学部，鳥取県埋蔵文化

財センター．第4章)，渡辺直哉(京都外国語大学卒，名古屋大学研究生，第4章）
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は じ めに

青森県三戸郡田子(たつこ)町大字石亀字石亀に存在する本遺跡は，縄文時代晩期前半大洞BC式期を

主体とする時期の遺跡であり，その発掘調査は，旧平安博物館が考古学第二研究室を担当として実施し

たところの， 『日本文化の源流の研究』に基づくものであった。

本研究の趣旨は，縄文時代に農耕が存在したのではないかという仮説の重要性，特に日本文化の源流

を細文時代に遡り得る可能性を明確に指摘した点に認め， さらに問題の深化をはかるために，単にその

仮説の可否を論じるに止どめず，多面的かつ総合的な視野からの検討に寄与し得る資料を整備すること

にあった。水稲栽培の開始された弥生時代直前の繩文晩期には，一般的に大まかにみて西日本の黒色暦

研土器文化と東日本の亀ヶ岡文化が併存していたとされているが，特に後者は経済基膿の問題のほか

に，工芸的・呪術的性格の濃厚なことが従来より注目されてきている。亀ヶ岡文化を彩る多種多様な遺

物には確かに注目すべきものが多い。しかしその出土状態や量的構成を，特に村落内での位置づけと関

連させた資料はない。

このためにまず，縄文晩期の東日本を代表する亀ヶ岡文化の解明を行うべく計画され，亀ヶ岡文化の

主要文化センターの1つである馬淵川流域内から選択されたのが，本遺跡の発掘調査である。昭和46年

4月にまず第1次発掘を実施し，同年8～9月に第2次発掘昭和49年10月に第3次発掘を実施した。

なお本遺跡の選択は，慶応義塾大学名誉教授である江坂輝弥博士のお勧めによるものである。後に記す

ように復元すると最大の大きさを持つ岩偶の破片が出土していることが，主要の理由であった。西日本

の黒色暦研土器文化についてば，昭和48年3月～4月に大分県大野郡大野町宮地前遺跡の第1次発掘を

実施した。

また昭和48年l～3月には，両者の中間に位置する京都府群鵺市桑飼下遺跡の第1次調査，同年4～

7月には第2次調査を実施した。この遺跡は縄文時代後期に属し，縄文晩期ではないもうひとつの縄文

腱耕論，すなわち中部地方の縄文中期農耕論と西日本晩期農耕論との関係について，大きな成果を挙げ

ることができた。

この桑飼下遺跡については報告書(渡辺誠編1975)，宮地前遺跡については概報(渡辺誠1963)を刊行

済である。石勉遺跡についても概報(渡辺誠・片岡肇1971,渡辺誠編75)は刊行しているが，本報告

爵はその正報告書であり， 『lﾖ本文化の源流の研究』の成果報告は本書をもって完結することになる。

なお，本研究の趣旨に養同され寄附金を寄せられた，鋤高梨学術奨励基金を始めとする諸団体に対

し，芳名を銘記して謝意表する次第である。

伽高梨学術奨励基金，伽佐伯記念財団，㈱日立製作所，㈱日本興業銀行，㈱高島屋，㈱富士銀行，三

菱電機株式会社，三菱信託銀行株式会社，旭硝子株式会社。
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第1章遺跡の位置と環境

第1節遺跡の位置と自然環境(第1 2図図版第1）

本遺跡の位置する青森県三戸郡閉子(たつこ)町は青森県最南端の町であり，西は秋田県鹿角市南は

岩手県二戸郡浄法寺町に境を接している。町域の西部は，東北地方の脊梁である奥羽山脈の北部を形成

しているところの田子山地と．十和田火山地南部であり、東部は丘|凌と台地が広く展開している(第1

図)。これらには一次林としての落葉広葉樹林，および杉などの植林地，耕作地，放牧地が展開してい

る。

これらを馬淵川の支流である猿辺川と熊原川， さらに後者の支流である種子川，細野川．相米川，杉

倉川などが東北東に向かって開析して，谷底平野を形成している。町内の縄文時代遺跡の大部分は．そ

れらの河川沿いの河岸段丘上に立地している。

町内には縄文遺跡が51遺跡ある。それらは前期を上限として草創期・早期の遺跡は未発見である。そ

して後期がもっとも多く37,晩期が15,前期が10でこれに次ぎ，中期は3で少ない。これらの遺跡数は

総数より多↓､が， これは重複する遺跡があるためである。

このうち本遺跡は，熊原川上流域北岸の低位河岸段丘上に立地している(図版l)。そして相米川の合

流する地点より上流域の遺跡は，本遺跡を含めて9遺跡ゑられる(第2図)。このうちもっとも古い遺跡

は前期の遠瀬遺跡であるが，発掘は行われておらず，詳細は不明である。また後期の道前遺跡でも前期

の土器片は採集されている。その一方で岩偶も採集されていて，晩期も複合しているらしい。

本遺跡東地区でも後述するように、 －|-和田火I.'｣灰層の下層より前期の土器片が数点出土している。こ

の所見から， ‐|-和田火山灰層によって深く埋没している， さらに古い時期の遺跡の存在が十分に推定す

ることができる。しかし現時点においては，熊原川上流域の最古の遺跡は縄文前期であり，中期を欠

き，後期から晩期に遺跡数が増加する。

後期の遺跡としては，原滝の上・滝の下・関遺跡などがゑられるが， このうち関遺跡は1962年に江

坂輝弥・村越潔氏によって配石遺購が発掘されている(江坂1967a)。晩期の遺跡としては，本遺跡の

他に野面平・滝の上，そして飯豊・道前遺跡などがふられる。後二者の詳細は不明であるが，岩偶が採

集されていて注目に値する。野面平遺跡は1962年に江坂輝弥・音喜多富寿氏によって発掘されている

(江坂1967b)。筆者も学部学生の時に参加させて頂き，はじめて田子町を訪れた。現田子中学校校長の

春日信興氏(当時八戸高校学生)も参加していた。

以上にみてきたように，相米川流域にある田子町の中心部から国道104線で丘陵を越え熊原川上流域

にはいると，岩偶を出土した野面平・飯豊・石亀・道前遺跡が|ﾖ白押しに並んで見えてくる。発掘期間

中この流域平野に差しかかる度に. 1, ,よ、､よ岩偶の谷だ， と言いあっていたことがなつかしい。本遺跡

ばそのなかでも中核的な遺跡であるが，江坂輝弥氏によってしばしば述べられているように．当時の熊

原川上流域には岩偶の石材である白凝灰岩の良好な路頭が見られたのであろう。
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6 第2節文化的環境

’
第2節文化的環境(第3図）

亀ヶ岡文化の特色に関する一般的な理解は，主としてそのバラエティー豊かな工芸的あるいは呪術的

な遺物群に基づくものである。それらを列挙すると，

a． まず文化名の基となった亀ヶ岡式土器について承てみれば，壷・注口土器・香炉型土器台付土

器等々の各種の優れた器形や半浮き彫り ・透かし彫りを含む文様の発達そして丹塗り ・漆塗りなどの

装飾技術の発達が指摘される。

b.次に, |節弓・聴胎漆器等禽の漆工芸が発達していること，

c，土偶・岩偶・土版・岩版，石剣・石刀・独鈷石等灸の呪術的遺物が発達していること，

dそれに骨角製品が発達していること，などを指摘できる。

しかしそれらは，時代的に縄文晩期にのゑ限定されるものばかりではない。また地理的分布において

も，東北地方の亀ヶ岡文化に限定されるものではないし，東北地方内の特定地域に限定されるものはき

わめて少ない。すなわち，亀ヶ岡文化の内容と構造については未だに十分な研究が行われていないので

あり，土器編年偏重や珍品主義的な体質から脱却し切れていないのが現在の状況であるということがで

きる。

そうした状況を前提として，本遺跡の占める位置を明らかにするために，共通理解になっているとみ

られる点を整理すると次のとおりである。

まずはじめに，亀ヶ岡式土器は東北地方においては北部・中部南部に3大別される地域性をもって

いて，青森県などの北部に上記のような典型的な亀ヶ岡式土器が発達している。それらは青森県西部の

亀ヶ岡(第3図6） ・八||聯崎（8） ・石郷遺跡(9)，同東部の是川（3） ・明戸遺跡(2)，秋田県北部の藤株
(10) ･中山遺跡(12),柏子所貝塚(1l),岩手県北部の雨滝(20) ･蒔前台遺跡(21)などによって代表され，

本遺跡(☆印)はそれらのなかでも是川遺跡にもっとも近い。

そして是川遺跡に代表される青森県東部に岩偶岩版の分布密度が高く，本遺跡は後に詳しく述べる

ように，岩偶についてはそのなかでも中核的な位置を占めているのである。

これらのことと対象的なのは，骨角製漁具の分布である。そのなかでもっとも顕著なのは，燕形の回

転式雛頭鈷である。これは岩手県北部以北の寒流域より伝播した一王寺型が三陸地方から仙台湾にかけ

ての地域で南境型に変化し， さらに沼津型を経て出現したものである。岩手県宮野(27） ・大洞(28) ・獺

沢貝塚(29)，宮城県沼津(31) ･里浜貝塚(32),福島県薄磯(41) ・寺脇貝塚(42)などが燕型雛頭鈷の主な出

土遺跡であり，中・南部の太平洋岸に位置している。これに対し寒流域の青森県では大浦貝塚(4)のよ

うに，一王寺型離頭錆が分布している。

本遺跡は内陸部に位置し，回転式離頭錨を使用する外洋型漁業の地域ではないが，生態学的には寒流

域の内陸部である。そして中・南部の太平洋岸の上記の貝塚群における亀ヶ岡式土器は，北部のそれよ

りも工芸的には劣っているし，岩偶・岩版などの分布密度ばきわめて低い。言い換えるならば，外洋型

漁業は呪術的遺物の発達に関係が薄いのである。

いわゆるサケ・マス類を含めた諸生業もまた時期的・地理的分布において，大地域・小地域とを間わ

１
１
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8 第2節文化的環境

ず特定地域との生態学的な密接な関係を見いだすことはできな↓､。したがって呪術的遺物や工芸的な遺

物の発達は，経済基鵬よりも地域集団の社会的要因が大きく影響しているとみるべきであり，そこに亀

ヶ岡文化の梢造的理解の方法が示唆されていると考えられるのである。本報告書におL,て，特に岩偶の

研究に力点の一つを設定していることは， このような観点に基づいている。

ｌ
’
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調査第2章発掘

第1節調査の経過概要(第4 5図,図版第2 3）

発掘調査は3次にわたって実施された。その年次期間ば次のとおりである。

第1次調査1971年4月5～19日

第2次調査1971年8月21日～9月5日

第3次調査1974年10月l～15日

本遺跡は水田を挟んで東西に位置する畑地および水田に立地しているか(第4図)，第1次調査はまず

東地区から着手した。ここは木根定夫氏の所有地で，行政区画上城大字石亀字石亀48番地である。北を

除いた三方を水田で囲まれている。

ここではかって最大級の岩偶の胸部と右脚部の破片とが出土しており，その続きを狙ってばという江

坂輝弥博士(現慶応義塾大学名誉教授)の満勧めが発掘調査の直接的な契機であった。なおこの岩偶は当時

佐藤嘉悦氏所蔵で三戸町立歴史民俗資料館(温故館)に保管されていたが，現在は田子町教育委員会に寄

贈されて､､る(第5図)。

そして岩版未製品や小土偶などの注目される遺物の出土はみられたが，遺物包含層は撹乱が多く目的

の達成は困難であると判断されることになった。

このような状況下，水田を挟んで東地区の西南約100'1'に位置する畑地を開田したやや高位の水田に

おいて児童の乱掘が行われ，放置すると遺跡全体の把握を行う上に障害となる恐れが生じたので，関係

機関と協議の上調査期間の後半に， この西地区の発掘も並行して実施することにした。

この西地区は西から北にかけて低い台地状を呈し，その東斜面が遺跡である。ここは故簗田実氏

(現:進氏)の所有地で，行政区画上は字石亀38番地である。

第2 3次調査はこの西地区においてのみ継続された。次に地区・年次別に層序・遣概につ1，､て記す

ことにする。

｜

’

１
１
１

１
１
１ 第2節東地区の調査(第6～8図，図版第4）

東地区は北を除いた三方を水田でかこまれている畑地であるが，その中央部に10×10,11のA地区，

1O×8川のB地区, 1×6Ⅱ,のC地区を設定して発掘を実施した(第6図)。

層序は，約20c11lの表土下は約20cInの遺物包含層である黒色土層であるが，非常に撹乱が多かった(第

7図)｡A･B両地区の境界にば不整形な土城2基が検出されたが，その_I二部には土器片がまとまって

出土した。これらの土器を含め，出土土器はほとんど晩期前葉の大洞BC式土器である。

縄文晩期遺物包含層下は約50cnlの黄色砂質火山灰層であり， まったく遺物は含まれてb､な1,,が，その

下部の約40cmの第2黒色土層には， きわめて少量の縄文前期の円筒下層式土器片が出土しており(第8

１
１
１
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第6図東地区区画図

図)，火山灰の堆積が縄文前期と晩期との間にあ

ったことを明示している。この火山灰の供給源は

-|-和田火山である。

これらの下部には，基溌層としての黄褐色砂質

粘土層・礫層がある。

蟻I
第8図東地区第2黒色土層出土土器拓影

第3節西地区第1次調査(第9図,図版第5）

西地区の調査ば，上記のような乱掘を直接的な契機として，乱掘の多かった水田の北半に，東西方向
の2×2011lのトレンチを設定して実施した。

層序は東地区と同様に，表土下に遺物包含層がある。そして8区を中心に拶しい遺物が出土した。出
土した土器の大部分は大洞BC式であるが，東端の10区では層を分けて下層より大洞B式が出土し，逆
に西寄りの区では大洞Cl式が若干混在してL､る。この層の下には約30cmの遺物の少ない層があり， さ
らにその下に東地区と同様の火山灰層がある。

上記2層は黒色土層で柱穴などの判別は困難であったが，火山灰層上面では8区を中心に柱穴上のピ
ットが数個みられ性目された。

|’
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第9図西区調査年次別グリッド配置図

(A～Jは断面図の位慨を示す）

第4節西地区第2 ． 3次調査(第1O･ l1図,図版第6～12)

第2次調査は，第1次調査区のl～10区を中心に， 11～25区を設定して発掘した。 l区2 111四方であ

るが, 11～15区は隣接する畑地との関係で2×1 111となった。

第3次調査は，第1 ･ 2次調査区の南側全域に26～54区を設定し，全掘する予定であった。しかし48

区の発掘の結果ほとんど遺物がみられず，すでに主要部分から大きく外れていることが判明したため，

第2次調査区隣接区を集中的に発掘することにした。

そしてこれらの西端に当たる56．58区において大型土鑛の東半分が検出されたため，田の畦ぎりぎり

に66．67区を設定し発掘した。

第1次の成果を含め，第2 ． 3次調査の層序は次のとおりである。

I層：水田耕作層。厚さ約15cIno

Ⅱ層：水田床土層。約5cm。

Ⅲ層：遺物包含層である黒色土層。約30c11,．

Ⅳ層：Ⅲ層類似の黒色土層。ただし若干茶色味を帯び，パミスの小塊を含む。遺物はきわめて少なく，

わずかに土器の小破片を出土するのみ。約30cm。

V層：パミスの小塊を含むiコーム質黄褐色土層。約50cm･遺物をまったく含まない。

Ⅲ層の下面は，第1 ･ 2次調査区ともに遺物が明確に一つの面を形成していたが，南側に接する第3

次調査区においては，両層の区別はやや不明確になった。Ⅲ層出土土器は大洞BC式を主体とするが，

東寄りの区では大洞B式，西および南寄りの区では大洞C1式も出土している。

Ⅲ層における遺物の出土量は実に魁しいものであり，完形土器も多数含まれている。遺物の種類は土

器を主にしてL､るが，その他に岩偶岩版とその加工途上品などの， きわめて亀ヶ岡文化的な遺物も多

数含まれている。特に17区で出土した岩偶胸部(第l1図)は，出土状態の明確な唯一の例であるし, 60区
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=25区を設定して発掲した。 I区2，四方であ
うた。

更な設定し，全掘する予定であった。しかし‘18
分から大きく外れて、､ることが判明したため．

嘘の東半分が検出されたため，田の畦ぎりぎり

おりである。

パミスの小塊を含む。遺物はきわめて少なく

､。遺物をまったく含まない。

ご一つの面を形成していたが，南側に接する第3
た。Ⅲ厨出土土器は大洞BC式を主体とするが，
洞CI式も出土して↓､る。

，完形土器も多数含主虹て、､る。遺物の秘類確土
・途上品などの． きわめて亀ヶ岡文化的な遺物も多
国)は．出土状態の明確な唯一の例であるし‘ 60区

１
１ 第10図遺物出土状況突測図
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第一'1図岩偶出土状態実測図

で出土し

について

西地区

卜である

なかった

また第

ど，重要

た岩偶左腕部には多数の切断などのための傷が無数に象られ，岩偶ばかりではなく土偶の用途

も重要な示唆を与えてくれる希有な資料である(図版l1l2)。

にお､､て検出された遺構は，大土坑と発掘区のほぼ全域にわたって多数検出された柱穴状ピッ

。いずれもV層上面においてはじめて検出できたのであり，竪穴住居杜の形跡などは確認でき

◎

2次調査においては，花粉分析のための資料の採取を実施した。ソバの花粉が検出されるな

な資料を得ることになった。
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第3章層序と遺構の分布

口
３
１
！

第1節第1次調査の層序

l)東 地 区

縄文晩期の遺物包含層下の火山灰層は，約50cmの厚さをもち，何らの遺物も含まないが， この層の下

の漆黒の黒色土層を発掘したところ， きわめて少量ではあるが．縄文前期の円筒下層式系の土器片が出

土した。

このことから，縄文時代の前期と晩期の間に火山灰の堆積が行われたことがわかるが，地質学の成果

によれば， この供給源は十和田火山の噴火であり，縄文時代の環境を考える上で興味深い。

1

1

１
１
１
１

１
１
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2)西 地 区

層位は，約20cmの表土下に約20cmの遺物包含層があり，その下面は減然としていた。とくに8区を中

心としたところでは移しい遺物が翠られた。出土土器の型式は大部分が大洞BC式であるが，東端の10

区では層をわけて下層より大洞B式出土し，西よりの区では大洞Cl式も若干混じえる。この層の下に

"30cmの遺物の少ない層があり， この下に火山灰層がある。上記2層は黒色を呈し柱穴などの判別ば困

難であったが，火山灰層上面では8区を中心に柱穴様のピットが数個認められ，遺物包含層との関係が

注目される。

第2節第2 3次調査の層序と遺構

層序はI層， Ⅱ層が水田の耕作土，床土で， Ⅲ層の有機質の黒色土層が縄文時代晩期の包含層であ

る。Ⅳ層もⅢ層によく似た黒色土層であるが，若干茶色味を帯びて締っており，パミスの小塊を含んで

いる。僅かに土器の小片を出土するのみである。Ⅲ層の下面で遺物が一つの面を成して出土して両層を

明碓に分けている。第3次調査では第2次調査区の南側を発掘したが、そこでは両層の区別はやや不明

瞭となった。V層はローム質の黄褐色土層でパミス小塊を含象， Ⅳ層の黄色パミス層とともに全く遺物

を含んでいない。Ⅲ層出土の土器は大洞BC式土器を主体とする。東寄りの区でB式が，西および南寄

りの区ではCI式も出土したが，いずれも量的にば少ない。

遺構は土坑と柱穴状のピットが検出された。大土坑は56．58．66 67の4区にまたがってほぼ円形を

成しており，径約2 111 ,深さ1 111ほどのものである(第15図，図版13)。土鱗内からは土器片のほかに石

器時代勾玉が1点出土し， また小片ではあるが骨片と木炭片･も認められた。その性格は不明である。一

方，柱穴状のピットは，発掘区のほぼ全域にわたって数多く検出された。いずれもv層上面で初めて検

出できるもので，竪穴住居ｶﾋの形跡などは認められなかった。

第2次調査の際に採取した花粉分析の試料には，出土した土器の中につまっていた土壌と各層から採

取した土壌とがある。中の土壌を試料とした土器はいずれも完形で，倒立またはそれに近い出土状態の

１
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
日
Ｉ
■
■
■
■
■
■
１
０
■
固
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
１
１
■
■
１
１
１
８
Ⅱ
ｌ
８
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｄ
ｌ
■
Ｉ
■
■
■
ｌ
■
■
１
９
１
０
１
０
‐
１



20 第2節第2 ． 3次調査の隅序と遺柵

15 131．2，1 1，14

==~べﾐｱｰｰｰｰ‐ I

6
5

W4

トー一C

8
7

撹乱 撹乱撹乱

一一一ｰ一つ

- --- 二三 一

、

10 131,2
、9

－－一一一一=－－m一=

第12図西区土層断面図 1



I･~－

１
１
１
１
ｉ
ｌ

第3章層序と逝構の分布 21

2322W21
僧

「
刷
訓
‐
Ｉ

I

、

25 1312，1 12 4

ト
ー
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｄ
■
■
■
■
■
■
■
■
？
■
Ｆ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
Ｊ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｅ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
咽
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
即
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■

V

WB2 83 31
G

赴 －－=－＝＝二一＝青雲一一＝凸一一

33”

__一言＝ﾐ三

34 350

１
１

２
１！
、1

65 131.2m！

Ⅳ
第13図西区士層断面図’ 2



’
22 第2節第2 ， 3次調査の闇序と過I怖
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第14図西区土I曹断面図・ 3

ものを選んだ。その器形には壷形土器，小型深鉢形土器，鉢形土器，注口土器などがある。また，各層

の試料には第2次調査区の南側の壁面から層ごとに立方体状に採取した土壌で，第3次調査の区名で表

すと， 26．27．28．3()の各区にあたる。
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24 第2節第2 ． 3次調査の屑序と遺構
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第4章出土遺物・ 1 縄文土器

はじめに

3次にわたる発掘調査の結果，西地区・東地区から，多量の純文土器・土製品・石器・石製品などが

出土した。その総量は，遺物収納パットで約500箱におよぶ。もっとも，多量に出土したのは縄文土器

で，約400箱。土製品は，土偶・耳飾りなど約24点，石器約300点，石製品は．岩偶・岩版など約56点で

ある。

第4～8章では， このうち西地区から出土した遺物を仁'｡心に，各種類の遺物を出土状態なども含めな

がら順に解説する。

’

第1節土器出土状態(第20 ､ 21図,第1 2表）

1．出土状態と遺物の抽出

第2章において記したように，今回の調査において出土した三'二器は， Ⅲ層をに'二'心に密集すると言って

よいほど大量にかつ折り重なるような状態にあった。とくに,W7～10区, 12～15区, 17～20区にかけ

ては， もっとも集中しており，土器がびっしりと埋もれた状況は， この遺跡の特殊性を表して↓.るよう

にも思える。

現段階において，遺物の粗密を破片数などの正確な数字で表すことはできな↓､が，幸運にも完形品を

含め，器形がほぼ復元できるもの258点を抽出することができた(第1表)。口縁部破片の点数算出の個

体数による分析に変わるものではないが，同一個体探しなど接合関係の作業を終了した上で抽出できた

ものであり，器種猫成や出土分布，さらには時期別の検討など基本的な分析は可能であると考えている。

I

１
１

第1表土器器種組成表
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28 第1節土器出土状態

2．分布の検討

第20図は，抽出した258点を出土区ごとにまとめ， ドットの大きさで出土分布の集中度を表したもの

である。これらの分布から， 3つの集中城を見て取れる。

Iグループは,W7から10区, 12から15区, 17から20区および24区を中心とする地域で，全点の64

%, 166点が集中する。

Ⅱグループは,W4 ･ 5,56区から59, 6667区にかけてのもので, 20%, 51点が含まれる。

Ⅲグループは,W3035･64･65区にあたる。 5%, 13点ある。

１
１

3．器種構成

第1表は，各グループの器種別組成表である。

全点の器種組成を見ると，鉢形土器が約30%,粗製の深鉢形土器が14%,有文の深鉢形土器が10%と

鉢系の土器群がほぼ5割を越える。

Iグループの器種組成の割合が，全点のものとほぼ同様であるのに対して， Ⅱグループは， ミニチュ

アと異形土器が， 18％’ 6％と全体の約4分の1を占めており，遺椛が比較的多く確認されたことと何

らかの関係を指摘できる。

いつぽう，Ⅲグループは，壷形土器が23％と他のグループと比較しても， もっとも多い。また，粗製

の深鉢形土器の完形品は一点も出土していない。

4時期別の分布

こうした各グループについて(第2表)，それぞれの土器の型式を重ねた(第21図)。あくまで時期が比
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第2表大洞各型式別集計表(型式の判定できるものに限定）
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較的明瞭なものに限っているが，あきらかに． Iグループは，大洞B･BCがほとんどである。また，

北側が大洞Bが目立つのに対して，南側は大洞BCが多い。

Ⅱグループば，大洞ClないしC2が目立つ。Ⅲグループは，すべて大洞Clである。

また, Iグループに含めたが， さらにこの分布域の南縁部に接するように大洞Clに含まれる土器が

出土しており， Ⅲグループとの関係も含めると, 1グループも北から南への方向で，時期が新しくなっ

ていく傾向が読薙取れる。
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第21図大洞各型式別出土分布図

第2節土器の分類(第22~25図）

1 ．分類の方針

今回，土器の報告は，完形もしくは準完形品を対象とすることもあって，器形と文様の関係を明確に

するという方向で分析を行った。とくに，器形については，従来さまざまな分類の方法が提示されてい

るが， この時期の土器の器形の豊かさから，器形分類に固執すると文様の複雑さもあ、､まって，ややも

すると一個体一分類になる可能性が高b,。したがって，今回はできるだけ単純な分類に留めることによ

って，文様との関係を大枠で捉えられるように配慮した。

’

Ｉ
ｌ

ｌ



}(） 鋪2節土器の分類

各器種・各分類での記述はできるだけ簡単に止めたが，それぞれに属する個体については，大きさや

器形文様のほか，胎土色調焼成， また器面調整などの技法についてもできるだけ観察を記載し

た。

また，文様の分類については，できるだけ客観的な記述のため，藤沼氏の文様の分類(藤沼1983および

1988)と高橋氏の口縁部突起・刻みの分類(高橋1981)を利用し，従来の文様の分類の範ll畷で記述するよう

に努めた。

今回解説する資料について，以下に分類の基本的方法をまとめておく。

2．器種分類

深鉢形土器．鉢形土器浅鉢形土器と各為の台付のもの，壷形土器・注口土器に分ける。一部，異形

土器が含まれる。それぞれの分類の詳細は，各器種の項目を参照。

3．器形分類

器形分類については，前記したように文様との対応を検証する方向から，細かい分類は避けた。ま

ず，各器種ごとで，口頚部がくびれるものと， くびれず直立ないし内湾するものの2大別し，それぞれ

口縁部形態や胴部形態から細分した(第22図)。なお，それぞれの分類の詳細は，各器種の項目を参照。

口唇部

口緑部文様梢

(頚部文様帯）
淵
辮

66

l1m部文様稲

／

文梢
却
稲台部

第22図各部位および文様帯名称模式図

4．文様分類

該期の土器群は，文様と技法から大きく，粗製縄文系，半・精製有文系，無文系に分けられる。各器

種の分類を理解するために，器形分類に優先させる場合もあるが，器形と文様の組み合わせを意識した

解説を心掛け，将来の破片の分析に備えた。

なお，個体の文様の説明は，個々の文様を口縁部，口頚部，胴部の各文様帯ごとに解説することにと

どめる。

なお，具体的な文様の記述のルールは下記のとおりである。

三叉文については，玉抱き．入り組み・連結に大別し， さらに斜めか平行か，右下がり左下がり

に分ける。
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第23図文様分類図・区画文（藤沼1983より作図）

・羊歯状文については，ネガポジに大別し説明を加える。ポジ文様を基本とする羊歯状文に関し

ては，斜め・平行，そして右左下がりに分ける。

、雲形文については，藤沼論文を参考にして，区画文・配置文を大別し， さらに区画・配置の種類

によって細分する(第23～25図)。

．大洞B式については，三叉文以外に配置文を基本とする文様や磨消状文が認められるため、 これ

に関しては個別に解説を加える。

、若干，磨消による工字文が展開する大洞A式が含まれているが， これに関しては適時解説する。

個隊解説につ､､て

各器弧ごとに個体解説を行ったが，華本的には実測図図版の番号を見出しとしている。対向頁の写真図版には実測図を褐戦し

たもの全てを戦せたが．必要に応じて写典のみの個体も褐戦している。したがって両頁中で番号がずれてしあものもある。

また，写真図版につ､､て縮尺はl/2またはl/3であるが，不同のものもある。実測図のスケールを参照された↓､。

Ⅱ
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第3節深鉢形土器(第26図，図版第16~43．第3 4表）

l 分 頬

復元個体のうち，口径1に対して，器高がそれを上回るものを深鉢形土器とした。そのうち頚部を有

するものをI類， 口縁部まで真っ直ぐ立ち上がる砲弾形のものをⅡ類とし，さらにその形態から，それ

ぞれを下記のように3分類した。

深鉢I類－1 ： 明瞭な肩部と長く外反もしくは内湾する'二}縁部をもつもの。

2 ： 明瞭な肩部と短く立ち上がる口縁部をもつもの。

3 ： 深鉢I類のうち明瞭な肩部を形成しないものや，頚部の屈曲が弱く口縁部への立ち上

がりが認められな
第3表深鉢形土器分類別集計表

い断面逆く字形を

呈するもの。

深鉢Ⅱ類-1 : 口縁部が内湾する

もの。

2 ： 口縁部が直立する

もの。

3 ： 底部から口縁部に

むかって比較的直

線的に広がるも

の。

また，深鉢形土器は，他の器種に

比べて，大きさにばらつきがある。

したがって， 口径・器高の分布か

ら，大型(口径・器高が25cIⅡ以上のも

の)，中型(同18～25c1''程度),小型(同

10～18cm程度)に分けた。

さらに，文様の在り方から4分類

した。

A: 文様をもつ土器。

B： 沈線文だけが器面

に施される土器。

C: 文様帯をもたず，

器面に縄文が施さ

れるだけの，いわ

ゆる粗製土器。
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D; 文様帯の有無に関わらず，器面に全く縄文が施されていない土器。

なお，石焔遺跡出土土器の大半は，晩期前半の土器であるが，若干，後期の土器が出土している。図

版17－1は，波状口縁をもち，波状部直下に瘤が施される。口縁部文様帯には，後期後葉に典型的な入

組文で，膳消縄文が施されている。縄文の撚りはLRである。後期後葉の瘤付土器である。図版19-1

については，類例が少なく，時間的位置づけは困難であるが，波状口縁と，沈線と刻承による文様橘成

から， これも後期後葉の土器と考えておきたい。

2 分布と組成

今回の分析では晩期に含まれる52個体を対象に行い，各類の構成は，第3表に示した。

これによれば, I類が30%弱で，文様を持つ小型品が主体を占めるのに対して， Ⅱ類は中・大型品を

中心に，いわゆる粗製土器がこの類の9割近くと多くを占める。

時期については，粗製土器を中心に時期を明確にできるものは少なかった(第4表)。

3．各類の解説

l )深鉢1－1類

復元固体のうち，当類は全てA類である。いず

れも，頚部の屈曲が明瞭で大きい。頚部および頸

部下に施される二・三条の沈線によって文様帯と

胴部縄文帯が分けられ，文様帯には，三叉文の類

が施される。

2)深鉢1－2類・粗製1－2類

10点のうち，粗製土器の2点(2C類)が粗製1

－2類に含まれる。

2A類は2点，頸部直下に羊歯状文が, 2B"

は6点で，沈線文のみが描かれる。中・小型品の

両類であるが，短く屈曲する口頚部をもち，底部

にむかってすぼまるa形態のものと，寸胴形の胴

部をもつb形態のものとがある。 2B類には両者

が見られ，寸胴形(b形態)のものには突起をもつ

})などの口頚部の形の違いなど，個体差が顕著であ

第4表深鉢形土器型式別集計表(ただし､有文系のみ）
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もの(図版25－2 3），口縁部が外方向に開く（同3)などの口頚部の形の違いなど，個体差が顕著であ

る。

3)深鉢Ⅱ－1類

Ⅱ類のうち口縁部が内湾するもので25点ある。しかし，実際は小型の有文精製品の2点と中型の有文

精製品1点の3点を除くと，すべてC類の粗製縄文土器である。

粗製の縄文土器は，今回の調査においても出土土器の器種構成の約14％を占めている(第1表)。中．
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第26図深鉢形土器出土分布図

大型品が約7割である。大半がⅡ－1類とⅡ－2類に属し， Ⅱ－3類に2点見られる。これらはあわせ

て後述する。

4)深鉢Ⅱ－2類

文様をもつA類が2点，粗製縄文深鉢Ⅱ－2C類が9点ある。

文様をもつものは，口縁部文様帯に三叉文が施される中型品である。どちらも口唇部に三叉文に対応

すB字状突起をもつ(図版37)。

5)深鉢Ⅱ－3類

大型の粗製縄文深鉢Ⅱ－3C類の2点のみである。１
１

●

、

K

②

△ ② △

●
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●
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’
4粗製縄文深鉢形土器の分析

ここで，粗製縄文深鉢形土器について， まとめてみる。

器形から分類できたⅡ－1Cの22点， Ⅱ－2Cの9点， Ⅱ－3Cの2点，計33点のうち，口縁部， と

くに口唇部の調整と形態から3つに細分できた32点について検討を進めた。

a類：口唇部を面取り状にナデて平坦にするもの。

b類：口唇部をナデて丸く調整するもの。

c類：口唇部外面直~ドを強くヨコナデする結果，口縁部が軽く屈曲するもの。あるいは内面が厚承をも

って膨らむもの。

Ⅱ－1Ca類は, 11点と全体の半数で主体をなす。口唇部の平坦面が内側に傾くもの(図版29-1 ,

2， 3．図版31－4, 6,図版33-5,図版35-1 )と，平坦而が水平なもの(図版29-5, 6,図版31－1 ,

3)がある。縄文はすべてLRである。

Ⅱ一lCb類は, 8点ある。口唇部に刻象のあるもの(図版35-2, 3), B字状突起をもつもの(図版

31-57)がある。縄文はすべてLRである。

Ⅱ－lCc類は, 3点である(図版33-4, 6, 7)｡ 3点とも外面がヨコブーデされ口縁が軽く屈曲す

る。

Ⅱ－2Ca類は, 7点である。このうち口唇部が内傾するものは2点(図版39－3, 4)である。

Ⅱ－2Cb類は, 2点。Ⅱ－2Cc類はない。

Ⅱ－3C類は, 2点とも口唇部は丸く調整される。

いずれにしても，各食は形態差が少なく，所属時期については不明なものが多い。ただし，出土分布

から相対的に見た時期差が求められる可能性が有るが，完形品だけの検討であるので，今後の破片の分

析を待ちたい。

5．個体の解説

1 )有文・無文系

a・深鉢1-1A

図版17-2(W26区出土）

底部を欠損している。口唇部断面形状は丸状である。

口唇部装飾 口唇端部から派生する右下がりの沈線によって装飾の単位が区画されているようである。実測

図にみるように， 口唇部右半には区画され一単位にさらに刻みによる連続するB字突起が形成

される。一方で左半には刻みは施されていない。しかし，口唇部の大部分を破損しており，全

体を伺うことはできな↓､。

口縁部文様帯 二段の構成になって↓､る･上段は口縁部文様帯にば縄文が施され、三叉文が描かれる。この三

叉文は，上下の組承合わせと糸るか，左下がりの斜めで組熟合わされていると黙るか判断は難

しし､が，文様帯中位に沈線による楕円形文があることから，左下がりに組み合わせれる玉抱き

三叉文と考えるのが妥当と思われる。下段には刻目文が施されている。

’
1

■

■

■

■

■

■

日

日
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頚部文様帯 列点文が施されて、､る。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

大洞B式に相当する。

図版19-2(W12区出土口径15.2高さ16.2 :単位c､,、以下略）

口縁部が緩やかに内湾する。口唇部断面形状は丸状である。底部無文帯をもたない。底部は平底を呈

す。

口唇部装飾 浅↓･刻みが施されてL､る°

囚縁部文様帯 左下がり．平行，右下がりの入組三叉文が施される。文様の構成に規則性が翠られない。

頚部文様帯 一条の沈線が施されるにとどまる。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施されている。

大洞B式である。この土器の器形は石亀遺跡の同時期のものと比べ，やや特異なものである。

図版21-1(W20区出土口径125高さI().0)

朧部を欠損する。頚部文様帯をもたない。 1ｺ唇部断面形状は丸状を呈す。

口唇部装飾 口唇部には，二個一対のB字状突起が一箇所に施されている。

口縁部文様帯 文様は，不規則な沈線と烈点で構成される。

胴部文様帯 縦走する縄文が施されて､､る。

器形から大洞B式に相当すると思われる。また，雑な文様構成をとるが，

れる箇所は， 口唇部の突起と符合している。

口縁部文様帯の沈線が途切

図版21-2(W15区出土口径17. 1 高さ19.7)

底部無文帯をもたない。口唇部断面形状は面取りに近い丸状。

口唇部装飾 口唇部にB字状突起が連続して施されて↓る。

口縁部文様帯 文様帯には，左下がりの入組三叉文が描かれる。

頚部文様帯 頚部直下に烈点文が施されてb,る。

胴部文様帯 斜行縄文LRo

大洞B式である。

b.深鉢1-2A

図版23-1(W8区出土口径194高さ20. 1)

口唇部断面形状は丸状を呈し，先端部はやや厚くなる。底部は平底を呈す。

口唇部装飾 B字状突起が連続して配置され，口縁部文様帯の直上に刻桑が施される。

口縁部文様帯 刻目文が施される。

頚部文様帯 2段の文様帯が櫛成されてb,る。上段は左下がりに斜行する羊歯状文，’ F段には区画文による

’
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磨消縄文か施されている。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

底部無文帯 二条の沈線により胴部と区画される。

大洞BC式である。

図版25-1(W18区出土口径11.6高さ134)

口唇部断面形状はやや先細りする丸状を呈する。口唇部内面には1条の沈線が施される。底部無文帯

をもたない。底部は，平底を呈す。

口唇部装飾 B字状突起が連続して施される。口唇部装飾と口縁部文様帯とを区画する沈線が施されている

が，雑な施文で口縁を一周しな↓､。

口縁部文様帯 刻目文が施される。

頸部文様帯 右下がりの並列する羊歯状文が施される。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

大洞BC式である。

I

c・深鉢I-2B

図版23-2(W64区出土口径14.3高さ18.2)

口唇部断面形状は丸状である。底部は平底を呈す。

口唇部装飾 B字状突起が配され，突起間に10前後の刻象が施される。

口縁部 ナデが施される。

頸部文様帯 3条の沈線が施されている。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施されている。

底部無文帯 底部の立ち上がり部分に2条の沈線が施され，無文帯は形成されてb,な↓､。

形態， 口唇部装飾より大洞BC式に相当すると思われる。

図版25－2(W16区出土口径10.6高さ123)

口唇部断面形状は丸状である。頚部文様帯をもたない。底部は丸みをもつ平底を呈す。

口唇部装飾 B字状突起が配され，突起間に10前後の刻みが施される。

口縁部文様帯 2条の沈線が施され，縦位のB字状突起が一箇所に貼りつけられている。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

1-2A類において，他の5点が頚部以下に沈線が引かれるのに対して， これは，頚部より上位に沈

線が施されている。また，沈線の位置にともない，突起も頚部より上に張りつけられているのに加え

て，口径・胴部最大径底径の差があまり無い寸胴なプロポーショソを呈し，他の5点と比べて特異な

器形である。

口唇部装飾から大洞BC式と考えておきたい。
'

＝・ I
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図版25-3(W58区出土口径1().3)

底部を欠損している。口唇部断面形状は丸状である。

口唇部装飾 B字状突起が配され、突起間にl()前後の刻魏が施される。

口縁部 ナデが施される。

頚部文様帯 頚部に1条，頚部直下に1条の2条沈線が， 口縁部無文帯と胴部縄文帯を区画していると恩わ

また．頚部に施されて不規則なものとなっても､る。れるが，沈線がうまく終結されておらず，

図版25－2と同様に縦位のBいる沈線は，施文後，ナデ消され，不明瞭である。沈線上には

字状突起が貼りつけられてb､る°

胴部文様帯 斜行縄文LRが施されてb､る°

定しかねるが，頚部の突起口縁部が他に比べると長く外に開き気味に立ち｣ﾆがる。時期については淵

が長くのびていることから大洞Cl～C2式と考えておきたい。

図版25-4(W28区出土）

底部を欠損している。口唇部断面形状は丸状である。

口唇部装飾 連続する刻みが施されて↓､る。

口縁部 ナデが施される。

頚部文様帯 3条の沈線が施されていろ。

胴部文様帯 斜行縄文RLが施されている。

時期については特定しがたいが，大洞Cl式と考えておきたい。

’

図版25-5(W9区出土口径7.5)

底部を欠損している。口唇部断面形状は丸状である。

口唇部装飾 連続する刻みが施されている。

口縁部 ナデが施される。

頚部文様帯 3条の沈線が施されて↓、るように見えるが、 1段目は，接合痕が消しきれてないことによるも

ののようである。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施されている。

器面に赤色顔料が塗布されている。時期については特定しがたいが，大洞Cl式と考えておきたい。

図版25-6(W18区出土口径76高さ9.9)

口唇部形状は丸状である，底部は平底を呈する。

口唇部装飾 B字状突起が連続して配される。

口縁部 ナデが施される。

頚部文様帯 3条の沈線が施されている。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施されてし､る。

１
１
１

１
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’’底部無文帯 1条の沈線によって胴部と区画されてし､るが．沈線はナデ消されている。

時期については特定しがたいが，大洞Cl式と考えておきたい。

d粗製深鉢I類-2C

図版27-1(W17区出土口径23.2高さ268)

口唇部断面形状は丸状，底部は平底を呈す。

口唇部装飾 刻承が施される。

口縁・胴部 斜行縄文LRが施される。

時期については特定しがたい。

図版27-2(W57区出土）

口唇部断面形状は，ナデによるゆるい面取りが行われている。

口唇部装飾 口縁部の残存率が少な↓､が，おそらく，肩部の突起を中心とし， 口縁部に，二個一対のB字状

が二組配慨されていたと考えられる。

口縁部 ナデが施されて､､る。

胴部文様帯 頚部を境に， 口縁部無文帯と胴部縄文帯に区画される。肩部に，縦位のB字状突起が張りつけ

られている。肩部直下は工具によると思われるケズリ状のナデが施されている。斜行縄文LRo

時期については特定しがたいが，大洞BC式と考えておきたい。

e・深鉢Ⅱ－1A

図版27-3(W8区出土口径9.5高さ11.7)

口唇部断面形状は，丸状である。底部は平底を呈す。

口唇部装飾 連続する刻みが施されている。刻み肱6～7で一単位を形成し，口縁部文様の単位に組み込ま

れている。

口縁部文様帯 右下がりの並列す〕る羊歯状文が施されている。口唇部と口縁部文様帯を区画する沈線が省略さ

れており，羊歯の葉自体が口唇部装飾を兼ねている。

胴部文様帯 底部無文帯はなく，斜行繩文LRが施される。

時期については特定しがたいが，大洞BC式と考えておきたい。

I

１
１
１
１
’
’
一

図版27－4(W13区出土口径10.8高さ10.9)

口唇部形状は，ゆるい面取りが施されている。底部は平底を呈す。

胴部文様帯 口唇部， 口縁部ともに装飾・文様は施されていない。口縁部と胴部無文帯を沈線で区画し，胴

部文様帯には入組文様が多段に描か＃している。施文後，丁寧にミガキが施され，浮線化してい

る。

底部無文帯 一条の沈線によって胴部と区画される。また，最下部にも沈線が施される。無文部は横方向の
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丁寧なミガキが施されている。

時期については特定しがたいが，大洞BC式と考えておきたし､。

図版29-4(W18区出土I｡径22.4高さ27.9)

口唇部断面形状は，丸状である。底部は平底を呈す。

口唇部装飾 B字状突起が7～8個有り， 口縁部の文様の単位に組み込まれている。

口縁部文様帯 右下がりの並列する羊歯状文が施されている。口唇部と口縁部文様帯を区画す

れており，羊歯の葉自体が口唇部装飾を兼ねている。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

底部無文帯 胴部縄文帯との境界に沈線はな↓､。

時期については特定しがたいが，大洞BC式と考えておきたい。

る沈線が省略さ

f.深鉢Ⅱ－2A

図版37-1(Wl2区出土1.径18.6)

口唇部にはゆるい面取りが施される。底部は欠損している。

口唇部装飾 連続するB字突起が施されている。口縁部文様帯の三叉文に対応する位憧にB字突起が貼りつ

けられている。

回縁部文様帯 三叉文が施されている。口縁部文様帯に描かれた三叉文は，入組三叉文の類であるが，斜行・

並列のいずれの配列でもなく三叉文の配置に規則性がみられない。

胴部文様帯 3条の沈線で口縁部文様帯と区画される。斜行縄文LRが施されている。

’
図版37-2(WI2区口径152高さ150)

口唇部にはゆるい面取りが施される。底部は平底を呈す。

口唇部装飾 連続するB字突起が施されてし､る。口縁部文様帯の三叉文に対応する位置にB字突起が貼りつ

けられている。

回縁部文様帯 左下がりに斜行する連結三叉文が施されろ。

胴部文様帯 2条の沈線によって口縁部文様帯と区画される。斜行縄文LRが施されて、､る。

底部無文帯 胴部文様帯と区画する沈線は施されていない。横方向にミガキが施されている。

2)粗製縄文系

a粗製深鉢Ⅱ－IC

図版29-1 (W7区出土口径6.0高さ17.2)

口唇部形状は，ゆるい面取りが施されている。口唇端部はやや内傾する。底部は平底を呈す。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

I
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| ’図版29-2(W7区出土口径17.0高さ195)

口唇部形状は，ゆるい面取りが施されている。口唇端部はやや内傾する。底部は平底を呈す。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

図版29-3(W13区出土口径169高さ24.0)

口唇部形状は，ゆるい面取りが施されている。口唇端部はやや内傾する。底部は平底を呈す。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

’図版31-5(W13区出土口径284高さ33.2)

口唇部形状は，ゆるい面取りが施されている。底部はやや出っ張る。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

図版29-6(W15区出土口径26.8高さ32.7)

口唇部形状は，面取りが施されている。口唇端部はやや内傾する。底部は平底を呈す。補修孔が見ら

れる。

胴部文様帯 斜行繩文LRが施される。

図版31-1(W19区出土口径23.6高さ30.5)

口唇部形状は，ゆるい面取りが施されている。底部は凹底を呈す。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

図版31-2(W7区出土口径28.6)

口唇部形状は丸状を呈す。底部は欠損しているため不明である。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

１
１
１

図版31-3(W7区出土口径257高さ34.7)

口唇部形状は，ゆるい面取りが施されている。口唇部は調整のさいナデにより内面に粘土が張り出し

ている。底部は平底を呈す。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

図版31-4(W13区出土口径28.4高さ33.2)

口唇部形状は，ゆるい面取りが施されている。口唇端部はやや内傾する。底部は平底を呈す。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

1



第4章出土過物 1 縄文土器 43

図版31-5(W58区出土口径110高さ126)

口唇部形状は丸状を呈す。底部は欠損して 1，るが，平底を呈すと思われる。

B字状突起が貼りつけられて､､る°口唇部装飾

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

図版31-6(W18区出土口径13.2)

口唇部形状は，ゆるい面取りが施されてい

明である。

胴部文様帯 不規則に縄文LRが施される。

る。口唇端部はやや内傾する。底部は欠損しているため不

図版31-7(W6区出土口径21.5)

､るため不明である。口唇部形状は丸状を呈す。底葡Mは欠損して、

2個一対のB字状突起が貼りつけられて↓､る。口唇部装飾

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

図版33-1(WIO区出土口径21.2高さ217)

口唇部形状ば丸状で，底部があさい凹底を呈す。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

図版33-2(W4区出土口径180)

口唇部形状は丸状を呈す。底部は欠損して

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

いるため不明である。

図版33-3(W58区出土口径201)

口唇部形状は丸状を呈す。底部は欠損して

胴部文様帯 縦位に縄文LRが施される。

いるため不明である。

図版33-4(W58区出土口径206)

口唇部形状は， 口唇部直下の外面を強くナデることで， 断面形状が軽く屈曲し， 口唇部直下の内面が

少し膨らみをもつ。底部は欠損しているため

胴部文様帯 縦位に縄文LRが施される。

不明である。

図版33-5(W17区出土口径332)

口唇部形状は，ゆるい面取りが施されてい

明である。

る。口唇端部はやや内傾する。底部は欠損しているため不

’
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胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。
’

図版33-6(W27区出土口径12.0高さ13.6)

口唇部形状は，口唇部直下の外面を強くナデることで，断面形状が軽く屈曲し， 口唇部直下の内面が

少し膨らみをもつ。底部は平底を呈す。

胴部文様帯 斜行繩文LRが施される。

図版33-7(W58区出土口径236)

口唇部形状は， 口唇部直下の外面を強くナデることで，断面形状が軽く屈曲し，口唇部直下の内面が

少し膨らゑをもつ。底部は欠損しているため不明である。

胴部文様帯 縦位に縄文LRが施される。

図版35-1(Wl7区出土口径25.8)

口唇部形状は，ゆるい面取りが施されて↓､る。口唇端部はやや内傾する。底部は欠損しているため不

明である。

口唇部装飾 連続する刻みが施される。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。
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図版35-2(W10区出土口径215高さ22.3)

口唇部形状は，丸状を呈す。底部は平底である。

口唇部装飾 連続する刻桑が施される。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。 １
１

図版35-3(W19区出土口径22.0)

口唇部形状は，丸状を呈す。底部は平底である。

口唇部装飾 連続する刻みが施される。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。
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図版35-4(W17区出土）

口縁部を欠損している。底部はあさい凹底を呈す。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

b.粗製深鉢Ⅱ－2C

図版39-1(W14区出土口径252)

口唇部は面取りが施されている。また，端部に縄文が施文されている。胴部下半は欠損しているた
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め、底部は不明である。

＃I行縄文LR が施されている。胴部文様帯 ＃

図版39-2(W8区出土口径128)

口唇部に面取りが施されている。胴部下半は欠損しているため，底部は不明である。

胴部文様帯 斜行繩文LRが施されている。

図版39-3(W24区出土口径31.4高さ247)

口唇部ば面取りが施されている。口唇部端部はやや内順する。底部が欠損している。

胴部文様帯 斜行繩文LRが施されている。

図版39-4(W8区出土口径17.8高さ175)

口唇部は面取りが施されて↓､る。口唇部端部はやや内順する。底部は平底を呈す。

胴部文様帯 斜行繩文LRが施されてL,る。

図版39-5(W24区出土 口径28.6）

口唇部肱面取りが施されている。底部は平底を呈す。

口唇部装飾 B字状突起が施される。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施されて↓､る。

図版39-6(Wll区出土

I.唇部は丸状である。

胴部文様帯 斜行縄文

口径13.5高さ135)

底部は平底を呈す。

RLが施されている。

図版39-7(W8区出土口径14.0商さ16.3)

口唇部は丸状である。底部は平底を呈す。

口唇部装飾 連続する刻承が施されている。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施されている。

図版41-1(W8区出土

口唇部はゆるい面取り

胴部文様帯 斜行繩

口径27.4高さ301)

が施されている。底部は平底を呈す。

文LRが施されている。

図版41-2(W12区出土）

口縁部を欠損している。 底部は平底を呈す。

川
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胴部文様帯 不規則に縄文LRが施されてL,る°

図版43-1(W201区出土口径19.4)

口唇部はゆるい面取りが施されている。底部は欠損している。

胴部文様帯 縦位に縄文LRが施されている。

c・粗製深鉢Ⅱ－3C

図版43-2(W9区出土口径287)

口唇部は丸状である。底部は欠損している。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施されている。

図版43-3(W10区出土高さ34.6)

口唇部ば丸状である。底部は欠損している。

胴部文様帯 羽状縄文が施されている。口縁部に3ヶ.所に補修孔が穿たれて､､る°

第4節鉢形土器(第27図,図版第44~71,第5表）

l 分 類

口径lに対して，器高が1以下で1/2を上回るものを鉢とした。そのうち口縁部が屈曲し頚部を有す

るものをI類，口縁部まで真っ直ぐ立ち上がるものをⅡ類とした。また, I類， Ⅱ類をそれぞれ以下の

ように3分類する。

鉢I類－1 ： 明瞭な肩部と長く外反もしくは内湾する口縁部をもつもの。

2 ： 明瞭な肩部と短く立ち上がる口縁部をもつもの。

3 ： 鉢I類のうち明瞭な肩部を形成しないものや，頚部の屈曲が弱く口縁部の立ち上がりが

認められない断面逆く字形を呈するものを3類とした。

4 ： 特殊形態・ ミニチュア

鉢Ⅲ類-l ; 口縁部が内湾するもの。

2 ： ロ縁部が直立するもの。

3 ： 底部から口縁部にむかって比較的直線的に広がるもの。

さらに，文様の在り方から4分類した。

A: 文様帯をもつ土器。

B: 沈線文だけが器面に施される土器。

C ; 文様帯をもたず，器面に縄文が施されるだけの，所謂粗製土器。

D: 文様帯の有無はでばなく，器面に全く縄文が施されていない土器。

１
１

１
１

|‐
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2．各類の解説 第5表鉢形土器型式別築計表

個々についての説明ば後述して

おり，ここでは，鉢形土器におけ

為各類と文様との関係について検

討を試みたい。ただし，復元個体

を対象にしており，破片資料を含

めた場合に比べて資料的に偏りが

あるかもしれない。しかし，ある

程度，全体のプロポーションを復

元できる資料を対象とすること

で，各類と文様の組み合わせの他

に，各類における文様帯の構成に

ついても検討できると思われる。

以下，各類の傾向を概観して↓､く

(鋪5表)。また， ここでは， 4類

|総耐 ’総制募蒻~豐芝 ｡ ｡C C』 。， 不鵬 ｜ 小澗
21

38．2％

I ワ
】
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３
一
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２
３
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'1 １
２
３
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38．2
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100.0%

8

M.5

14

25．5
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18．2

1

1．8

２
０
２
０１

とした特殊な形態を呈す土器やミニチュア土器城取り_lこげない。

l )鉢I類-1

復元できた鉢I類-1は全てA類で, 6点である。ただし，口唇部から底部文様帯のうちのいずれか

の文様帯が欠けるものがある。この類には，三叉文と入り組み文とが組み合わされた大洞B式に並行す

る土器と，羊歯状文を主体とする刻目文が施される大洞BC式並行の土器がある。

2)鉢I類－2

復元できたのは全てA類で， 5点である。文様帯の構成から承ると，口縁部文様帯を欠くものと，頸

部文様帯を欠くものに分けられる。本類には，刻目文，羊歯状文等が口縁部文様帯や頚部文様帯に認め

られる。基本的には大洞BC式に並行する段階が主体を占める。

しかし，鉢I類－2に相当する復元個体のなかには，沈線文で頚部以上と胴部を区画するだけのD類

や文様をもたない広義の粗製土器C類は象られないが，特に前者は相当数存在すると思われる。

3)鉢I類－3

復元できたのは1点で, B類である。文様帯は沈線文で構成される。大洞C2式に並行する。

4)鉢Ⅱ類－1

鉢Ⅱ類のなかでは当類が卓越し， 16点を数える。内訳は, A類7点, B類3点, C類1点, D類5点

である。

A類は基本的に，羊歯状文等を含む，沈線間の刻目が文様の主体をなし，大洞BC式が大半を占め

る。文様帯は，沈線によって口唇部，口縁部，胴部，底部に区画され，それぞれに文様帯，縄文帯，無

文帯を構成する。場合によっては底部の無文帯が省略されているものも認められる。

B類は口縁部に2， 3条の沈線文が施される。A類にみられる底部無文帯は認められない。

1－
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C類は，いわゆる'粗製土器である。深鉢形土器では多く認められる類であるが，鉢形土器には少な

L､。また，本類に相当する図版61-3ばⅡ類－1の中でも特異な形態をとる。

D類は， ミニチュア土器等が主体を占める。口縁部に2条の沈線が施された図版63－7は赤色顔料が

塗布されている。

5)鉢Ⅱ類－2

鉢Ⅱ類－2には, A類13点, D"3点である。

A類の口縁部文様帯には三叉文，羊歯状文，沈線間刻目文等が施されている。大洞B式が主体を占

め，次いで大洞BC式が認められる。基本的には，沈線により口唇部，口縁部，底部に区画されている

が，底部無文帯が省略されているものもある。復元個体に限る傾向であるが，大洞B式に比定される土

器には，底部無文帯が形成されるものが多い。一方，大洞BC式には，底部無文帯が省略されているも

のが多い。

D類にば，無文で単純な鉢形を呈すものと， 口縁部に沈線間刻目文が施されるものがある。後者に

は，赤色顔料が塗布されている。

6)鉢Ⅱ類－3

2点あり，内1点はⅡ－2類とも考えられる。

－
１

１
１

3．分 析

以上，鉢形二'二器を各類ごとに概観した。特に，鉢形土器の形態と文様および文様榊成にについてみて

きたが，縄文が施文されるだけのC類は別にして, A類, B類には形態，文様，文様構成に何らかの規

則性が認められそうである。一方, D類についてはバリエーションが多く， ミニチュア土器等に規格性

を見いだすことはできない。

例えば，形態，文様，文様帯構成の組象合わせという点で最も顕著な規則性を示すのは，鉢Ⅱ類－2

Aであろう。この類においては，口縁部文様帯，胴部縄文帯，底部無文帯という構成をとり，口縁部文

様帯に三叉文が施されるものが主体を占める。また， この類で口縁部文様帯に羊歯状文や沈線間刻目文

が施されるものには底部無文帯がないものが多い。また，鉢Ⅱ類－1Aでは，羊歯状文や沈線間刻目文

が施されるものが多く認められる。

岩手県曲田I遺跡Em011住居跡出土の資料(鴫鈴木1984)でも，鉢Ⅱ類－2Aには三叉文，鉢Ⅱ類－

1Aには羊歯状文や沈線間刻目文が施されるものが多いように思われる。また，羊歯状文や沈線間刻目

文が施されるものには底部無文帯のないものが多いようである。

つまり，大洞B式から大洞BC式への変化は，文様の変遷に止まらず，文様帯構成にも変化が現れて

いるということであろうか。また，破片資料も考慮すべき問題であるが，鉢Ⅱ類－2（口縁部直立)から

鉢Ⅱ類-1(口縁部内湾)という若干の変化を窺うことができるのではなかろうか。

以上のことから，鉢I類で見るかぎり，ある型式(文様にメルクマールを求める場合)において主体とな

る形態，文様構成があるようである。

三叉文には鉢Ⅱ類－2が特徴的である。復元個体のなかでは，鉢I類に典型的な三叉文が施された土

１
１

｜ ’
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器を見いだすことができなかったが，図版49-lのように肩部が張り，鉢I類－1の中でも口縁部が長

く延びるものが大洞B式にみられる形態である。

羊歯状文や沈線間刻目文が施されるものには鉢I類-1 ･ 2,鉢Ⅲ類-1が多い。中でも，鉢I類一

2 ． 3には大洞B式が含まれていない。このことから，鉢I類においては，文様の変化が'二l縁部の短小

化に伴っている可能性がある。

調査区内における鉢形土器の型式別の分布傾向(第27図)は，他器種と同様である。 7～15Gに大洞B

式， 7～10, 17～20Gに大洞BC C1式が分布する。

『

4．個体の解説

a・鉢I類-1

図版45－1 (W19区出土にl径20.4高さ122)

底部を欠損しており台付鉢の可能性もあるが本類に含めた。 ’二I唇部断面形は丸状。

口唇部装飾 口唇部には連続してB突起を付し，突起の中心から派生する右下がりの入組文と刻みによって

飾られる。

口縁部文様帯 左下がりの斜行する羊歯状文である。

頚部文様帯 烈点文，頚部直下文様帯は刻目文が二段にわたって施されている。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

口唇部装飾，口縁部・頚部文様帯は陰刻後，丁寧に磨かれている。内面調整は，口縁部内面にミガキ

による仕上げがされているが，頚部以下の最終調整はナデである。BC式に相当する。

図版45－2(W18区出土口径24.7)

口唇部，頚部に文様・装飾はされていない。底部は欠損する。口唇部断面形はナデにより平坦に仕上

げられている。

口唇部装飾 口唇部にはB突起が削りだされ，突起左端から右下がりの沈線文が施される。その沈線と， 口

唇部装飾帯と口縁部文様帯を区画する沈線の間にO字状の刻みを施している。

口縁部文様帯 二段に分けられる。上段は縦長もしくはO字状，下段は横長の列点文である。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

内面は全体的に横方向にミガキが施されている。外面は列点文が施されていることからBC式に並行

すると思われる。

図版47-1 (W13区出土にI径14.6高さ12.9)

頚部に文様は施文されていない。口唇部断面形は丸状である。底部は平底。

口唇部装飾 B突起が付・される。突起の中心から縦に沈線が施され，職方向の沈線と交わる。B突起と三叉

文の組桑合わせと考えられる。

口縁部文様帯 二段に分けられる。上段は横位で右下がりの羊歯状文，下段は列点文である。



第4軍出土遺物･ l 繩文土器 51

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

底部無文帯 二条の沈線によって胴部と区画され．下段の沈線はミガキ消されている。

内面は全体的に斜め方向のミガキが施されている。外面にミガキは施されていないように思われる。

図版47-2(W13区出土口径204高さ17. 1)

口唇部装飾，頚部文様帯，底部無文帯をもたない。口唇部断面形は丸状で，底部は平底である。

口縁部文様帯 3段の刻目文が施される。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

内面上半部の調整は横方向のミガキである。下半はナデと思われる。外面にミガキは行われておら

ず，最終調整はプｰヂと思われる。全体的に淡い褐色を呈し，胎土がBC式のものと異なることから, C

l式に並行すると考えられる。

図版49-1 (WIO区出土口径32.6)

底部を欠損する。頚部文様帯をもたない。口唇部断面形はナデにより平坦に仕上げられている。

口唇部装飾 B突起が連続して付される。その下には左下がりの入組三叉文が施される。

暦消縄文による入組文が描かれて1口縁部文様帯 二段に分けられる。上段は'l胴広の文様帯を形成しており．

る。下段は列点文である。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

内面は全体的にミガキがされているように思われる。外面は口唇部

部分が，丁寧に磨かれている。大洞B式に相当する。

口縁部の縄文が施されていな↓

図版49-2(W58区出土口径250)

底部を欠損している。頚部文様帯をもたない。口唇部断面形はナデにより丸状である。

口唇部装飾 口唇部上に二個一対のB突起が付される。この位置がほぼ正面を示すと思われる。

口縁部文様 区画文Cl類によって区画され，四角文を充填することで偏平なX字状を呈す単位文様が猫か

れている。また, X字状文の上側部分は5～6のO字状の刻欺が施されている。また，口唇部

の突起と同位置に縦位のB突起が付される。

胴部文様帯 磨消繩文による雲形文が施されて、､る。区画文A3類によって区画された中に．四角文半円

文等が充填されることで単位文様が描かれる。また，単位文様内に施される繩文は斜行縄文L

Rである。

底部文様帯 三条の沈線で胴部文様帯と区画され，無文帯が斜行縄文LRが施文されている。

内面調整は肩部以上は横方向のミガキ，肩部以下は縦方向に磨かれている。大洞Cl式に相当する。
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b.鉢I類－2

図版51-1(Wl9区出土口径13.4高さ8.9)

底部を欠損する。胴部から底部にかけての内湾する形態から台がつく可能性もあるが本類に含めた。

頚部文様帯・底部文様帯をもたない。

口唇部装飾 B突起が連続して付され、短↓､烈点文が施文される。

口縁部文様帯 三段に分け-られる。上下段に無文帯が形成され，中段に間延びしたD字状の刻みが施される。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施されて↓､る°

文様の施文は粗雑である。内面は基本的に横方向のナデであるが，部分的にミガキもふられる。大洞

BC式に相当すると思われる。

１
１

’

図版51－2(W17区出土口径140高さ13.5)

ほぼ完形に復元できた。口縁部文様帯をもたない。口唇部はやや先鋭化する丸状で底部は平底であ

る。

口唇部装飾 B突起が等間隔に施され，突起間に5～7の刻欺が施されて0,る。

頚部文様帯 二段に分けられる。上段はO字状の刻み，下段は斜行する左下がりの羊歯状文である。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施されている。

底部文様帯 幅の狭い無文帯が， 1条の沈線で胴部と区画されている。横方向の丁寧なミガキが施されてし・

る。

内面ば全体的に丁寧に磨かれる。大洞BC式に相当する。

’

’
1

’

図版51-3(W4区出土口径22.8高さ18.7)

底部を欠損する。口唇部断面形はやや内傾する平坦な口唇部である。頚部文様帯，底部文様帯をもた

ない。

口唇部装飾 B突起もしくは瘤状の突起が等間隔に付される。

口縁部文様帯 三段に分けられる。上下段はo字状の刻目文，中段は無文帯である。また，下段の刻目文帯に

は縦位のB突起が付・される。正面を示すものであろうか。

胴部文様帯 斜行縄文RLが施される。

内面は全体的に横方向のナデ仕上げがされている。大洞C1式に相当すると思われる。

耐
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ

図版53-1(W17区出土口径13.6高さ11.2)

ほぼ完形である。口縁部文様帯をもたない。底面は沈線によって底部と区画され，やや丸底を呈す。

口唇部装飾 刻みが施され，小波状を呈す。また，刻桑4～6単位で右下に向かって沈線が引かれ，刻みに

侭ぽ対応するように刺突が施される。

口縁部文様帯 横位で右下がりの羊歯状文が施されている。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施されてb､る･
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。 ミガキは横方向。底部文様帯 1条の沈線によって胴部と区画されるが、 ミガキにより沈線は消えて、

内面口縁部は横方向のナデ，胴部は縦方向のミガキが施されている。

る

図版53-2(WS区出土口径15.4)

胴部下半を欠損する。頚部文様帯をもたない。

口唇部装飾 B突起が等間隔に施され，突起間に8～10の刻単がある。

回縁部文様帯 O字状の刻目が施される。

内面調整は横方向のナデである。大洞Cl式に相当する。

c鉢I類－3

図版53－3

底部を欠損している。口縁部の立ち上がりが形成されないことから本類は口縁部文様帯をもたない。

口唇部装飾 B突起が4～6を位侭単位として付されている。

画縁部文様帯 文様は沈線の象である。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

内面口縁部は横方向のミガキ，胴部は縦方向のミガキが施されている。C2式に相当する。

d.鉢I類-4

鉢I類のうち特殊な形態の土器やミニチュア土器を一括して4類とした。それぞれ異なる特徴をもつ

ため， ここでは細分せず，一点ずつ説明を加えたい。

図版55-1(W30区出土）

調整も，内無文のミニチュア土器でキャリパー形を呈す。作りは粗雑で，輪積象の跡を明瞭に残す。

外面ともケズリが主体である。底部は凹底を呈す。時期は不明。

図版55-2(W66区出土口径6.3高さ6.0)

ミニチュア土器である。外面に赤色顔料が塗布される。口唇部には刻みが施さ淑

置に一段高い突起が認められる。胴部にば縦走する縄文RLである。底部は平底。

洞C2式に相当すると考えられる。

，正面と思われる位

突起の形態等から大

図版55-3(Wll区出土口径3.3高さ31)

極めて小型の無文のミニチュア土器で作りは粗雑である。内面の頚部から底部にかけて赤色顔料の付

謝;承られる。調整は一部にケズリ痕を残すが，主体はナデ調整である。底部は平底。時期は不明であ

る。



54 第4節鉢形土器

図版55－4(W22区出土口径8.4高さ67)

無文の小型土器である。壷とすべきかもしれないが， 口径・頚部径・胴部最大径の比率から鉢形土器

とした。内外面ともに職方向のミガキが施される。底部は凹底を呈す。時期は不明。

図版55-5(W22区出土口径13.0高さ7. 1)

小型無文土器で，一部赤色顔料が残る。口唇部にはB字状突起が付される。外面には粗雑な横方向の

ミガキが施される。内面口縁部は横方向のミガキ，胴部から底面にかけてはへう状の工具を使用したと

思われるナデ調整である。底部ば丸底。時期は不明。

図版55-6(W4区出土口径11.2高さ7.0)

小型の土器で口縁部内面に1条，頚部直下に2条の沈線が施文されている。外面口縁部は丁寧な横方

向のミガキ，胴部はやや粗雑な横方向のミガキが施されている。内面はナデ調整である。底部は平底

で，底面は施文後ナデ消された1条の沈線によって区画されている。 ｜

図版55-7(W18区出土口径10.7高さ10.2)

特殊な形態の小型鉢型土器である。口唇部にB字状突起が2個若しくは3個貼りつけられていた考え

られる。器面には口縁部から底部にかけて全面に龍桁するLR縄文が施文される。内面調整朧粗雑な幟

ブｰヂ，底部はほとんど未調整である。底部は平底で底面には沈線により巴文状の文様が撒かれている。
己

図版55-8(W9区出土口径1l4高さ8.5)

頚部に不明瞭な沈線が2条施されるが， 口縁部に施された横方向のミガキによって明瞭さを欠く。胴

部には斜行するLR縄文が施されている。底部は平底を呈すと思われる。

l

』

図版55－9(W25区出土口径128 i葡さ7.7)

小型の無文土器である。口縁部に強くナデられることでゆるく屈曲し，内面の同位置も屈曲するため

鉢I類とした。底部はゆるい丸底である。成形は粗雑であるが，最終調整は横方向にミガキが施されて

いる。形態と共に，胎土も他の土器と比べて異なり別系統である可能性が考えられる。

I
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e・鉢Ⅱ類－1A

図版57-1(W19区出土口径19. () 高さ10.4)

ほぼ完形である。底面は1条の沈線によって区画されるが，調整によって沈線は明瞭ではない。

口唇部装飾 口唇部には土器を4分割する位置に2個1組のB字状突起が付される。

口縁部文様帯 文様帯は三段に分けられる。上下段はo字状の刻みによる刻目文である。中段には三叉文状の

入組文が施されて､,る。また、下段には口唇部の突起と同位置に縦位のB字状突起が付されて

いたものと思われる。
“
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胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

底部文様帯 幅の狭L､無文帯が， 2条の沈線によって胴部と区画される。横方向のミガキが施されている。

内面上半には横方向のミガキが施されている。下半は調整は不明瞭であるが， ミガキと思われる。大

洞B式に相当する。

図版57-2(W19区出土）

膳部は欠損している。

口唇部装飾 小さいB突起が連続して付・される。

回縁部文様帯 文様帯に並行する右下がりの羊歯状文が描かれる。

胴部文様帯 斜行LR縄文が施されている。

底部文様帯 2条の沈線によって区画され，無文帯が形成されている。

内面調盤は不明瞭であるが， 口縁部が横方向のミガキ，胴部が縦方向のミガキと思われる。大洞BC

式に相当。

図版59-1(W14区出土口径13.6高さl()1)

完形である。底部は丸底である。底面が沈線によって区画されているが．調整によって不明瞭であ

る。

口唇部装飾 刻象により小波状を呈す。口唇部の刻み肱内面に沈線状に達するものもある。口唇部直下の外

面には， 口唇部の刻みに幟ぽ対応する位避に刻みが施される。

国緑部文様帯 二段に分けることができる。上下段ともに，縦長のD字状の刻欺が施される刻目文である。

胴部文様帯 羽状を呈すわけではないが、多方向に縄文が回転している。縄文ばLRである。

底部文様帯 無文帯が形成される。 1条の沈線によって胴部と区画されるが， ミガキによって消されてL,る。

内面の調整は不明瞭で特定できないが，ナデが施されているように思われる。大洞C1式に相当。

図版59-2(W20区出土口径15.5高さ115)

完形である。底部文様帯をもたない。底部は平底である。

口唇部装飾 刻詮により小波状を呈す。

回縁部文様帯 三段に分けられる。上下段は縦長のD字状の刻みが施される刻目文である。中段は沈線と刻難

による羊歯状文状の文様が描かれてし､る。一単位を特定することばできるが不規則である。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

内面調整は，丁寧なナデ調整である。大洞BC式に相当。

I

図版59-3(W18区出土高さ9"4)

完形である。底部は平底で，底面はに2条の沈線で区画される。

口唇部装飾 等間隔に二個一組のB突起が施される。B突起の中心から沈線が派生し、沈線上端にはD字状

’
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の刻みが施される。

口縁部文様帯 沈線施文後， ミガキが施され浮線化するX字状の文様が描かれる。

胴部文様帯 縄文が施文されるが磨滅により不明瞭である。条は深いものと浅いものが交互に斜行している。

節は微かであるが観察することができるが規則性が認められない。以上のことから，反撚細文

LLrと思われる。

底部文様帯 無文帯が形成される。 2条の沈線で胴部と区画されるが， この沈線間には刻象か施される。

内面調整は，口縁部に横方向のミガキ，胴部にはへう状工具によるナデが施されている。大洞BC式

に相当。

I

’

図版61-1 (W65区出土口径17.2)

底部を欠損する。底部の内面は中心にむかってかなり厚さを増す。おそらく平底を呈すと思われる。

口唇部装飾 刻桑により小波状を呈す。

口縁部文様帯 3～5個の刻患で一単位とする刻目文が施される。

胴部文様帯 斜行縄文RLか施される。

底部文様帯 無文帯が形成され， 2条の沈線により胴部と区画される。横方向のミガキが施されて、､る。大

洞Cl式。

1

1

図版61-2(W17区出土口径11.2)

底部を欠損する。

口唇部装飾 刻みにより小波状を呈す。

口縁部文様帯 三段に分けられる。上中下段ともに3～4個を一単位とする刻目文が施されてし､る。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

底部文様帯 沈線が残存していることから底部文様帯として無文帯ががあったことが伺われる。大洞Cl式

に相当する。

１
１

１
１

f .鉢Ⅱ類－1B

図版61-3(W4区出土口径10.5高さ8.0)

ほぼ完形である。口縁部がくの字状に屈曲し，鉢Ⅱ類－1の中でも特異な形態である。底部文様帯を

もたない。底部は平底を呈す。

口唇部装飾 刻承により小波状を呈す。

口縁部文様帯 2条の沈線が施されている。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

’
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図版63-1 (W58区出土口径10.4)

底部を欠損する。底部文様帯はないと思われる。
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等間隔に瘤状突起が付される。

2条の沈線が施される。

斜行縄文LRが施される。

口唇部装飾

画縁部文様帯

胴部文様帯

図版63-2(W17区出土）

底部を欠損する。底部文様帯はないと思われる。

口唇部装飾 平坦な口唇部であるが．等間隔に刻みが施されている。

口縁部文様帯 3条の沈線が施される。

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

g鉢Ⅱ類－1C

図版61-4

底部を欠損する。口縁部がくの字状に屈曲

胴部文様帯 斜行縄文LRが施される。

し，鉢n類-1の中でも特異な形態である。

h.鉢Ⅱ類-1D

図版63-3(W56区出土高さ22)

極めて小型のミニチュア土器である。口唇

によると思われ、器面全体にナデ調盤が施さ

部は丸く仕上げられ，底部は丸底を呈す。成形は手づくね

れている。

図版63-4(W18区出土高さ40)

小型のミニチュア土器である。口唇部は丸

にプｰテ調整である。

く仕上げられている。底部は平底を呈す。調整は内外とも

図版63-5(W8区出土口径5.0高さ5.9)

小型のミニチュア土器である。口唇部は丸く仕上げられている。底部は平底を呈す。器形は底部が平

底であることを除けば，図版63－3に近似する。調整は，外面胴部に縦方向のナデ，底部付近は横方向

のナデが施されている。底面は棒状工具によるミガキ状の調整が成されている。内面はナデ調整と思わ

れる。

図版63-6(W20!区出土口径134高さ73)

底部を欠損している。鉢というよりも椀形

面は磨かれており，一部に赤色顔料が残る。

を呈す。口唇部はブｰヂにより平坦に仕上げられている。外

内面調盤もミガキである。

’
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図版63－7(Wl9区出土口径18.0高さ9. 1)

鉢というよりも椀形を呈す。口唇部丸く仕上げられており， 口縁部に2条の沈線が施されている。調

整は内外面ともに横方向のミガキである。底部は浅い沈線により区画されているが，調整により不明瞭

な浅い窪皐となっている。

i 鉢Ⅱ類－2A

図版65-1(W18区出土口径11.9高さ87)

ほぼ完形である。口唇部の断面形は丸状で，底部は平底を呈す。底部文様帯をもたない。

口唇部装飾 B突起が連続して付される。

口縁部文様帯 左下がりの三叉文が施される。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

内面調整は，底部の立ち上がりのところにケズリの痕跡を止めている以外は，丁寧に横方向と恩わｵ1

るナデ調整がされている。大洞B式である。

｜

Ⅱ

図版65－2

ほぼ完形である。口唇部の断面形は丸状で，底部は平底を呈す。

口唇部装飾 B突起が連続して付される。

口縁部文様帯 簡略化した三叉文と思われる沈線文が施されている。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

底部文様帯 1条の沈線によって区画される無文帯が形成される。沈線ば横方向に施されたミガキによって

消されている。

内面調整は，粗雑な横方向のミガキである。大洞B式に相当する。

図版65-3(W15区出土高さ10. 1)

ほぼ完形である。口唇部の断面形は丸状で，底部は平底を呈す。

口唇部装飾 B突起が連続して付される。

口縁部文様帯 左下がりの連結する三叉文が施される。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

底部文様帯 1条の沈線によって胴部と区画される無文帯である。

内面は丁寧に横方向のナデが施されている。大洞B式に相当する。

図版65－4(W9区出土口径10.3高さ7.5)

ほぼ完形である。口唇部の断面形は丸状で，底部ば平底を呈す。

口唇部装飾 不規則な間隔で刻玖が施されてb､る°

口縁部文様帯 左下がりの三叉文が施されている。三叉文ば幅をもって向かい合っており，か象あっていない。
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胴部文様帯 斜行繩文LRである。

底部文様帯 1条の沈線によって区画される無文帯が形成される。沈線は樅方向に施されたミガキによ

消されている。

内面上半は横方向のミガキ，下半は斜め方向にミガキが施される。大洞B式に相当する。

って

図版65-5(W8区出土口径15.6高さ105)

ほぼ完形である。口唇部の断面形は丸状で，底部は平底である。

口唇部装飾 二個一対のB突起が等間|偏に付される。また, B突起には彫刻的な手法も加えられて↓､る。

回縁部文様帯 左下がりの入組三叉文が施されて､る。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

底部文様帯 1条の沈線によって区画さﾙしる無文帯が形成される。

内面調整は口縁部が横方向のミガキ，胴部は斜め方向のミガキが施されている。大洞B式に相当す

る。

図版65-6(W10区出土口径12.0高さ7.0)

底部の一部を欠損する。口唇部の断面形は丸状で，底部は平底である。

口唇部装飾 二個一対のB突起が等間隔に付される。また, B突起には彫刻的な手法も加えられている。

画縁部文様帯 左下がりの入組三叉文が施されてし､る。部分的に，実測図の正面に位慣する彫刻的手法の加え

られていないB突起から派生する三叉文もある。

服部文様帯 斜行縄文LRである。

底部文様帯 1条の沈線によって区画される無文帯が形成される。

内面調整は横方向のミガキである。大洞B式に相当する。

図版67-1(W18区出土口径100高さ7.9)

ほぼ完形である。口唇部の断面形はほぼ丸状を呈す。底部は平底である。底部文様帯をもたない。

口唇部装飾 刻象により小波状を呈す。また刻みに対応するように刺突が施されている。

口縁部文様帯 粗雑な羊歯状文が描かれている。羊歯状文は左下がりに斜行する。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

内面調整は丁寧なｰヂが施される。大洞BC式に相当する。

図版67-2(W18区出土口径17.6高さ124)

ほぼ完形である。口唇部の断面形ばほぼ丸状を呈す。底部は平底である。底部文様帯をもたない。

口唇部装飾 刻みにより小波状を呈す。また，刻みに対応するように刺突が施されている。

画縁部文様帯 D字状の刻みによる刻目文が施されて↓､る。

胴部文様帯 斜行細文RLである。

'一
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｛

内面調整は， 口縁部に横方向のナデ，胴部下半は斜め方向のナデが施される。また胴部の一部に条痕

が残っている。大洞Cl式に相当する。

’
’

図版67-3(W12区出土口径20.5高さ11.4)

ほぼ完形である。口唇部の断面形はほぼ丸状を呈す。底部は平底である。底部文様帯をもたない。

口唇部装飾 二個一対のB突起が等間隔に付される。

口縁部文様帯 藤村分類における配置文A類I型と充填文の組象合わせによる文様が描かれる。結果的にポジ

文様ばX字状文を形づくる。

胴部文様帯 縄文帯のなかに配置文が配される。縄文は斜行繩文LR,配置文はD1類のバリエーションの

一つと考えられる。また，充填文になかば縄文が膳り消されている。縄文は斜行縄文LRであ

る。

底部文様帯 2条の沈線により胴部と区別することはできるが．文様帯としてのi胴をもたな､､。

内面調整は丁寧なナデである。大洞B式に相当する。

｜

’

｜
’

１
１

図版69-1(W65区出土口径92高さ6.8)

ほぼ完形である。口唇部の断面形は平坦である。底部は平底を呈し，底部文様帯をもたない。

口唇部装飾 刻みにより小波状を呈す。また，刻承に対応するように刺突が施されて、､る。

口縁部文様帯 D字状の刻みによる刻目文が施されている。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

内面調整は横方向のナデである。大洞Cl式に相当する。

１
１
１

１
１

図版69－2(W10区出土口径11.0高さ6. &l)

底部の一部を欠損する。口唇部の断面形は丸状である。底部は平底を呈す。

口唇部装飾 二個一対のB突起が等間隔に付される。

口縁部文様帯 職位で右下がりの羊歯状文が施されている。羊歯状文はかなり平行線化が進んでおり，一見，

3段構成の刻目文である。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

内面調整は横方向にミガキが施されている。大洞BC式に相当する。

１
１

図版69-3(W8区出土口径12. .1 高さ78)

ほぼ完形である。口唇部の断面形は丸状である。底部は平底を呈す。

口唇部装飾 刻みにより小波状を呈す。

口縁部文様帯 D字状の刻みによる刻目文が施されている。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

底部文様帯 1条の沈線による幅の狭い無文帯が形成されてb,為。

１
１
１

’
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内面調整は横方向にミガキが施されている。大洞Cl式に相当する。

図版69-4(W15区出土口径15.4)

口縁部等一部を欠損する。口唇部の断面形は平坦である。底部は平底を呈す。

口唇部装飾 瘤状突起が付されている。

圓縁部文様帯 一見， 3段構成の刻目文であるが．実測図正面にある縦にひかれた沈線により，平行線化した

羊歯状文であることが判る。羊歯状文は横位の左下がりである。

胴部文様帯 ほぼ縦走する縄文LRである。

内面調整は枇方向のミガキである。大洞BC式に相当。

j .鉢Ⅱ類－2D

図版71-1(W7区出土口径9.9高さ5.6)

口唇部の断面形は平坦で，正面を示すかのように瘤状突起か二個付される。

面ともにナデを施したのちに，多方向に雑なミガキが成される。

底部は平底である。内外

図版71-2(W22区出土口径80高さ51)

口唇部の断面形は平坦で，底部はやや凹底を呈す。外面はミガキ調整，

い。

内面は不明瞭で特定できな

図版71-4(Wl5区出土）

底部は欠損しているが，丸みをもつ平底と考えられる。口唇部端部は丸く 仕上げられている。口縁部

には刻目文が施される。外面調整は丁寧なミガキ，内面調整もミガキである。内外面には赤色顔料が塗

布されている。大洞BC式に相当する。

k.鉢Ⅱ類-3D

図版71-3(W67区出土口径1O6高さ7")

口唇部の断面形はやや先鋭化する丸状で，底部は平底を呈す。口唇部に

起が一個付されている。胴部には縦走する縄文LRが施されている。

は正面を示すかのように瘤突

図版71－5

器形的には鉢Ⅱ類－2としても差し支えない。底部は欠損しているが

れる°口唇部端部は平坦である。胴部は斜行縄文LRが施されている。

おそらく平底を呈すと考えら
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' ’第5節浅鉢形土器(第28図,図版第72~97,第6表）

1 .分 類

今回出土した浅鉢形土器についても，他器種同様に，頚部胴部でくびれるものと， くびれないもの
I

で2大別し，さらにに|頚部の形態により以下のように分類した(第6表)。

口縁部ばくびれ，明

|僚な肩部と長く外反

・内湾する形態を有

する。

口縁部はくびれ，明

瞭な肩部と短く立ち

上がる形態を有す

る。

口縁部はくびれず，

内湾あるいは直立す

る形態を有する。

口縁部はくびれず，

比較的広い底部から

口縁部にむかって直

線的もしくは外反す

る形態を有する。

平面洋梨形で，側面

形は船形を呈する。

I類－1第6表浅鉢形土器型式別集計表
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2．各類の解説

l )I類-1(図版73, 75, 77-1 ･ 2)

長く外側に開くもの(la)と，やや短めのもの(1b)とがある。 (la)の口縁部はいずれも平縁でな

く，装飾される。図版73のl 2(la)は口縁部と胴部文様帯の間に，列点文をもち， とくに1は，頚

部文様帯として区分される'二I縁部には三叉状文，胴部文様帯には連結の三叉状文が発展し，上下の沈線

の間に、連結する三叉が組合う。大洞B式。また，図版75の1 ･ 2(la)は， 口縁部・胴部文様帯にい

ずれも三叉文ないし連結の三叉文をもつ。とくに2は，口縁部に透かしの玉を抱いた三叉文を配した装

飾をつけている。大洞B式。

やや短めにくの字状に外反する口縁を持つ図版77のl ･ 2(1b)は，胴部が無文で，口縁部は沈線と

刻象で飾られる。 2は, B字形突起一対とコプが一個が貼りつけられる。
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2)I類－2(図版75-1 , 77-3)

右上がりの羊歯状文を肩部にもつものと，胴部に区画文(B")をもつものがある。双方とも口縁部は

刻承目をもつ沈線文で飾られる。大洞BC式およびCl式。

3）Ⅱ類-1 (図版79～89-1～6)

口縁部が内湾するもの( lal))と直立するもの(lc)とがある。 l a類は，広い底部と内湾する胴

部で，楕円形の形態をもつ(図版79－1 )。胴部に縄文LRが． 口頚部文様帯に連結三叉文が施される。

大洞B式。

lb類は，丸底あるいは小さい底部から外方に内湾しながら立ち_lﾆがるものである。ほとんどすべて

に文様帯が配されるが，無文のものも1点ある(図版87－7)。胴部文様帯に区画文が配されるもの(図版

79－3、図版81,図版83－2，図版85-1 ､ 2)は，大洞Cl式に属する。配置文が配されるもののうち，
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図版79－2は大洞C2式の典型である。

図版83-1は， 口縁部に左上がりの羊歯状文をもつ。 1 c類の有文のものには，胴部文様帯に配置文

らしき磨消縄文が配されるもの(図版87－8)と胴部繩文で口頚部に右上がりの羊歯状文がめく･るもの(同

図－9)の2点がある。大洞ClとBC式に比定できる。

無文のものと縄文が施文されるものにはミニチュア土器(図版87-1～4 ･ 6)を含む。 ミニチュア以外

の無文の土器すべてに赤色顔料が塗布され，図版87－5以外すべての口唇部外面に1 ． 2条の沈線が施

される。

また，図版89－5 6はB字形突起で装飾される。図版91－2は，丹塗りのX字文が描かれていたも

のと思われる。

縄文が施文されるもの(図版87－4， 89－1 ． 2)は，すべての口唇部外面に1 ･ 2条の沈線がめぐり，

沈線以下に縄文が施文される。

4）Ⅱ類－2(図版89－7 ． 8～95）

無文のもの2点は(図版89－7 8)全面に赤色顔料が塗布され， 口唇部外面に1 ･ 2条の沈線がめぐ

る。しかし， 8は， 口縁内側に明瞭な段をもっており，外面の沈線とあわせて見ると， くの字状に屈曲

するように見える。つまり, I類-2の延長上に位置するものとも考えられる。大洞C2式。

有文のうち，図版95－2は，広く平らな底部から角度のある器壁が直線的に立ち上がる。胴部に右上

がりと左上がりの羊歯状文が同時に施される。大洞BC式。丹塗り。

他は，いずれも小形のごく浅い鉢で，胴部文様帯に区画文(図版93-1 ･ 2)と配置文(図版95-1)が施

される。また，口唇部は小波状縁である。いずれも大洞Cl式に比定できる。

5）Ⅲ類(図版97）

1点だけである。口唇部にB字形突起がめぐり，突起の中央から外面にむけて右下がりの羊歯状文が

のびる。胴部文様帯は， 3本の沈線で楕円の底部と区切り，区画文・充填文を中心とした磨消縄文を施

す。大洞Cl式である。丹塗り。
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3．個体の解説

a. 1-1"

図版73－1 (W8区出土口径1S.6高さ8.6)

口縁部は屈曲し，長く外側に開く形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯には, B字形突起が配される。 2個l対のものが2単位めぐると思われる。

頚部文様帯 1条の沈線がめく･り，沈線の上には連結した三叉状文が，下には列点文が1条めぐる。また，

中央に瘤が1つ貼りつけられる。

胴部文様帯 沈線で区画された胴部文様帯には, C字状文が入り組み， ノの字文が充填される。単位は不明。

胴部下半には，縄文LRが施文される。

胎土は精選され，色調は暗褐色である。大洞B式。

麓I
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図版73-1(W10区出土口径214高さ91)

口縁部は屈曲し，長く外側に開く形態である。

口唇部装飾帯 連続した小波状の突起が口唇部装飾帯をめぐる。

頚部文様帯 中央に1条の列点文がめく･り．その上下に2～3条の沈線が配される。

胴部文様帯 沈線下の胴部文様帯前面には．縄文LRが施文される。

胎土はやや砂粒を含む。色調は淡灰褐色である。大洞B式。

図版75-1(W9区出土口径6.8高さ7.0)

1ｺ縁部城屈曲し，やや直立ぎみに長く外側に開く形態である。胴部形態は，やや

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯には, B字形突起が配される。

張る。

ﾉの字文が充填さ頚部文様帯 上下端を1条の沈線で区画する。文様帯には．入I)組んだC字文を主体に

れる。

胴部文様帯 胴部上半に1条．中央に2条の沈線が配される。区画された文様帯には．

文される。また．胴部下半には．縄文LRが施文される。

胎土は精選され，焼成も良好である。色調は淡黒褐色である。大洞B式。

玉抱き三叉状文が施

図版75-2(W7区出土口径18.3高さ9. 1)

口縁部ば屈曲し，長く外側に開く形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は，中央に肥大した装飾突起が配され．他は連続した刻み

される。

目をもつ小突起群が配

入り組んだC字頚部文様帯には頚部文様帯 上端に1条の沈線が．下端に刻み目をもつ沈線が施される。

文を主体に． ノの字文が施される。

胴部文様帯 主文様の榊成峨，頸部文様帯と同様であぁが， さらに沈線り

れる。

胎土は精選され，色調は暗褐色である。大洞B式。

ドの胴部下端に縄文LRが施文さ

図版77-1(W66区出土復元口径148復元高さ4.8)

口縁部は屈曲するが，やや短めにくの字状に外反する形態である。

口唇部装飾帯 平縁を呈す為が． 口唇部外面には刻悪目が施され、内面には1条の沈線がめぐる。

頚部文様帯 丁寧なヨコ方向のミガキが施される。

胴部文様帯 部分的にタテ方向のミガキが施されるが，基本的には丁寧なヨコ方向のミガキが施される。

胎土ば精選され，赤色顔料が塗布される。大洞Cl式。

図版77-2(W17区出土口径15.0高さ8.5)

口縁部は屈曲するが，やや短めにくの字状に外反する形態である。
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口唇部装飾帯 2個l対のB字形突起がl単位配されろ。内面には沈線状の凹薙が1条めぐる。

頸部文様帯 口唇部直下に瘤が1つ貼りつけられ, 1条の刻薙目をもつ沈線と2条の沈線がめぐる。また，

内外面ともに丁寧なヨコ方向のミガキが施される。

胴部文様帯 沈線以下には丁寧なヨコ方向のミガキが施される。

胎土は精選され，色調は淡褐色を呈する。大洞CI式。

１
１

1

１
１
１
１
１
‐
７
口
■
■
■

b 1－2類

図版74-1(WO区出土口径7.3高さ9.0)

口縁部は屈曲し，短く立ち上がる形態である。

口唇部装飾帯 平縁を呈する。

頚部文様帯 2条の刻欺目をもつ沈線がめぐる。リi1朧な肩部には右上がりの羊歯状文が展開する。

胴部文様帯 2条の刻み目をもつ沈線がめぐる。沈線下には繩文LRが施文される。

胎土は精選され，色調は暗褐色である。大洞BC式。

Ⅱ

図版77-3(W22区出土復元口径9.8高さ5.9)

口縁部ば屈曲し，短く立ち上がる形態である。

口唇部装飾帯 全体的に破損。一部突起と思われる装飾がみられる。

頸部文様帯 ヨコ方向のミガキが施される。肩部には1条の刻み目をもつ沈線がめぐる。

胴部文様帯 上下端をそれぞれ2条の沈線で区画し，縄文LRの地文上に区画文Bが展開する。 4単位めぐ

ると思われる。

胎土は精選され，色調は黒褐色である。大洞Cl式。

I

c、 Ⅱ－1類

図版79-1(W14区出土口径9.5高さ6.0)

口縁部は屈曲せず内湾する形態である。底部から内湾ぎみに立ち上がり，楕円形の形態を呈す。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁である。

頸部文様帯 上端に1条，下端に2条の沈線がめぐる。区画された頚部文様帯には，連結三叉状文が8単位

展開する。

胴部文様帯 沈線以下には．縄文LRが施文される。

胎土は精選され，色調は灰褐色である。大洞B式。

図版79－2(W57区出土口径12.3)

口縁部は屈曲せず，底部より外方に内湾しながら立ち上がる形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁である。

頸部文様帯 2条の沈線がめぐる。

令
Ｂ

ｉ
ｌ
ｌ
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胴部文様帯 沈線以下ば，縄文RLの地文上に配置文CI1型を主体として， ノの字文三角文を充填し，文

様帯を形成する。

胎土は精選され，色調は黒褐色である。大洞C2式。

図版79-3(W64区出土口径130高さ60)

口縁部は屈曲せず，底部より外方に内湾しながら立､ら上がる形態である。

回唇部装飾帯 口唇部装飾帯臓平縁である。

頚部文様帯 1条の刻象目をもつ沈線がめぐる。

胴部文様帯 上下端を沈線により区画された胴部文様帯ば，区画文B1を主体に，三角文・四角文半円文

を充填し，文様帯を形成する。

胎土は精選され，色調は黒褐色である。大洞CI式。

図版81(W57区出土復元口径187高さ7.7)

にI縁部は屈曲せず，底部より外方に内湾しながら立ち上がる形態である。

図唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁である。

頚部文様帯 上端に羊歯状文が平行線化したような文様が展開する。

胴部文様帯 上下端をそれぞれ2条の沈線により区画された胴部文様帯ば，区画文A3を主体に

四角文・半円文を充填し，文様帯を形成する。

胎土は精選され，色調は黄褐色である。大洞C1式。

ノの字文

図版83-1(W19区出土口径18.6高さ6.0)

口縁部は屈曲せず，底部より外方に内湾しながら立ち上がる形態である。

画唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁である。

頚部文様帯 上下端にそれぞれ1条の沈線がめく･り左上がりの羊歯状文が展開する。

胴部文様帯 上端を1条の，中央を2条の沈線により区画された胴部文様帯は，配置文Dを主体に，四角文を

充填し、文様帯を形成する。胴部下半には，縄文LRが施文される。

胎土はやや砂粒を含み，色調は黒褐色である。大洞C2式。

図版83-2(W4区出土復元口径16.5復元高さ5. 1)

口縁部は屈曲せず，底部より外方に内湾しながら立ち上がる形態である。

画唇部装飾帯 口唇部装飾帯ば平縁である。

頚部文様帯 1条の刻拳目をもつ沈線がめく･る。

胴部文様帯 上端を2条の沈線により区画された胴部文様帯は．区画文Aを主体に三角文・四角文・ノの

字文を充填し，文様帯を形成する。

’胎土は精選され，色調は黄褐色である。部分的に赤色顔料が認められる。大洞Cl式。

'一
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図版85－1 (W17区出土口径17. 1 高さ6.8)

口縁部は屈曲せず，底部より外方に内湾しながら立ち上がる形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁である。

頚部文様帯 上端に沈線が，沈線直下に刻み目をもつ沈線がそれぞれ1条めぐる。

胴部文様帯 上下端をそれぞれ2条の沈線により区画された胴部文様帯は，区画文を主体に，四角文・半円

文を充填し、文様帯を形成する。外面にはヨコ方向のミガキが施される。

胎土はやや砂粒を含み，色調は淡暗褐色である。大洞Cl式。

1

I

図版85-2(W21区出土口径20.4高さ8.3)

口縁部は屈曲せず，底部より内湾しながら立ち上がる形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾i帯は平縁である。

頸部文様帯 上端を1条の刻鍬目をもつ沈線が，その直下を1条の沈線がめぐる。

胴部文様帯 一上下端をそれぞれ2条の沈線により区画された胴部文様帯は．区画文を主体に，

充填されあと思われるが，不明。

胎土は精選され，色調は褐色を基調として，口縁部付近は黒褐色である。大洞Cl式。

四角文などが

図版87-7(Wl3区出土復元口径112高さ54)

口縁部は屈曲せず，底部より内湾しながら立ち上がる形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁である。

頸部文様帯 内外面にナデが施され，さらに外面はミガキも施される。

胴部文様帯 内外面にナデ・ ミガキが施される。

胎土妹精選され，色調は黄灰褐色である。大洞Cl式。

1
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図版87-1 (W57区出土口径47高さ1.9)

口縁部は屈曲せず，直立する形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁であるが，凹凸が著しい。

頸部文様帯 内面上端に2nli1lほどのケズリがゑられる。内外面は粗し､プｰヂが施される。

胴部文様帯 内外面に粗し､ナデが施される。

胎土は砂粒を微量含み，色調は外面赤褐色，内面褐色である。
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図版87-2(W57区出土復元口径61 復元高さ2.8)

口縁部は屈曲せず，直立する形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁であるが，内面に1条の沈線がめぐる。

頚部文様帯 内外面全体にナデが施され，外面は一部ミガキの痕跡も認められる。

胴部文様帯 内外面にタテ・ヨコ方向のナデ ミガキが施される。
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胎土はあまり砂粒を含まず，色調は黄灰色である。

図版87-3(W56区出土口径5. 1 高さ26)

凹縁部は屈曲せず，直立する形態である。

画唇部装飾帯 口唇部装飾帯妹平縁であるが，ユビオサエによる凹凸が著しし。

頚部文様帯 内外面にナデが施される。

胴部文様帯 外面にナデが施される。

胎土はやや精選され，色調は外面明褐色，内面褐色である。

図版87-4(W56区出土口径4. 1 高さ3.2)

口縁部は屈曲せず，直立する形態である。

圓唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁である。

頚部文様帯 内外面に，それぞれ1条の沈線がめく"る。内面にはユビオサエとナデが認められる。

胴部文様帯 内面はナデが施され，外面は縄文が施文される。

胎土はやや精選され，色調は明灰褐色である。

’

図版87-5(W581区出土口径10.0高さ4.5)

口縁部は屈曲せず，直立する形態である。口端部はやや肥厚し，明瞭な面をもたない。

'璽唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁である。

頚部文様帯 内面に1条の沈線状の凹みがめく-る。内外面はナデ・ ミガキが施され､ユビオ

る。

|胴部文様帯 内外面にナデが施され， さらにヨコ方向にミガキが施される。

胎土はやや精選され，色調は暗褐色である。

ピオサエも認められ

図版87-6(W58区出土口径68高さ26)

口縁部は屈曲せず，直立する形態である。

四唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁であるが凹凸が著しい。

頚部文様帯 内面はヨコ方向のナデが施され， さらに粗し､ミガキが施される。

が施文される。

RLの羽状縄文外面はLRと

胴部文様帯 内面は多方向にナデが施される。外面ばLRとRLの羽状縄文が施文される。

胎土はかなり砂粒を含み，色調は暗赤褐色である。

図版87-8(W28区出土復元口径13.5復元高さ{l7)

口縁部は屈曲せず，直立する形態である。

部装飾帯 口唇部装飾帯はB字形突起が配されるが，単位は不明である。口唇
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| ’
頸部文様帯 2条の沈線がめぐる。

胴部文様帯 内面に丁寧なミガキが施される。外面は配侭文を主体に文様が展開すると思われるが，単位数

は不明である。

胎土は精選され，焼成も良好である。大洞Cl式。

図版87－9(W8区出土口径174高さ67)

口縁部は屈曲せず，直立する形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁である。

頚部文様帯 一上下端を1条の沈線がめぐり．文様帯には右上がりの羊歯状文が展開する。

胴部文様帯 _l二端を1条．下端を2条の沈線で区画し，文様帯には縄文LRが施文される。内面はヨコ方向

のミガキが施される。

胎土は精選され，焼成は良好である。色調は淡暗褐色である。大洞BC式。

１
１
Ｉ

図版87-10(W24区出土口径18.0高さ77)

口縁部は屈曲せず，直立する形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁である。

頸部文様帯 内面はヨコ方向のナデ・ ミガキが施される。外面は2条の沈線文がめぐる。

胴部文様帯 内外面にヨコ方向のナデ・ ミガキが施される。

胎土はかなり精選され，焼成は良好である。赤色顔料が塗布されるが，地の色調は暗褐色である。大

洞ClあるいはC2式。

’

1

図版89－1 (W19区出土口径17.6高さ6.8)

口縁部は屈曲せず，直立する形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁であるが，歪みが著しい。

頚部文様帯 内面は粗いヨコ方向のナデが施され， ミガキも認められる。外面ば2条の沈線文がめぐる。

胴部文様帯 内面は粗いヨコ方向のナデが施され， ミガキも一部みられぁ。外面は縄文LRの斜行縄文が施

文される。

胎土はやや砂粒を含むが，焼成は良好である。色調は黒褐色である。
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図版89-2(W57区出土復元口径9.8高さ4.2)

口縁部は屈曲せず，直立する形態である。口縁端部は肥厚し，面をもたない。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯ば平縁である。

頚部文様帯 内面1条の沈線がめぐる。外而は2条の沈線がめぐり， ヨコ方向のミガキがみられる。

胴部文様帯 内面は2111mほどのヨコ方向のミガキがゑられる。外面は縄文RLの斜行縄文が施される。

胎士はやや精選され，焼成は良好である。色調は外面黄褐色，内面黒褐色である。
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図版89-3(W24区出土口径126高さ4.6)

口縁部は屈曲せず，直立する形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁である。

頚部文様帯 内面は1.5Ⅱ皿ほどのミガキが施される。外面城2条の沈線文がめぐる。

胴部文様帯 内外面にミガキが施される。

胎土は精選され，焼成は良好である。赤色顔料が塗布されるが，地の色調ば黒褐色である。

あるいはC2式。

大洞C1

図版89-4(W4区出土口径93高さ3.4)

口縁部は屈曲せず，直立する形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁である。

頚部文様帯 外面は1条の沈線文がめぐる。

胴部文様帯 内外面にミガキが施される。下端には1条の沈線が悪られる･

胎土は精選され，焼成は良好である。赤色顔料が塗布されるが，地の色調は黒褐

あるいはC2式。

色である。大洞Cl

図版89-5(W7区出土復元口径13.0高さ47)

口縁部は屈曲せず，直立する形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は, l対のB字形突起が象られる。

頸部文様帯 内外面は丁寧なミガキが施される。内面に1条，外而に2条の沈線文がめぐる。

胴部文様帯 内外面に丁寧なミガキが施される。 2ヶ所穿孔される。

胎土は精選され，焼成は良好である。赤色顔料が塗布される。大洞ClあるいはC2式。

図版89-6(W5区出土復元口径10.7高さ3.8)

口縁部は屈曲せず，直立する形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯にはB字形突起が1個みられる。

頚部文様帯 外面は2条の沈線文がめぐるが，下の沈線はあまり明瞭でなL､。

胴部文様帯 内外面にミガキが施される。

胎土は精選され，焼成は良好である。赤色顔料が塗布される。大洞Clあるいは C2式。

dⅡ－2類

図版89-7(W66区出土口径14.3高さ5. 1)

口縁部は屈曲せず，比較的広い底部から口縁部に向かって直線的に開く形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯朧平縁でああ。

頚部文様帯 内面はミガキが施される。外面は2条の沈線文がめぐる。

｜ －
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胴部文様帯 内外面に丁寧なミガキが施される。

胎土は精選され，焼成は良好である。赤色顔料が塗布されるが，地の色調は褐色である。大洞Clzb

るいはC2式。

h

図版89-8(W66区出土口径18.8高さ50)

口縁部は屈曲せず，比較的広い底部から口縁部に向かって直線的に開く形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は中央にB字形突起とA字形突起がそれぞれ2個みられる。

頸部文様帯 内面はミガキがみられる。内外面にはそれぞれ1条の沈線文がめぐる。

胴部文様帯 内面にミガキが施され，外面はヨコ方向にミガキが施される。

胎土は精選され，焼成は良好である。赤色顔料が塗布されるが，地の色調は褐色である。大洞C2

式。

’

図版91-1 (W7区出ニヒ復元口径21.7高さ7.6)

口縁部は屈曲せず，底部から口縁部に向かって直線的に開く形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁である。

頸部文様帯 内面はミガキが施され， 1条の沈線がめぐる。外面は2条の沈線文がめぐる。

胴部文様帯 内外面に丁寧なミガキが施される。

胎土は精選され，焼成は良好である。赤色顔料が塗布される。大洞ClあるいはC2式。

’

図版91-2(W24区出土復元口径186高さ4.7)

口縁部は屈曲せず，底部から口縁部に向かって直線的に開く形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は平縁である。

頚部文様帯 内面はミガキが施される。外面は1条の沈線文がめぐる。

胴部文様帯 内面に赤色顔料で文様が猫かれる。文様は，配置文Bのような単位を主体に，半円文が充填さ

れると思われる。また，赤色顔料の部分をみれば, X字文とも認識できる。

胎土は精選され，焼成は良好である。内外面に赤色顔料が塗布されるが，地の色調は褐色である。大

洞ClあるいはC2式。

１
１
４
１

1

1

図版93-1(W22区出土口径19.4高さ4.2)

口縁部は屈曲せず，比較的広い底部から口縁部に向かって外反して開く形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は連続する小波状口縁である。

頚部文様帯 内而1条の沈線文がめく･る。

胴部文様帯 内面ばタテ方向のミガキが施される。外面は上下端をそれぞれ2条の沈線で区画する。文様帯

は，区画文C2を主体として，四角文ノの字文を充填し，連続文様を展開。また，底面にも

四角文が充填される。

’
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胎土は精選され，焼成は良好である。色調は褐色である。大洞C1式。

図版93-2(W4区出土口径18.6高さ5.4)

口縁部は屈曲せず，比較的広い底部から口縁部に向かって直線的に開く形態である。口端部で内側に

屈lillする。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は連続する小波状口縁である。

頚部文様帯 内面にミガキが施される。

胴部文様帯 内面はミガキが施される。外面は上下端をそれぞれ2条の沈線で区画する。文様帯は区画文

を主体として四角文・ ノの字文などを充填する連続文様がゑられる。

胎土は精選され，焼成は良好である。赤色顔料が塗布される。大洞C1式。

図版95-1(W25区出土口径10.7,高さ3.4)

口縁部は屈曲せず，比較的広い底部から口縁部に向かって直線的に開く形態である。口端部で内側に

屈111lする。底部はやや丸底の形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯は連続する小波状口縁である。

頚部文様帯 内面に1条の沈線文がめぐる。

胴部文様帯 外面は上端が1条，下端が2条の沈線により区画される。文様帯は．配溌文cⅡを主体として．

三角文四角文〃ノの字文が充填され、連続文様が展開する。

胎土は精選され，焼成は良好である。大洞C2式。

図版95-2(W7区出土復元口径20.8高さ92)

口縁部は屈曲せず，広い底部から口縁部に向かって直線的に開く形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯紘l対のB字形突起が配される。

頚部文様帯 内面は1条の沈線がめぐり，外面は1条の刻翠目をもつ沈線がめぐる。

胴部文様帯 内面はヨコ方向のミガキが施される。外面はそれぞれ1条の沈線で．文様帯が4つに区画され

る。 1段目は．末端部が噛み合う右上がりの羊歯状文が展開する。 2段目は．末端部が噛桑合

わない左上がりの羊歯状文が展開する。 3段目は，連結した三叉状文を主体に， ノの字文を充

填した文様帯が展開する。 3段目と4段目の間に癌が1個貼り付けられ， 4段目には縄文LR

の斜行縄文が施文される。

胎土は精選され，焼成は良好である。部分的に赤色顔料がみられる。地の色調は黒褐色である。大洞

BC式。

e、Ⅲ類

図版97(W17区出土口径長軸26.4短軸14.6高さ5.4)

口縁部は屈曲しない。平面形は洋梨形を呈し，側面形は船形を呈する。底部は丸底状を呈し， 口縁部

' 一
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| ’
に向かってやや直線的に開く形態である。

口唇部装飾帯 口唇部装飾帯憾B字形突起が配され，連統する小波状口縁を成す。

頚部文様帯 突起の中央から外面に向けて，右下がりの羊歯状文がのびる。内面にミガキが施される。

胴部文様帯 外面は上端を2条，下端を3条の沈線で区画する。文様帯は．区画文Clを主体として，四角

文ノの字文を充填して，連統文様が展開する。

胎土は精選され，焼成は良好である。赤色顔料が塗布される。大洞Cl式。

ト

’

第6節台付土器(第29~31図,図版第98~129,第7表）

1 分 類

台付土器の器形は先の器形ごとの分類に従うこととし， さらに台部の分類を以下のように設定する。

1）台部形

a． 台中央部で膨らむもの。

b 「ハ｣字状に拡がるもの。

2）台部文様

イ． 文様帯をもつもの。

ロ． 沈線を2条以上巡らせるもの。

ハ． 沈線が1条巡るもの。

二 無文。

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ

2．各類の分析(第7表，第29～|31図）

第7表台付鉢形土器型式別集計表
台付の深鉢と浅鉢はそれぞれ数

点なのに対し，鉢は図示したもの

が44点と，復元し得た台付土器内

で占める割合は非常に高い。そこ

で鉢は器形分類ごとに検討する。

深鉢の2点(図版99－1 ． 2）は

共にI類に属する。 I類－1 , 2

が1点ずつあり，前者は文様がB

類で，台部分類はb類。後者はA

類で, b類に属する。いずれもC

1式に相当すると思われる。調査

区北側の4， 7区から出土。浅鉢

は調査区北側の7, 10区から出土

した。どちらもI類－1で，文様

募扇~豐芝 ’ 小捌 総計B BC C1 C2 不明

11

18

29

67.4％
１
５
一
二
６
７０２

４
卿
一
一
一
Ⅳ
跡

一
一
一
一
－

２
一
一
－
２
９６

I １
２
３
４

４
一

一
一
４
認Ｉ

31

総計小馴B BC C1 C2 不明

14

32．6％

勾
○
一
一
一
《
。
’
靴１２

１
２
１

１1

］

7.］

７
２
１
－
ｍ
４１７

il １
２
３

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一 １

１
－
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7
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9．3

Ｉ
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△△

台付深鉢

1-2"A

第29図台付深鉢形土器出土分布図

はA類。台部はa二類とaイ類に属し、 B式に相当する。

l)台付鉢I類-1

復元できたのは11点で, B式からC2式まで4時期にわたっている。そのうちA類が8点で, BM2

点, D類が1点ある。台部形態のわかるものは7点しかなく7 a類が3点, b類は4点であるが，他遺

跡出土の類例から台部のないものもその形態を推定した。 a類のうちイ類が1点ある。図版101-2iX

台部のみであるが，図版101-1と同様の器形のものに付けられたと思われる。残る2点は残存する上

半部に縄文が施される。図版103-3もおそらく同じタイプのものと思われ， これらはいずれもB式に

相当する。b類ではイ，ハ類が1点，二類は2点あった。

2)台付鉢1－2類

復元できたものが18点あるがC2式のものはなく, C1式が13点(72.2%)と多い。A類が17点, B類

は1点のみであった。台部の残存するものは11点あり，すべてb類に属す。ロ類が2点あり，沈線間に

列点文が施されている。ともにCl式である。ハ類は4点で，図版119-2だけは沈線下無文。二類は

3点ある。また底部と台部の境界に隆帯を巡らせたものが8点ある。これは他の類に比べその割合が多

く，本類の特徴といえようか。これらはBC式, Cl式に併行するものに限る。

3)台付鉢Ⅱ－1類

復元できたものは11点で, BC式からC2式のものがある。ここでもCl式が7点(63.6%)と多数を

占める。A類5点, B類は6点であった。台部の残存する7点城すべてb類で， イ， 二類が1点ずつ，

ﾊ類は5点ある。なお台部のない4点もb類に属する。

|一
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△ ｜●▲△ ｜● ●

△●● ●▲○△

１
１
Ｉ●△△△ ▲△

I

台付鉢形 I類

分類・記号

1 2

●▲

●▲

○△

○△

②△

△△⑧ ○△

時
期

△Ｂ
Ｃ
１
２
期

Ｂ
Ｃ
Ｃ
不

○△

型
式
名 ○

○ ’

○○

△△ ○△○ ○

台付鉢形 ll類

分類記号

1 2

●▲

●▲

⑦△

○△

②△

１
１
１

○○○

時
期 Ｂ
Ｃ
１
２
明

Ｂ
Ｃ
Ｃ
不

●

型
式
名 ○

第30図台付鉢形土器出土分布図

4)台付鉢Ⅱ－2類

復元できたものは2点で，いずれもCl式に属する。文様はA, B類がそれぞれ1点，台部はb二類

である。

5）台付鉢Ⅱ－3類

復元できたものは1点の象で, A類である。台部ばbハ類に属し，沈線より下は縄文が施されて、

る。Cl式に併行するものと思われる。

1

1
1

I

これら台付鉢の時期ごとの分布状況をみると，大洞B式が調査区北東のみ(9, 12. 13, 15区に一点ず
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⑧●

●●

台付浅鉢

1－1類●

第31図台付浅鉢形土器出土分布図

つ)に，続くBC式が12区から20区へグリッドラインに対し斜め方向の分布を示す。Cl式は出土点数

が多く調査区を斜めに横切り1幅ひろい拡がりを見せている。C2式は調査区西側に密に分布するが，南

(27, 34区)にも点在する。こうしてみると各時期が平行して，それぞれ分布域を混じらせながら拡がっ

ていることが分かる。

3．個別解説

1)台付深鉢

a.深鉢I類-1

図版99-2(W4区出土口径18. () 高さ22.0)

台脚部が欠損している。

口唇部装飾 等間隔に刻み，浅い波状を呈す。

画縁部文様帯 二条の沈線により胴部と区画し、無文帯を形成。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

台 部 底部と台部との接合部はナデとミガキにより．無文帯を作り出す。

粗製の土器であり，やや粗いナデ調整がされる。大洞Cl式に相当。

b深鉢I類－2

図版99-1(W7区出土口径8.5高さ115)

台脚部外面は接合部から剥離し，欠損している。台部は短く真っ直ぐに拡がる。口縁部文様帯を持た

ない。

口唇部装飾 等間隔に上から刻",刻み部から内面に逆ノ字状に施文する。またその下に一条の沈線を巡ら

せる。
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頚部文様帯 三条の沈線が巡り．一段目に6個を一単位とした列点を施す。

胴部文様帯 斜行縄文LR｡

底部文様帯 一条の沈線によって胴部と区画され，無文帯を形成する。

部 底部と台部との接合部に隆帯を巡らせ, D字状の列点文を施し， さらのその下に沈線が走る。一
口

内面を丁寧に磨く。大洞C1式に相当する。

2）台付鉢

a・鉢I類-1A

図版101-1(W12区出土高さ11.4)

口縁部を欠くが，頚部から真っ直ぐに長く外反するタイプのものである。

頚部文様帯 沈線により二段に区画される。上段は横長な列点が施され，下段は左下がりの入組み三叉文で

ある。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

台 部 aイ類。ぼぼ等間隔に三本の沈線があり，上段は胴部からの縄文が続く。その下の台部が膨れ

た部分には左下がりの入組み三叉文が描かれる。

半精製の土器で，丁寧には磨かれない。大洞B式に当たる。

8

１
１

図版101－2(W8区出土口径19.0)

aイ類の台部のみであるが，台中央部が丸く膨れる形状から図版102-1と同類とした。

台 部 胴部との境に沈線を入れる。その下は三叉文の尻尾がぐるりと入組む文様が描かれる。さらに

三条の沈線が施され，下段には横長な列点文がある。

やや粗製の土器である。これも丁寧には磨かれない。大洞B式に当たる。

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

図版103-1(W13区出土口径168高さ12.8)

a類の台部下半を欠く。

口唇部装飾 二つ一組のB字状突起が6単位巡る。

口縁部文様帯 左下がりの入組三叉文を施す。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

台 部 下半を欠くが，残存部まで縄文が施される。

大洞B式に相当。

１
１
１
１

1

図版103-2(W9区出土）

a類の台部下半を欠く。 1 , 3に比べ口縁部がかなり開くものである。

口唇部装飾 二つ一組のB字状突起が6単位巡る。

口縁部文様帯 右下がりの入組三叉文を施す。入組三叉文の間には三角文が描かれる。 柵
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胴部文様帯 斜行縄文LRである。

△ 部 下半を欠くが，残存部まで縄文が施される。口

大洞B式に相当する。

図版103-3(W15区出土口径13.0)

底部から下を欠く。 a類の台部が付くものと思われる。口縁，胴部との境界であ

ており不明瞭。

口唇部装飾 二つ一組のB字状突起が巡るものであろう。

口縁部文様帯 左~ドがりの入組三叉文を施す。 1 , 2より直線的に描かれている。

胴部文様帯 斜行縄文LRo

大洞B式に相当する。

る沈線が雑に引かれ

図版105-1(W19区出土高さ12.9)

台部を欠くがb類のものである。口縁と頚部を区画する沈線が不明瞭である。

口唇部装飾 連続した刻みを施し, B字状突起を配す。

口縁部文様帯 不規則な列点文。

頚部文様帯 左下がりの羊歯状文であるが，沈線や列点の数などが不規則。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

底部と台の接合部には，指頭圧痕が翠られる。大洞BC式に相当する。

図版105-2(W8区出土口径126高さ120)

ほぼ完形の土器である。

口唇部装飾 連続した刻みを施し，ほぼ等間隔にB字状突起を付ける。

線が派生している。

口縁部文様帯 O字状の列点文。

頚部文様帯 左下がりの羊歯状文。

|司央の刻象部から沈そしてその突起’

胴部文様帯 沈線で二段に区画され，上段はさらに上部が左下がりの羊歯状文と下部が横方向に間延びした

X字状ないしC字状文。下段は斜行縄文LRである。

底部文様帯 無文で丁寧な横方向ミガキ。

台 部 X字状の文様を透かし彫りすあ。脚部には縄文LRが施されている。 ガキが良くなされ，丁

寧なつくりである。bイ類に属する。

洞BC式あるいはCl式か。大

図版

底

107-1(W67区出土口径127高さ92)

部以下を欠くが，台部はb類が付くものであろう。

'－－
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口唇部装飾 口唇外面を連続して陰刻し，一対の突起を付す。内面には一条の沈線が巡る。

口縁部文様帯 頚部と区画する沈線直上に細かい楕円形の列点文が施される。

胴部文様帯 斜行縄文LRを暦消して雲形文を描く。また縦にB字状突起を付ける。おそらく土器の正面を

表すものであろう。

底部文様帯 斜行縄文LR｡

胴部から底部にかけて丸象を持つものである。内面も良く磨かれた精製土器。大洞C1式に相当す

る。

図版107-5(W34区出土高さ79)

ほぼ完形である。

口唇部装飾 口唇は肥厚し，山形を呈する。外面は連続して陰刻される。

口縁部文様帯 無文である。

頸部文様帯 三条の沈線があり，その真ん中のものには列点が施される。そして突起がひとつ付く。

胴部文様帯 文様帯の上方は波状の沈線によって，下方は二連の山形状文によって斜行縄文LRをすり消す。

底部文様帯 斜行縄文LRo

台 部 短い脚で，端部に斜行細文LRを施す。

内面は横方向の丁寧なミガキ。大洞C2式に相当する。

’

b・鉢I類-1B

図版107-2(W58区出土口径1().7)

底部以~Fを欠くが, b類の台部が付くもの。

口唇部装飾 口唇外面を連続して陰刻。内面には一条の沈線を巡らせる。

口縁部文様帯 無文。

頸部文様帯 三条の沈線が施され，張り出しの長い突起がひとつ付される。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

頚部から底部にかけて直線的なプロポーションを持つ。内面は横位のミガキが施される。大洞C1式

に相当。

’図版107-3(W4区出土口径92高さ8.4)

完形の粗製土器である。

口唇部装飾 口唇外面を連続して陰刻する。

口縁部文様帯 無文。

頸部文様帯 二条の沈線が施され，突起がひとつ付される。

胴部文様帯 無文であるが，磨かれない。

台 部 b二類。短脚で．端部を肥厚させる。

I

’
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大洞Cl式に相当する。

図版107-4(W27区出土口径16.9高さ161)

やや大型の粗製土器である。

口唇部装飾 口唇外面を連続して陰刻する。

口縁部文様帯 無文。

頚部文様帯 二条の沈線が施され，突起がひとつ付される。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

ム 部 b二類。脚は短い。口

大洞C1式に相当する。

c・鉢I類-2A

図版109-1(W17!区出土口径276高さ222)

ほぼ完形の大型品である。

口唇部装飾 小刻みに連続して刻まれる。

国縁部文様帯 口唇の刻みの下に不規則ではあるが列点が施される。

頚部文様帯 五条の沈線からなり，真ん中のものには連続した列点がある。

付されていた。

胴部文様帯 斜行縄文LRo

部 bハ類。底部との境には隆帯が巡り，その上には不明瞭な刺突ム
ロ

無文で，端部にのみ斜行縄文LRを施す。

内面は横方向のミガキ。大洞Cl式に相当する。

突起がそして剥離している力

みられる。脚は長く沈線文が

図版111-1 (W21区出土口径132高さ13.5)

ほぼ完形の土器である。

口唇部装飾 連続した刻承を施し, B字状突起を付す。

口縁部文様帯 不正確な沈線で区画される。

頚部文様帯 沈線間に，縦に細↓､刺突文が巡る。

胴部文様帯 斜行繩文LRである。

△ 部 b二類。底部は厚い。外面の台部との接合部は強くなでられたため括れ口

帯びた脚が付く。脚端部は内面からなで付けられて三角形を呈する。

内面は横方向のミガキ。大洞Cl式に相当する。

そこからやや丸象を

図版11 1-2(W10区出土口径12.2高さ12.8)

台部を除き全体的に丸みを帯びた器形で， 口唇部はやや肥厚している。



I
82 第6節台付土器

口唇部装飾 連続した刻象を施し，ほぼ等間隔にB字状突起を付ける。そしてその突起中央α

線が派生している。

口縁部文様帯 丸，あるいは楕円の刺突を施す。

頸部文様帯 口縁部文様帯に同じ。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

底部文様帯 無文。

台 部 bハ類。底部との接合部分に列点が巡る。台部_'二半は無文，下半ば斜行縄文LR｡

内面は横方向のミガキ。大洞Cl式に相当する。

そしてその突起中央の刻桑部から沈 １
１

1
図版111-3(W7区出土口径14.8)

底部以下を欠くが，台部はb類に属す。頚部はあまり括れず，内面は肥厚している。

口唇部装飾 連続したB字状突起が巡る。

口縁部文様帯 沈線間に刺突文が施される。

頚部文様帯 左下がりの羊歯状文。突起をひとつ付す。

胴部文様帯 斜行縄文LRo

内面は棚方向のミガキ。大洞C1式に相当?。

１
１
１

図版1 1 1-4(Wll区出土口径8.4高さ9.5)

ほぼ完形である。

口唇部装飾 細かく刻む。内面に一条の沈線がはしる。

口縁部文様帯 沈線内に連続した刺突文。

頚部文様帯 沈線間に連続した刺突文を施し，突起をひとつつける。

胴部文様帯 斜行縄文LR。 Ｉ
０
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台 部 裾が広がらず長､、脚である。底部との境に刺突文。脚部の上半分は無文帯を形成し，下半一

段目に刺突文，その下は斜行縄文LR｡ bp頬に属す。

内面は横方向に磨く。大洞CI式に相当する。

図版113-1 (W18区出土口径ll.3高さ108)

ほぼ完形である。頚部はほとんど括れず，口縁断面は三角形を呈する。

口唇部装飾 連続した刻象を施し．ほぼ等間隔にB字状突起を付ける。そしてその突起中央の刻象部から沈

線が派生してL､る･

口縁部文様帯 沈線間に連続した刺突文。

頸部文様帯 沈線間に連続した刺突文。

胴部文様帯 斜行縄文LRo

底部文様帯 幅の狭い無文帯をつくる。
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台 部 やや裾広がりな脚部を持つ。中央部の沈線によって，上は無文帯下は斜行

る。 bハ類。

内面を横方向に丁寧に磨く。大洞Cl式に相当する。

縄文LRにわかれ

図版113-2(W19区出土口径lll 高さ96)

やや器壁の厚いもので，口縁部を三分の一ほど欠く。

口唇部装飾 口唇を上から刻み，ひとつがやや長､､波状を呈する。

口縁部文様帯 列点が施される。

頚部文様帯 左下がりの羊歯状文。

胴部文様帯 斜行縄文LRo

台 部 b二類。直線的に外へ開く形を成す。また底部との接合部にば沈線が巡る。

横方向に丁寧に磨かれている。大洞BC式。

図版1 13-3(W24区出土口径15.8高さ160)

大型の台付鉢で，ほぼ完形である。

口唇部装飾 口唇を細かく刻恐， 2個一対のB字状突起を付す。

口縁部文様帯 藤村分類による配置文A類I型と充填文の組み合わせによって文様を描く。

胴部文様帯 斜行縄文RLである。

底部文様帯 無文。

台 部 底部との接合部に列点文。脚中央部は上下に一条ずつの沈線を巡らせ区画と

は二分され上は列点文，下は斜行縄文RLである。 bロ類。

内面を横方向に丁寧に磨く。大洞CI式に相当する。

して↓､る。下半部

図版113-4(W16区出土口径10.7)

底部以下を欠く。台部はb類。胴部は丸く，頚部に向かってかなり内傾する。

口唇部装飾 口唇を細かく刻み, B字状突起を等間|胴に配臘する。

頚部文様帯 左下がりの羊歯状文が並行化している。

胴部文様帯 斜行縄文RLである。

内面を横方向に丁寧に磨く。大洞Cl式に相当する。

図版115-1(W12区出土口径12.7)

b類の台脚部下半を欠くのみである。

口唇部装飾 陰刻を施し，連続したB字状突起がつけられる。

1回縁部文様帯 刺突文が施される。

頚部文様帯 右下がりの三叉文。その下には連続した刺突文。

一Fロ
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胴部文様帯 斜行縄文LRo

底部文様帯 無文。胴部との境界には，列点文が巡る。

台 部 底部との境界には，隆帯を貼り，その上に列点文を巡らせる．

大洞B式あるいはBC式。

図版1 15-2(W7区出土口径ll.8)

b類の台脚部を欠く。

口唇部装飾 連続したB字状突起がつく。

口縁部文様帯 刺突文。

頸部文様帯 左下がりの羊歯状文。口縁部とに跨がって，横長な突起が付く。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

底部文様帯 無文。

台 部 底部との境に隆帯を貼り．その上に列点文を巡らせる。

大洞BC式に相当する。

I

図版1 15－3(W20区出土口径11.9高さ7.5)

底部以~ドがないもの。 b類の台部が付くもの。

口唇部装飾 口唇を刻み, B字状突起を等間隔に配置する。

頚部文様帯 左下がりの羊歯状文。縦長な突起が付く。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

底部文様帯 無文。

内面を良く磨く。大洞BC式に相当。
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図版117-1(W18区出土口径12.8高さ73)

b類の台脚部を欠く。頚部内面が鋭く｢逆く字｣状に屈曲する。

口唇部装飾 連続した刻象を施し，ほぼ等間隔にB字状突起を付ける。そ

線が派生している。

口縁部文様帯 2条の沈線が巡る。

頚部文様帯 左下がりの羊歯状文が平行化したもの。突起をひとつつける。

胴部文様帯 斜行縄文LRo

底部文様帯 部との境界に段を作り出す。無文で丁寧なヨコミガキが施さ

と同様の文様が巡る。

大洞Cl式に相当。

そ

ガキが施さ

してその突起中央の刻象部から沈

△

１
１

台との接合部に頚部文様帯れる。
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図版1 17-2(W12区出土口径14.4高さ95)

b類の台脚部の下半を欠く。

口唇部装飾 刻象を施し，連続したB字状突起を作り出す。

回縁部文様帯 左下がりの入り組み羊歯状文。

胴部文様帯 斜行縄文LR｡

台 部 底部との接合部には刺突文が施される。

大洞BC式に相当する。

図版119-1(W27区出土高さ114)

丸みを帯びた器形に，短い台が付く。

口唇部装飾 陰刻が施される。

凰縁部文様帯 無文。

胴部文様帯 区画文C2型と配腫文，充填文の組鋲合わせにJ

底部文様帯 斜行繩文LR。

る文様。

台 部 b二類。脚端部がやや肥厚し，断而が三角形を呈する。

内面を横方向に丁寧に磨く。大洞Cl式に相当する。

図版1 19-2(W64区出土高さ94)

頚部がほとんど無く，短い口縁が屈曲して外反する。

口唇部装飾 連続して刻む。

'回縁部文様帯 刺突文が巡る。

り文様を描く。胴部文様帯 斜行縄文LRを膳り消して, Cl型｜

底部文様帯 無文。

重画文と充填文によ

bハ類。台 部 上半は無文，脚端部やや上に一条の沈線を巡らせる。

内面を横方向に丁寧に磨く。大洞Cl式に相当する。

図版119-3(W4区出土口径11.0)

b類の台部を欠く。頚部がほとんど無く，短い口縁が屈III1して外反する。

口唇部装飾 陰刻する。

直縁部文様帯 刺突文が巡る。また縦長の突起がひとつ付される。

胴部文様帯 区画文C2型と配置文，充填文の組み合わせによぁ文様が描かれる。

底部文様帯 無文。

内面を職方向に丁寧に磨く。大洞Cl式に相当する。

|－
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。、鉢I類-2B

図版1 17-3(W58区出土口径12.8高さ9. 1)

底部以下を欠く。 b類の台部が付くもの。肩が張り出し内側への屈曲が強く，口唇は短く真っ直ぐに

立ち上がる。

口唇部装飾 細かな刻み目が入る。

口縁部文様帯 2条の沈線。突起は一つで，上方へ突き出すようにつけられている。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

内面を横方向に丁寧に磨く。大洞Cl式に相当する。

e.鉢Ⅱ類-1A

図版121-2(W17区出土口径80高さ8.5)

頚部の屈曲がややきつい。

口唇部装飾 B字状突起がつけられる。

口縁部文様帯 刺突文が二段に施文される。剥離しているが，瘤が付b､ていたものと思われる。

胴部文様帯 斜行縄文LRo

台 部 外而の脚端部直上には一条の沈線が巡り，端部断面は三角形を呈す。底部との境界にも沈線が

巡り，脚部は無文。bハ類に属する。

横方向のミガキが成される。大洞Cl式に相当。

’

’

１
１
１

図版123-1(W56区出土）

b類の台部以下を欠く。

口唇部装飾 口唇外面に刺突を施す。

口縁部文様帯 三条の沈線が巡る。

胴部文様帯 縄文を暦り消して文様が描かれる。「エ字状文｣を下から｢U字状文｣が巻くような文様を一単位

とし，その間に三角文を配す。また二個一組の小瘤が沈線から垂れ下がるように付される。

底部文様帯 斜行細文RLo

内面は横方向に磨かれている。大洞C2式に相当する。
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‐図版123-2(W59区出土口径11.4)

b類の台脚部を欠く。また胴部も残りが少ない。

口唇部装飾 斜行縄文RLが施され, B字状突起が付く。

口縁部文様帯 沈線を三条巡らせる。

頸部文様帯 縄文を磨り消して文様が描かれる。平行する沈線間に｢C字状文｣が絡むように描かれている。

胴部文様帯 斜行縄文RLo

底部文様帯 無文。
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横方向に磨く。大洞C2式に相当する。

図版125-1(W13区出土）

b類の台脚部を欠く。

口唇部装飾 B字状突起が等間隔につけられる。

口縁部文様帯 B字状突起の刻象部から口縁と平行に走る沈線が派生する。

れる。

頚部文様帯 4条の沈線が巡り，そのう､ら1 ･ 2本目間に連続した刺突，

た刺突をする。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

底部文様帯 無文。

部 接合部に刺突文を施す。』入
口

横方向の丁寧なミガキ。大洞C1式に相当。

が連続して施さ沈線の上に刺突文

二個を一単位とし3 4本目間に

図版125-2(W64区出土高さ6.1)

口唇部装飾 口唇端部を上から刻み． 口唇のやや下に一条の沈線を巡らした後，刻み部か’

小さな瘤を作り出す。

回縁部文様帯 沈線によってポジティブな｢C字状文｣を作る。

胴部文様帯 やや縦位の斜行縄文LRである。

底部文様帯 無文。

台 部 脚中央部できつく外反する。「C字状文｣を透かし彫りにて描く。bイ類。

横方向の丁寧なミガキ。大洞BC式に相当。

う縦に沈線を入れ

図版125-4(W22区出土口径9.2)

縦に長い器形で，底部以下が欠損している。台部はb類のものが付く。

口唇部装飾 口唇を細かく刻み, B字状突起を等間隔に配す。

画縁部文様帯 沈線間に刻象。

頚部文様帯 横長の突起を付す。

胴部文様帯 斜行縄文LRo

半精製土器である。大洞Cl式に相当する。

f .鉢Ⅱ類-1B

図版121-1(W24区出土口径6.8高さ7.2)

ほぼ完形である。

口唇部装飾 口唇部を上から細かく刻む。

I
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1

1
口縁部文様帯 口唇，胴部との境界となる沈線は明瞭であるが，その間の2本は不明瞭なものである。

胴部文様帯 斜行縄文RL。

台 部 脚は他と比べ外反の度合､,が高い。外面の脚端部直上には一条の沈線が巡り，端部断面は三角

形を呈す。底部との境には隆帯があり，そこに細いとぎれとぎれの沈線が描かれる。bハ類に

属する。

横方向のミガキが施される。大洞C1式に相当。

I

I

図版121-3(W65区出土口径96高さ11.4)

口唇部装飾 横長のB字状突起がつけられる。

口縁部文様帯 3条の沈線が施され，瘤が付される。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

台 部 外面の脚端部直上には一条の沈線が巡り，その下に斜行縄文LRがつく。底部との接合部には

隆帯が巡り，充填文が描かれる。 bハ類に属する。

大洞Cl式に相当する。

図版123-3(W66区出土口径136高さ122)

ほぼ完形の土器である。

口唇部装飾 正面から見ると三角形状に飛び出る突起をひとつ持つ。そして口唇には細かい刻み､目を入れる。

口縁部文様帯 二条の沈線が巡り，二個一組の小瘤が下の沈線から垂れ下がるように，突起の両脇にのみ付さ

れる。

胴部文様帯 縦位の縄文RLである。

台 部 脚の端部に斜行縄文RLが残る。bハ類に属する。

内・外面とも横方向に磨く。大洞C2式に相当する。

１
１

１

図版125－3(W7区出土口径75高さ105)

ほぼ完形である。

口唇部装飾 内外面共に，陰刻によってB字状突起状の装飾を作り出す。

口縁部文様帯 三条の沈線。

胴部文様帯 斜行縄文LRo

底部文様帯 無文。

台 部 bハ類に属する。脚端部やや上に一条の沈線が巡る。調整が悪く，端部はゆがんでいる。

やや粗製の土器で，調整もあまり良くない。大洞C1式に相当する。 ｌ
０
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
０
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
１
１
１
１
｜

〆
秒
、
’

図版125-5(W7区出土口径11.4高さ114)

ほぼ完形の土器である。
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1

1 口唇部装飾 口唇を刻み, B字状突起をぼぽ等間隔に配す。

ロ縁部文様帯 B字状突起の刻み部分と隣の突起の刻み部を繋ぐ｡ような沈線が描かれる。

頚部文様帯 三条の沈線が巡る。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

底部文様帯 胴部との境界を意識して、､るか不明瞭で，故意に繩文をつけなかったのかど

台 部 bハ類に願する。脚端部やや上に一条の沈線が巡り，端部が上にやや反るよ

大洞Cl式に相当する。

うかは分からな↓､。

うな形状をとる。

9･鉢Ⅱ類－2A

図版127-1(W18区出土口径11.8高さ128)

口唇部装飾 B字状突起の亥脾部分から沈線が派生する。

国縁部文様帯 四条の沈線が巡り， 2 ． 3本目間に列点文。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

台 部 b二類。強く撫で付けられて，脚端部がやや外に反る。

やや粗製の土器であまり調整も良くない。大洞Cl式に相当する。

h.鉢Ⅱ類－2B

図版127-2(W17区出土口径13.0高さ139)

台脚端部が欠損している。

口唇部装飾 B字状突起を等間隔に配する。

ﾛ縁部文様帯 三条の沈線があり．縦長の突起がひとつ付く。

胴部文様帯 斜行縄文LRである。

ム 部 b二類。口

やや粗製の土器である。大洞Cl式に相当。

i 鉢Ⅱ類－3

図版127-3(W57区出土口径118高さ10.6)

ほぼ完形である。底部がかなり厚みを持つ。

口唇部装飾 B字状突起が不規則につく。

回縁部文様帯 横長な列点文が描かれる。

頚部文様帯 三条の若干不正確な沈線を描き, 1 ･ 2本目の間に連続した刺突文を施す。

胴部文様帯 斜行縄文RLo

台 部 bハ類。台上半は無文．下には斜行繩文RLが施される。

大洞Cl式に相当する。
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3）台付浅鉢

図示したのは2点のみで，いずれもI類-1Aに属する。

a.浅鉢I類-1

図版129-1(W10区出土口径10.4高さ80)

口縁部を僅かに欠損するが，ほぼ完形の小型品である。

口唇部装飾 B字状突起が等間|偏につけられる。

口縁部文様帯 左~ドがりの入り組み三叉文である。

頚部文様帯 2本の沈線間に横に長い楕円形の列点文が連続する。

胴部文様帯 斜行縄文LR。

台 部 aハ類。脚は長く，上半部が膨れる。そこから中央部で括れ直線的に外反する。文様は施され

ず無文。

整形がやや粗く，歪な形となっている。調整も粗い。大洞B式に相当する。

’

』

I

’

図版129-2(W7区出土口径19.9高さ11.8)

ほぼ完形である。

口縁部文様帯 ほぼ真横の三叉文。

胴部文様帯 配置文A類Ⅳ型と充填文の組み合わせによって文様が椛成されている。

底部文様帯 斜行縄文LRo

台 部 ’|塙の広い脚で．上半部が膨れる。そこからに|訓央部で括れやや丸みを帯びながら外反する。上半

部には左下がりの三叉文があり，その中心部を穿孔する。また脚部最下段にも真横にはしる三

叉文があり，それぞれ三叉間には小円を穿孔している。 aイ類。

横方向に丁寧に磨く。大洞B式に相当する。

１
１
Ｉ

第7節壺形土器(第32 33図,図版第130~157,第8 ． 9表）
1
1

縄文時代晩期の大洞系土器群のう‘ら，壷形土器については，その形態差・文様差がもっとも大きく，

その合理的な分類については，現段階においても議論されている。今回の調査において出土した壷形土

器の分類についても，他の器種のような口頚部の屈曲の有無による形態的共通性だけでは難しいといわ

ざるをえなかった。

したがって，今回は，壷形土器の分類にあたって，壷形土器の形態をもっとも特徴づける胴部と口縁

部の形態による大別を意識しつつ， さらに有文・無文・縄文という文様的要素を加えて分類を進める。

なお，解説については，有文・無文系壷形土器と縄文系壷形土器にわけて行うこととする(第9表)。

1分 類

l )有文．無文系壷型土器(図版131～149-4)

有文．無文系壷型土器とは，文様帯・磨消縄文帯をもつもの，および，黒色磨研系の壷型土器を指

ｌ
｜

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｐ

』
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’ す。両者には形態的共通性が見ら 第8表壷形土器分類別築計表

れ，まとめて解説する。

I類：胴部が球状あるいは，それ

に近い形状である。口縁部

形態は肩部頚部口部が

くの字状に屈曲するものを

IA,肩部・口頚部が明瞭

に分かれず，肩部から外反

・外傾するものIBとす

る。ただし，有文系にはI

Bは見られない。

Ⅱ類：胴部が長胴形である。 I類

同様， 口縁部形態が肩部・

頚部・口部と明瞭にくの字

に屈曲するものをⅡA,肩

部口頸部が明瞭に分かれ

ず，屈曲しないものⅡBと

する。また，口唇部に沈線

をもつものもⅡAに含む。

|勇震 犬 ！|』’ 中， 小不明’ 類#1 小創
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Ⅲ類：胴部は長胴形だが，胴部最大径が胴部下半に位置する。口縁部が屈曲するⅢAと屈曲しないⅢB

がある。

Ⅳ類；特殊形態とする。胴部は扁球状扁平状を呈し，底部から胴部にかけて丸みをもつ。口縁部は肩

部から直立ないし外傾し， 口部が開く形態である。

2)縄文系土器(図版149-5～157)

縄文系土器とは胴部外面や一部口縁部に縄文が施文される壷型土器の一群を指す。形態的な差異が大

きいが，以下のように分類した。

V類：胴部は球状を呈する。口縁部は肩部．頚部・口部と明瞭に三段にわかれるものをVA,肩部・口

頸部と明瞭に分かれないものVBとしたが, VAに該当するものはない。

Ⅵ類：胴部が長胴形である。口縁部形態は，肩部・頚部・口部と明瞭に三段にわかれるものⅥA(沈線を

もつものも含む)と肩部・口頚部と明瞭にわかれないものⅥBがある。

Ⅶ類：胴部形態が長胴形でなく，菱形状を呈する。口縁部形態は，肩部から明瞭にくの字状に屈曲す

る。

'1－
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2．有文系・無文系土器

1)IA類(図版131～141)

有文系のIA類は，胴部文様帯

が沈線で区画され，そこに約2～

12単位の連続文様が展開する。単

位文様は，菱形を基本としてS字

状にのびる配置文・区画文が多

く，三角文・四角文山形文など

の充填文で構成される。また，口

縁部および胴部下半に縄文が施文

されるものが大半を占め，肩部・

頚部文様帯には連結する三叉文や

配置文が施されたり，刻象目をも

つ隆起帯がめぐるものが多い。口

唇部装飾帯は，ほとんど平縁であ

るが， 135のようにB字形突起が

めぐる場合もある。大きさは大小

様々・胎土は精選され，焼成は良

好。色調はほとんどが暗褐色系で

ある。

無文系のIA類は，口縁部胴

部内外面ともにヨコ方向に丁寧に

磨かれ， とくに132-3 ･ 5 ･ 7

は， ｜|肩2～3mmの工具で丹念に研

磨され，光沢を帯びる。器高はす

べて15cmに満たない。焼成はすべ

て良好で，色調も暗褐色系を呈す

るものが多い。

2)IB類(図版143-1～8)

全体的にもやや小さめである。ま

第9表壷形土器型式別集計表
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IB類は, 1A類の無文系より全体的な器高が約10clll未満と低く，全体的にもやや小さめである。ま

た，底部は平底状と丸底状の2形態が象られる。調整は内外面全体にヨコ方向の丁寧なミガキが施さ

れ，光沢をもつ。 143-5の口縁部装飾帯には一対のB字形突起が配され，肩部には瘤か1つ貼り付け

られるが，ほとんどが平縁である。

3)IA類(図版143-10～145)

有文系ⅡA類ば，胴部上半に磨消縄文の連続文様が展開するものと胴部全面に陰刻文が施されるもの
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第32図壷形土器出土分布図． 1

がゑられる°前者の単位文様は，区画文を中心に充填文で櫛成される。それに対して後者の方は，沈線

により3段に文様帯が区画され，上・下段に半円文が，中段にK字状文が刻まれる。また，口縁部およ

び胴部文様帯以下には縄文LRが施文される。肩部口唇部装飾帯に，瘤とB字形突起が装飾される場

合もある。

無文系ⅡA類は1点だけである。口唇部には沈線が施され‘明らかに口部と頸部を区別している。口

頚部外面にはタテ方向の，胴部外面にはヨコ方向の丁寧なミガキが施され，光沢を帯びる。ⅡA類の焼

成はすべて良好で，一部光沢も帯びる。大きさについてもほぼ平均的である。

4)IB類(図版143-9)

1点だけである。沈線で区画された胴部上半に連続文様が展開する。単位文様は末端のかみ合わない

右下がりの羊歯状文が5単位めぐる。口唇部装飾帯には5単位のB字形突起がめく･るか，正面には一

対，その他は単独で1つずつである。胴部下半には縄文LRが施文される。

5)mA類(図版147-1 ･ 2 ･ 4)

Ⅲ類は，すべて焼成が良好で，胎土も精選されている。器面は光沢を帯び，暗褐色系の色調を呈す

る。器高も様を見受けられる。文様系のものは，胴部文様帯に磨消縄文の連続文様が展開する。単位文

様は，不明である。肩部には瘤が1つ貼り付けられる。無文系のものは， ともに頚部にはタテ方向の，

胴部にはヨコ方向の丁寧なミガキが施される。肩部には2条の隆起帯がめぐり， 2～4単位の瘤が貼り

付けられる。また，赤色顔料が塗布され，底部は4足の形態を呈する場合もある。

6)mB類(図版147-3)

ミニチュア土器1点だけである。底部は丸底を呈する。全体的にナデにより成形され，口縁部周辺に

は指頭圧痕が顕著に象られる。
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7）Ⅳ類(図版148-1～4)

壷形土器の特殊形態とした。すべて文様をともない，胴部ないし口頚部に文様帯が展開する。単位文

様は区画文・配置文を主体に，充填文で構成されると思われるが，欠損が著しく不明なものが多い。全

体的に焼成は良好で，胎土は精選されている。

2縄文系土器

l )VB"(図版148-5 ･ 6)

2点みられる。沈線で口頚部と胴部を区画し，胴部外面は縄文LRの斜行縄文が施され，内面はヨコ

方向のナデ・ ミガキにより整形される。肩部には瘤や隆起帯がめぐり， 口唇部装飾帯にはB字形突起が

めぐる。

2)MA類(図版151～153-5)

ⅥA類は口頚部にミガキが施され，胴部外面には縄文LRの斜縄文が施されるが, 1点のみ縄文RL

が施される。大きさは様之である。胎土は砂粒を含み粗雑であるが，焼成は比較的良好なものが多い。

3)VIB類(図版153-6, 155)

ⅥA類同様に口頚部にミガキが施され，胴部外面には純文LRの斜縄文が施文される。また，胎土や

焼成も類似する。

4)Ⅶ類(図版157)

1点だけである。頚部外面にはタテ方向のミガキが施され， 口部・胴部外面には縄文LRの斜縄文が

施文される。ⅥA･B類と比べて，器厚が厚い。

１
１

’
！
‐
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3．個体の解説

a. IA"(図版131～141)

図版131-1 (W18区出土）

口唇部装飾帯・口縁部文様帯は口縁部欠損のため不明でああ。

頸部文様帯 口唇部直下には3条の沈線が施され，沈線直下にはヨコ方向のミガキが施される。

胴部文様帯 頚部と胴部をそれぞれ2条の沈線で区画した文様帯には．配置文らしき文様を主体として．四

角文が充填される。配置文は平行する菱形からS字状の沈線がのびる単位文様である。磨消縄

文の手法は用b､られない。文様の単位は不肌であるが、 2～3単位であろう。また．沈線以下

の胴部下半はヨコ方向のミガキが施される。胎土ば祷で．焼成ば良好である。色調は黄褐色を

呈する。大洞B式あるいは大洞BC式に比定すると思われる。

図版131-2(W29区出土高さ8.3)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず‘平縁を呈する。

口頸部文様帯 内外面にはヨコ方向の丁寧なミガキが施される。

胴部文様帯 胴部上端と下端を1条の沈線で区画し胴部文様帯を形成して､､る。胴部文様帯には配置文Eを

主文様とし，三角文・四角文が充填され，全部で4単位の文様が割り付けられている。しかし．

配臘文は純粋な点対称にはならず，上の弧線の先端が磨消されて収束するのに対し，下の弧線

の先端は2本に分かれ，内1本は上の弧線につながる。縄文は非常に細くて密なLRが施文さ

れている。内外面には丁寧なミガキ調整が施され，赤色顔料も施されている。胴部に赤色顔料

が塗布されるが，地の色ば淡黄褐色を呈する。胎土は密で、焼成は良好である。大洞BC式で

あると思われる。

図版131-3(W8区出土口径77高さ13.9)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁を呈する。

口縁部文様帯 外面にはLRの斜行縄文が施文される。内而にはヨコ方向の丁寧なミガキが施される。

頚部文様帯 右上がりの連結三叉文が施される。

胴部文様帯 2条の沈線で頚部と胴部，胴部中央がそれぞれ区画される。沈線以下の胴部下半にはLRの斜

縄文が施文される。胴部文様帯には配撒文を主体に，半円文・三角文やや大きめな四角文が

充填され，文様は4単位で割り付けられてb､為と思われる。配置文については，点対称に城な

らない。また，弧線の先端部とか象合う部分は暦消されて↓､るが、全体的には連結三叉文が変

形したようにも捉えることができる。胴部には2カ所の穿孔が残る。胎土は密で，焼成はやや

良好である。色調は黒灰褐色を呈する。大洞B式に比定すると思われる。

図版131-4(W9区出土）

口唇部装飾帯口縁部文様帯・頚部文様帯は口縁部欠損のため，不明である。

Ⅱ－－
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胴部文様帯 頚部とl1n部の間，胴部上半ば2条の沈線でそれぞれ区画され，沈線以下の胴部にはLRの斜行

縄文が施される。単位文様は不明であるが，胴部上半の文様帯には配腫文らしき文様を主体に，

半円文三角文が充填され， 3単位ほどで構成される連続文様であると思われる。主体の文様

は，平行する菱形にS字条の沈線がのびる単位文様である。胎土は密で，焼成は良好である。

色調は褐色を呈する。大洞B式あるいは大洞BC式に比定すると思われる。

図版133(W19区出土口径10.6)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁を呈する。

口縁部文様帯 外面にはLRの斜行縄文が施文される。内面には丁寧なミガキが施される。

頸部文様帯 ヨコ方向にl ･ 2I11111の丁寧なミガキが施される。

肩部文様帯 2条の刻致目をもつ隆起帯がめぐり， 6単位の瘤が貼付けられるようである。

胴部文様帯 頚部と胴部，胴部中央は2条の沈線でそれぞれ区画される。沈線で区画された胴部文様帯に朧

区画文A2と四角文が充填される。連続文様は11 ･ 12単位ほどで総成されてし､ると思われる。

沈線以下の胴部下半にはLRの斜行縄文が施される。胎土は密で，焼成は良好である。色調は

暗褐色を呈する。大洞BC式に比定すると思われる。

1

１
１

’図版135(W7区出三'二口径14.6高さ22.3)

口唇部装飾帯 口唇部にば2個l対のB突起が5単位めく"ると思われる。口唇部内面には1条の沈線が施され

る。

口頸部文様帯 内外面に丁寧なヨコ方向のミガキが施される。

肩部文様帯 頚部直下を2条の沈線で区画し，配置文Bが7単位施される。

胴部文様帯 3条の沈線で胴部中央を区画し，胴部文様帯には区画文A2を主体に，三角文・四角文を充填

する。連続文様は8単位で櫛成される。沈線以下の胴部中央に縄文が施文されないが， ヨコ方

向の丁寧なミガキが施される。胎土はやや密で，焼成はややi欧質である。色洲は淡黄褐色を呈

j-る。大洞BC式であると思われる。

図版137(W17区出土口径151)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁である。

口縁部文様帯 外面にはLRの斜行縄文が施文され，内面には丁寧なヨコ方向のミガキが施される。

頸部文様帯 丁寧なヨコ方向のミガキが施される。

肩部文様帯 刻み目をもつ隆起帯が2条めぐり，その直上にさらに隆起帯が1条めく"る。その隆起帯に朧5

つの瘤が貼付けられる。瘤と瘤の間には三叉状文とも羊歯状文とも思われる陰刻文が左右に配

霞され．その中央にノの字文が充填されている。

胴部文様帯 胴部中央は2条の沈線で区画され、その上半に文様帯が展開する。胴部文様帯ば配侭文AⅣを

主体に．山形文を充填して8単位の連続文様を織成する。沈線以下の胴部下半には縄文LRが



|

第4章出土遺物 l 繩文土器 97

施されあ。胎土は密で．焼成妹良好である。色調は暗褐色を呈する。大洞BC式に比定すると

思われる。

図版139(WS区出土）

口唇部装飾帯・口縁部文様帯・頚部文様帯は口縁部が欠損しているため不明である。

胴部文様帯 胴部文様帯には区画文A2とA3が交互に施文され． そこに四角文が充填され, 6単位の連続

文様を職成する。 l1n部を区画する2条の沈線以下は細文が施される。縄文は胴上半部にはLR

の斜行縄文が、 l1n-ド半部にばRとRLの斜行縄文が施文される。胎士はやや密で、焼成城やや

軟質である。色調は淡黄褐色を呈する。大洞BC式に比定すると思われる。

図版141-1(W56区出土）

口唇部装飾帯・口縁部文様帯・頚部文様帯は口縁部が欠損しているため，不明である。

胴部文様帯 ヨコ方向に丁寧なミガキが施される。胎土は密で．焼成ば良好である。赤色顔料が塗布される。

地の色は淡褐色を呈する。

図版141-2(W8区出土口径4.8高さ76)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁を呈する。

口縁部文様帯頚部文様帯・胴部文様帯にばヨコ方向に丁寧なミガキが施される。胎土ば密で．焼成は良好であ

る。赤色顔料が塗布されるが，地の色は|借褐色を呈する。

図版141-3(W19区出土口径9.9高さ104)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾ば施されず，平縁を呈する。

にI縁部文様帯頸部文様帯胴部文様帯には， ヨコ方向の

焼成ばやや良である。色調は黄褐色を呈する。

ガキが施される。胎土はやや密であり，

図版141-4(W4区出土口径8.0高さ9.5)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず．平縁を呈する。

口縁部文様帯、頚部文様帯・胴部文様帯は, 2n'Inほどの工具によりヨコ方向に丁寧に磨かれて､､る。

器面は光沢を帯びている。胎土は密で，焼成は良好である。色調は黒褐色を呈する。

図版141-5(W8区出土口径7.2高さ13.7)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず．平縁を呈する。

口縁部文様帯・頚部文様帯には1～2n111,の，胴部文様帯は2～3III1IIの丁寧なミガキがヨコ方向に施さ

れる。器面は光沢に富盈，器厚がやや薄い。胎土は密で，焼成は非常に良好である。色調は暗褐色を呈

する。
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図版141-6(WS区出土口径8.3高さ12.5)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾肱施されず．平縁を呈する。

口縁部文様帯・頚部文様帯・胴部文様帯は， 2～31IIn,ほどの工具によりヨコ方向に丁寧に磨かれ，器

而は光沢に富む。胎土はかなり密で，焼成は良好である。色調は暗褐色を呈する。
’

b. IB"(図版143-1～8)

図版143-1 (W56区出土口径2.3高さ25)

ミニチュア土器である。

外面全体にナデが施される。胎土は密で，焼成は良好である。色調は淡黒褐色を呈する。

I

図版143-2(W67区出土口径2.6高さ3.3)

ミニチュア土器である。

外面全体にヨコ方向のナデが施される。胎土はやや密で，焼成は良好である。色調は淡燈褐色を呈す

る。

図版143-3(W65区出土口径3.6高さ4. ())

ミニチュア土器である。

外面全体にヨコ方向のナデが施される。胎土はやや粗で，焼成は良好である。色調は淡灰褐色を呈す

る。内面には赤色顔料の塗布がみとめられる。
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図版143-4(W35区出土口径32高さ6.6)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず‘平縁を呈する。

口縁部・頚部・胴部文様帯にはヨコ方1句のナデが施される。胎土は密で，焼成は良好である。色調は

赤褐色を呈する。

１
１
１
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図版143-5(WI8区出土口径6 1 高さ66)

口唇部装飾帯 口唇部には2個l対のB字形突起が配される。

口頚部文様帯 内外面にヨコ方向の丁寧なミガキが施される。

肩部文様帯 沈線が1条施文され，瘤が1つ貼付けられる。

胴部文様帯 沈線以下の胴部はヨコ方向にl i,,,,,'l塙で丁寧にミガキが施される。器面は光沢に富んでいる。胎

土はやや密で，焼成は良好である。色調は暗褐色を呈する。大洞C1式であろう。

図版143-6(W13区出土口径9. 1 高さ94)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁を呈する。

口頸部文様帯 外面にはヨコ方向のミガキが施される。
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胴部文様帯 胴部はヨコ方向に2～25mm幅で丁寧にミガキが施される。器面は光沢を帯びる。胎土憾密で’

焼成は良好である。色調は茶褐色を呈する。

図版143-7(W15区出土口径10.3高さ10.4)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁を呈する。

口頚部文様帯 内外面にはヨコ方向のミガキが施される。

胴部文様帯 胴部はヨコ方向に丁寧なミガキが施される。胎土は密で，焼成は良好である。色調は淡褐色を

呈する。

図版143-8(W17区出土口径9. 1 高さ1l3)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁を呈する。

口頚部文様帯 外面はヨコ方向に211皿ほどの幅で丁寧なミガキが施される。内面は外面より粗いミガキが施さ

れる。

胴部文様帯 胴部はヨコ方向に211叩ほどの幅で丁寧なミガキが施され，内面ばヨコ方向にナデが施される。

胎土は密で，焼成は良好である。色調は淡灰褐色を呈する。

c. IB類(図版143-9)

図版143-9(W17区出土口径54高さ106)

口唇部装飾帯 口唇部には5単位のB字形突起がめぐるが．正面には2個l対その他は1つずつ単独で配さ

れる。

口頚部文様帯 ヨコ方向のミガキが施される。

胴部文様帯 頚部に1条，胴部中央に2条の沈線が施される。区画された胴部文様帯には右下がりの羊歯状

文が陰刻される。羊歯状文は上下平行なものをl単位として， 5単位胴部にめぐる。羊歯状文

の切れ目の位置と突起の位置とは一致する。沈線以下の胴部下半に妹LRの斜行縄文が施され

る。胎土は密で．焼成は良好である。色調は灰褐色を呈する。大洞BC式に比定すると思われ

る。

d. nA"(図版143-10～145)

図版143-10(W24区出土口径53高さ120)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁であるが，外面に1条の沈線が施される。

口頚部文様帯 外面にはタテ方向のミガキが，内而にはヨコ方向のプｰヂが施される。

胴部文様帯 肩部に1条の沈線が施され，沈線以下の胴部にはタテ方向の丁寧なミガキが施される。器而は

やや光沢を帯びる。胎土は密で，焼成は良好である。色調は黒褐色を呈する。
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図版145-1 (W17区出土高さ13.7)

口唇部装飾帯・に|縁部文様帯は欠損しているため不明である。

頚部文様帯 比較的丁寧なミガキが施される。

胴部文様帯 頚部に2条の．胴部に3条の沈線が施される。胴部文様帯には区画文C2を主体として，三角

文・四角文．幅の広いノの字文が充填され， 3単位の連続文様を椛成する。また，文様帯には

細くて密な縄文LRが施されてし､る。底部の厚さが最大1.5cmと厚L､のが特徴的である。胎土は

やや密で，焼成は良である。色調は黒灰褐色を呈する。大洞C1式に比定すると思われる。

ト

図版145-2(W19区出土口径5.3高さ14.6)

口唇部装飾帯 1.唇部にB字形突起がl対配される。

口縁部文様帯 外面にはLRの斜行縄文が施文される。

頸部文様帯 ヨコ方向に丁寧なミガキが施される。

肩部文様帯 瘤がlol!I!i付けられる。

胴部文様帯 胴部文様帯は沈線により三段に区画され，陰刻文が施される。その中で，上段と下段は二重の

半円文が上向きと下向きの方向で交互にめぐり，中段妹K字状の文様が刻まれる。底部付近に

l:kLRの斜行縄文が施文される。胎土は密で，焼成は良好である。色調は黒褐色を呈する。大

洞BC式に比定すると思われる。

I

ｐ

６

■

■

図版145-3(W59区出土口径5.8高さ14.3)

口唇部装飾帯 口唇部にB字形突起がl対配されるが． 口縁部の欠損が著しいために不明である。口唇部内面

には1条の沈線がめぐる。

口頚部文様帯 内外面に丁寧なミガキが施される。

肩部文様帯 蝋が1つ貼付けられる。

胴部文様帯 胴部文様帯に配置文を主体として，四角文・ ノの字文を充填し連続文様を柵成する。 ､,わゆる

雲形文である。単位は不明であるが， 2～4単位ほどであろう。沈線以下の胴部中央は丁寧に

研磨されてし､る。胎土はやや密で，焼成はやや良である。色調は黄褐色を呈する。大洞Cl式

であろう。

e ⅢA類(図版147-1 2 ､ 4)

図版147-1(W57区出土口径4.8高さ11.5)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁である。内外面に1条の沈線が施される。

口頸部文様帯 外面は丁寧なタテ方向のミガキが施され，内面は丁寧なヨコ方向のミガキが施される。

肩部文様帯 瘤が1つ貼付けられる。

胴部文様帯 1111部文様帯ば配置文を主体に．三角文．幅の広↓､ノの字文が充填されてL,ると思われるが，胴

部の欠損により不明である。胎土は密で，焼成は良好である。色調妹1情褐色を呈する。大洞C
１
１

■
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l式か大洞C2式であろう。

図版147-2(不明口径3.2高さ7.6）

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁である。内外面に1条の沈線が施される。

口頚部文様帯 丁寧なタテ方向のミガキが施される。

肩部文様帯 2条の隆起帯がめく･り．隆起帯上には4単位の瘤が貼付けられていれる。

胴部文様帯 隆起帯直下に3条の沈線が施され、沈線以下ばヨコ方向に丁寧なミガキが施される。また．底

部は4足の形態を呈し，足と瘤はほぼ同じところに位置する。胎土は密で．焼成は良好である。

外面全体と口縁部内面に赤色顔料が塗布されるが，地の色臓暗褐色を呈する。大洞CI式であ

ろう。

図版147-4(Wl8区出土口径46高さ162)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁である。内面には1条の沈線が施される。

口縁部文様帯 内外面にはヨコ方向のミガキが施される。

頚部文様帯 丁寧なタテ方向のミガキが施される。

肩部文様帯 2条の隆起帯がめぐり，貼付けられた瘤は2単位現存寸一る。しかし，瘤は5単位ほどめぐって

b､たと思われる。

胴部文様帯 ヨコ方向のミガキが施される。胎土は密で，焼成は良好である。 2と異なり，赤色顔料の塗布

は認められない。暗褐色を呈する。大洞Cl式であろう。

fmB"(図版147-3)

図版147-3(W12区出土口径30高さ7.2)

ミニチュア土器である。

口縁部にはナデか施され，胴部にはタテ

好である。色調は淡燈褐色を呈する。

ヨコ方向のミガキが施される。胎土はやや密で，焼成は良

g. Ⅳ類(図版148-1～4)

図版148-1(W4区出土口径74高さ5.5)

口唇部装飾帯 口縁部はかなり欠損しているが, B字形の突起が3個配される。突起は中央のものが突き出る

のに対し，左右のものはやや内側に傾く。また内外而に肱1条の沈線がめぐる。

回頚部文様帯 ヨコ方向に丁寧なミガキが施される。全体的に口頚部は器厚が薄い。

胴部文様帯 頚部と胴部を3条の沈線で，胴部下半を2条の沈線で区画する。胴部文様帯には配置文CⅡを

主体に， ノの字文が充填されると思われる。単位は不明である。胎土ば密で，焼成は良好であ

る。全面に赤色顔料が塗布される。大洞C2式に比定すると思われる。
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図版148-2(W8区出土高さ6. 1)

口唇部装飾帯 口縁部はほとんど欠損するが, B字形の突起が1つみられる。内面には1条の沈線がめぐる。

口頚部文様帯 口頚部には磨消縄文の手法により文様帯が描かれる。肩部に1条，口唇部に1条の沈線を施し

区画する。口縁部文様帯には区画文と充填文が施されると思われるが不明である。

肩部文様帯 沈線直~ドに瘤が1つ貼付けられる。

胴部文様帯 胴部にはLRの斜行縄文か施文される。胎土はやや粗で，焼成は良である。色調ばll音褐色を呈

する。

I

図版148-3(W18区出土）

口唇部装飾帯・口頸部文様帯は欠損しているため不明である。

肩部文様帯 2条の沈線がめぐり，瘤が1つ貼付けられる。

胴部文様帯 沈線以下の胴部にはLRの斜行縄文が施文される。胎土は密で，焼成は良好である。色調は暗

褐色を呈する。

図版148-4(Wll区出土）

口唇部装飾帯は欠損しているため不明である。

口頸部文様帯 磨消縄文の手法により文様帯が展開するが，欠損しているため文様の単位は不明である。

胴部文様帯 肩部と胴部中央にそれぞれ2条の沈線がめく･り，沈線で区画された間にはLRの斜行縄文が施

文される。胎土は密で，焼成は良好である。色調は黄褐色を呈する。 ０
０
０
１
１
Ｂ
ｒ

1

h. VA"(図版148-5 ･ 6)

図版148-5(W64区出土口径78高さ10.2)

口唇部装飾帯 口唇部には2個l対のB字形突起配される。

口頚部文様帯 外面にヨコ方向のミガキが施される。

肩部文様帯 沈線が1条施文され，瘤が1つ貼付けられる。

胴部文様帯 胴部にはLRの斜行縄文が施される。胎土はやや粗で，焼成は良である。色調は暗褐色を呈す

る。大洞Cl式であると思われる。
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図版149-1(W8区出土）

口唇部装飾帯 口縁部文様帯は口縁部欠損のため．不明である。

頚部文様帯 頚部文様帯には1条の隆起帯がめぐる。隆起帯には瘤が貼付けられ，瘤と瘤の間には1条の沈

線が施される。瘤は隆起帯上に5 ． 6単位ほどめぐると思われる。

胴部文様帯 残存する胴部にはLRの斜行縄文が施文される。胎土は粗で，焼成はやや軟質である。暗褐色

を呈する。
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i.WA類(図版151～153-5)

図版151-1(W14区出土口径87高さ18.6)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁であるが．外面にはLRの縄文が施文される。

口頚部文様帯 内外面にはヨコ方向のミガキが施され為。

胴部文様帯 胴部にはLRの縄文が施される。胎土はやや粗で．焼成は軟質である。色調は暗褐色を呈する。

大洞B式に比定すると思われる。

図版151-2(WI4区出土口径102)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁である。外面に1条の沈線が施される。

口頚部文様帯 外而にはタテ・ヨコ方向のミガキが，内面にはヨコ方向のミガキが施される。

胴部文様帯 胴部にばLRの斜行縄文が施される。胎土は粗で，焼成はやや軟質である。色調は茶褐色を呈

する。

図版153-1(W61区出土口径6.8)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁であるが．口唇部内面に1条の沈線がめぐる。

口頚部文様帯 内外面に妹ヨコ方向のミガキが施される。

胴部文様帯 残存する胴部にはLRの斜行縄文が施される。胎土はやや密で、焼成はやや良である。色調は

淡灰褐色を呈する。

図版153-2(W12区出土口径66)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁であるが，外面に1条の沈線が施される。

口頚部文様帯 外面にはヨコ方向のミガキが，内面にはヨコ方向のナデが施される。

胴部文様帯 肩部に1条の沈線が施され，沈線以下の胴部にはLRの斜行縄文が施される。胎士は粗で，焼

成は良である。色調は茶褐色を呈する。

図版153-3(W27区出土）

ミニチュア土器である。口縁部を欠損する。

胴部外面にはLRの縄文が施文され，内面はヨコ方向のｰヂが施される。胎土は密で，焼成は良であ

為。色調は淡褐色を呈する。

図版153-4(W15区出土）

口唇部装飾帯 口縁部文様帯は口縁部か欠損しているので不明である。

頚部文様帯 残存する頚部にはヨコ方向のミガキが施される。

胴部文様帯 胴部にはLRの斜行縄文が施される。内面は全体的にヨコ方向のナデが施される。胎土ば粗で，

焼成はやや良である。色調は黄褐色を呈する。

’
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’
図版153-5(W65区出土）

口唇部装飾帯 口縁部文様帯・頚部文様帯は口縁部が欠損して↓､るので不明である。

胴部文様帯 胴部に朧RLの斜行縄文が施される。胎土ば粗で，焼成は良である。色調は灰褐色を呈する。

j . WB類(図版153-6～155)

図版153-6(W15区出土 |__l径9.4高さ233)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁を呈する。

口頸部文様帯 内外而はヨコ方向にミガキが施される。

胴部文様帯 胴部にはLRの斜行縄文が施文される。胎土は粗で，焼成はやや軟質である。色調はII音褐色を

呈する。

１
１

図版155-1(W15区出土口径89高さ9.5)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁を呈する。

口頚部文様帯 内外面はヨコ方向にミガキが施される。

胴部文様帯 胴部にばLRの斜行縄文が施文される。胎土はやや籾で，焼成は良好である。色調は暗褐色を

呈する。

Ｉ

’

1

’
1

1図版155-2(W7区出土口径107高さ20. 1)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁を呈する。

口頸部文様帯 外面はヨコ方向にミガキが施され内面にはヨコ方向にナデが施される。

胴部文様帯 胴部にはLRの斜行縄文が施文される。胎土はやや粗で，焼成は良である。色調は灰白色を呈

する。

I

ｉ
Ｉ

k.Ⅶ類(図版157)

図版157(W7区出土口径104)

口唇部装飾帯 口唇部に装飾は施されず，平縁を呈する。

口縁部文様帯 LRの斜行縄文が施される。

頚部文様帯 タテ方向の丁寧なミガキが施される。

胴部文様帯 LRの斜行縄文が施される。胎土は密で、焼成は良好である。色調は淡黄褐色を呈する。大洞

B式であろう。
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第8節注口土器(第34図,図版第158~165,第10表）

1 ．注口土器の分類について

今回解説する注口土器は，図版159-1以外は，すべて丸底である。これらを，形態から分類すると，
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ゆるやかな底部から明瞭な肩部・ 第10表注口土器型式別集計表

胴部をもって頚部につながり，内

傾する頚部から外方向に屈曲する

口縁部をもつもの( I類)と，内傾

しながら口縁部に達するもの(Ⅱ

類)とに2大別できる。さらに注

口土器の胴部形態により3類に分

けた。

1－1類：平底のもの。

1－2類：丸底。

2a類：明瞭な肩部から内

傾する頚部をも

， βC C1 C2 不珊｜ 小計｜総馴募嘉~豐逵
10

76．9％

1 1 1 1 - - - - l l

1

1

10．0

Q
ｌ
－
－
１
ｍ

Ｇ

2 6

6

60．0

一
一
一
一

－
１
’
２
郷

ａ
侶
岬

i

’小計 総#’B BC CI C2 不明

2 1 3 ３
鋤
一
一
昭
恥

11 2 3

1

7．7

合31 0ワ
ー

15‘4

8

61．5

2

15．4

ち，全体にそろばん玉状の形態を有する。

2b類：底部にかぶさるようにつながる肩部(胴部上半部)を持ち、文様帯が設けられる。胴部全

体が円盤状の形態を有する。

2c":胴部が丸形(球状)の形態を有する(今回の資料では該当するものはない)。

Ⅱ－1類：平底のもの(今回の資料では該当するものはない)。

Ⅱ－2類：丸底。

2a":明瞭な肩部から内傾する頚部をも･ら，全体にそろばん玉状の形態を有する。

2b類：底部にかぶさるようにつながる肩部(胴部上半部)を持ち，文様帯が設けられる。胴部全

体が円膿状の形態を有する。

2c類：胴部が丸形(球状)の形態を有する。ただし. 2b･ c類は，今回の資料中には含まれな

い｡

2．各類の解説

1 )1-1類(図版159-1 )

1点のみ。平底の形態を有し，胴部下端に1条の沈線がめぐる。沈線直上には縄文が施文される。口

唇部には中央に山の字形突起が1つ，その左右にB字形突起が一対配される。口縁部と胴最大部に文様

帯が展開し，単位文様は菱形からS字状にのびる文様や三叉状の沈線文がみられる。また，頚部には1

条の列点文がめぐる。大洞B式。

2)I-2a"(図版159-2 ･ 3,図版161-1～3,図版163-1～3)

I-2a類は，ほとんどの口縁部・頚部胴最大部注口部には三叉状の沈線文が陰刻され，口縁部

､頚部・胴部にはl～3条の刻み目をもつ沈線文がめぐる。注口部には1条の刻み目をもつ沈線もしく

は沈線をもつ。また，口唇部中央に大型のB字形突起が1つ，その左右に小型のB字形突起が一対配さ

れる。大洞BC式。

’
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第34図注口土器出土分布図

図版163-1は他のものと比べ小型で，口頚部は刻み目をもつ沈線のみ施文される。

図版163-4の口唇部中央には複雑な突起が配され，周囲は小波状縁となる。口頚部には三叉状の沈

線文が平行沈線化したような文様帯が展開する。注口部は突出し，突出部の左右は瘤が1つずつ貼付け

られる。また，注口部の付け根には4つの瘤が上下左右に配される。他のものにくらべ胎土が粗く，焼

成もやや嗽い。色調は淡黄褐色を呈する。大洞C1式。

3)I-2b類(図版165-1)

口縁頚部は不明。肩部(胴部上半)には沈線で文様帯が形成されるが，単位文様は一部S字状文・三

叉状文がみられ，注口部には玉抱き三叉状文がみられる。大洞B式。
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4)Ⅱ－2a類(図版165-2 ･ 3)

図版165-2の羊歯状文系と図版165－3の磨消縄文系の2点のみである。前者ば'｡唇部に左上がりの

羊歯状文が，口頚部上半と下半にそれぞれ右上がりの羊歯状文が展開する。下半の羊歯状文の刻象目は

肩部までかかる。注口部は欠損し不明である。大洞BC式。後者は口唇部中央にA字形突起と周辺にB

字形突起がめぐる。頚部文様帯は，区画文C2を主体に平行線化した刻み目をもつ沈線文，そして充填

文で構成される。注口部は突出し，突出部の左右に瘤が1つずつ貼付けられる。注口部の付け根に4つ

の瘤が上下左右に配される。大洞Cl式。

3．個体の解説

a 1－1類

図版159-1(W8区出土口径12.8高さ12.3)

平底の形態である。頚部は明瞭な胴部から内傾しながら立ち上がり，口縁部ば頚部から屈曲する。

口唇部装飾帯 中央に山の字形の突起が1個，その左右にB字形突起が1対配される。

画縁部文様帯 上端は口唇部の突起と突起間から沈線が，下端も2条の沈線が口縁部をめく･り，文様帯を形成。

文様は明瞭ではないが，三叉状文か施文される。

頚部文様帯 列点文が1条めぐる。

胴部文様帯 同最大部に菱形状と三叉状の沈線文が施文される。胴部およびlll可部~ド半には1条の沈線かめぐ

り，縄文が施文される。 1条の沈線を注口先端部に施す。外面全体に丁寧なミガキが施される。

胎土は精選され，焼成は良好である。色調は暗褐色を呈する。大洞B式｡

b・ ’－2類

図版159-2(W7区出土）

丸底の底部から明瞭な胴部・肩部を経て頚部につながる。全体的に胴部はそろばん玉状の形態であ

る。

口唇部装飾帯 口縁部文様帯は口縁部欠損のため不明である。

頚部文様帯 上下端にそれぞれ1条の刻み目をもつ沈線文がめぐる。沈線文の間は三叉状文を主体に． ノの

字文が充填され，文様帯を形成する。

胴部文様帯 同股大部には三叉状とも羊歯状とも思われる沈線文が施される。胴部には沈線と刻承目をもつ

沈線がそれぞれ1条めく･る。注口部には三叉状文が施文され，注口先端部には1条の沈線がめ

ぐる。外面全体に丁寧なミガキが施され、光沢を帯びる。

胎土は精選され，焼成は良好である。色調は暗褐色を呈する。大洞BC式。

図版159-3(W8区出土）

丸底の底部から明|僚な胴部・肩部を経て頚部につながる。全体的に胴部はそろばん玉状の形態であ

る。
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口唇部装飾帯 口縁部文様帯は口縁部欠損のため不明である。

頸部文様帯 上下端にそれぞれ1条の刻み目をもつ沈線文がめぐる。沈線文の間は三叉状文を主体に， ノの字

文が充填され，文様帯を形成する。

胴部文様帯 同般大部には三叉状とも羊歯状とも思われる沈線文が施される。胴部には1条の沈線がめぐる。

注口部にば連結する三叉状文が施文され，注口先端部には1条の沈線がめぐる。外面全体に丁

寧なミガキが施される。

胎土は精逮され，焼成は良好である。色調は暗褐色を呈する。大洞BC式。

１
１

図版161-1 (W12区出土口径12.8高さ12.6)

丸底の底部から明|僚な胴部・肩部を経て頚部につながり，内傾する頚部から外方に屈曲する口縁部を

もつ。全体的に胴部はそろばん玉状の形態である。

口唇部装飾帯 中央に大型の装飾突起が1個，その左右にB字形突起がl対配される。さらにB字形突起は口

唇部全体に単独で配される。

口縁部文様帯 上端は刻み目をもつ沈線と沈線が，下端は1条の沈線が口縁部をめぐり，文様帯を形成。文様

帯には三叉状文を主体にノの字文が充填される。

頚部文様帯 口緑部と頚部は1条の沈線で区画され，頚部上端に1条の刻み目をもつ沈線が，下端に2条の

刻み|引をもつ沈線がめぐり，文様帯を形成する。文様帯紘口緑部同様三叉状文を主体にノの宇

文が充填される。

胴部文様帯 同最大部には三叉状とも羊歯状とも思われる沈線文が施される。胴部にはそれぞれ1条の刻象

目をもつ沈線と沈線がめぐる。注口部には玉抱き三叉状文が施文され，注口先端部には1条の

沈線がめぐる。外面全体に丁寧なミガキが施され，光沢を帯びる。

胎土は精選され，焼成は良好である。色調は暗赤褐色を呈する。大洞BC式。

I

了

１
１

１
１
１

図版161-2(W18区出土口径13.0高さ1l3)

丸底の底部から明|僚な胴部・肩部を経て頚部につながり，内傾する頚部から外方に屈曲する口縁部を

もつ。全体的に胴部はそろばん玉状の形態である。

口唇部装飾帯 中央に大型の装飾突起が1個，その左右にB字形突起がl対配される。さらにB字形突起は口

唇部全体に単独で配される。

口縁部文様帯 上下端ば刻肇目をもつ沈線と沈線がそれぞれ1条めぐり、文様帯を形成する。文様帯には三叉

状文を主体にノの字文が充填される。

頚部文様帯 口縁部と頚部は1条の沈線で区画され，頚部上端と下端に1条の刻み目をもつ沈線と沈線がめ

ぐり、文様帯を形成する。文様帯は口縁部同様三叉状文を主体にノの字文が充填される。

胴部文様帯 同最大部には三叉状とも羊歯状とも思われる沈線文が施される。胴部には1条の刻み目をもつ

沈線がめぐる。注口部には連結する三叉状文が施文され，注口先端部には1条の沈線がめぐる。

外面全体に丁寧なミガキが施され，やや光沢を帯びる。

I

I

1

1

１
１
１

’
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胎土は精選され，焼成は良好である。色調ば暗褐色を呈する。大洞BC式。

図版161-3(W18区出土復元口径13.5高さ11O)

丸底の底部から明瞭な胴部・肩部を経て頚部につながり，内傾する頚部から外方に屈曲する口縁部を

もつ。全体的に胴部はそろばん玉状の形態である。

口唇部装飾帯 中央に大型の装飾突起が1個，その左右にB字形突起がl対配される。さらにB字形突起は口

唇部全体に単独で左右・後にも配されるとおもわれるが，口縁部欠損のため不明である。

口縁部文様帯 上下端は刻象目をもつ沈線と沈線がそれぞれ1条めぐり．文様帯を形成する。文様帯は本来充

填されるノの字文が連結して縦方向に文様帯を区画。そこに三叉状文が施文される。

頚部文様帯 口縁部と頚部は1条の沈線で区画され、頚部上下端に1条の刻み目をもつ沈線が，さらに下端

には1条の沈線がめぐり，文様帯を形成する。文様帯は口縁部同様の文様が展開する。

胴部文様帯 同最大部には三叉状とも羊歯状とも思われる沈線文が施される。胴部には1条の刻蕊目をもつ

沈線がめぐる。注口部には連結した三叉状文か施文され，注口先端部にば1条の沈線がめぐる。

外面全体に丁寧なミガキが施され，やや光沢を帯びる。

胎土は精選され，焼成は良好である。色調は暗褐色を呈する。大洞BC式。

図版163-2(W30区出土復元口径100高さ8.3)

丸底の底部から明瞭な胴部・肩部を経て頚部につながり，内傾する頚部から外方に屈曲する口縁部を

もつ。全体的に胴部はそろばん玉状の形態である。

口唇部装飾帯 口唇部破損のためB字形突起が1つみられるだけである。単位数は不明。

口縁部文様帯 2条の刻象目をもつ沈線が口縁部をめぐる。

頚部文様帯 頚部中央に1条の刻欺目をもつ沈線がめぐる。

胴部文様帯 同最大部には三叉状とも羊歯状とも思われる沈線文が施される。胴部には注口部直下でかみ合

う三叉状文らしき沈線文が施文される。外面全体に丁寧なミガキが施され，やや光沢を帯びる。

胎土は精選され，焼成は良好である。色調は黒褐色を呈する。大洞Cl式。

図版163-3(撹乱坑出土）

丸底の底部から明瞭な胴部肩部を経て頚部につながる。全体的に胴部はそろばん玉状の形態であ

る。

口唇部装飾帯 口縁部文様帯は口縁部欠損のため不明である。

頚部文様帯 上下端にそれぞれ1条の刻み目をもつ沈線文がめぐり，さらに下端にば1条の沈線がめく"り，

文様帯を形成する。文様帯は本来充填されるノの字文が連結して縦方向に文様帯を区切り，そ

こに三叉状文が施文される。

胴部文様帯 同最大部には三叉状とも羊歯状とも思われる沈線文が施される。胴部には1条の刻み目をもつ

沈線がめぐる。注口部には連結した三叉状文が施文され，注口先端部には1条の沈線がめぐる。

－－－
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外面全体に丁寧なミガキが施され，光沢を帯びる。

胎土は精選され，焼成は良好である。色調は暗褐色を呈する。大洞BC式。 ’

図版163-4(W16区出土高さ101)

丸底の底部から明瞭な胴部・肩部を経て頚部につながり，内傾する頚部から外方に屈曲する口縁部を

もつ。全体的に胴部はそろばん玉状の形態である。

口唇部装飾帯 一部欠損する。口唇部には刻難目が施され，中央に大型の装飾突起が配される。突起の単位数

城不明である。

口縁部文様帯 上端に2条の沈線が，下端に1条の刻蝋目をもつ沈線が口縁部をめぐる。文様帯には三叉状文

が施文されるが，単位は不明。

頚部文様帯 口縁部と頚部は1条の沈線で区画され，頚部上端に1条の沈線が，下端に2条の刻み目をもつ

沈線がめぐり，文様帯を形成する。文様帯は三叉状文連結し，平行線化したと思われる沈線文

がゑられる。沈線が施された文様は膳消されていないものの，文様の形は配置文Bと捉えるこ

ともできる。文様帯は5単位頚部をめぐる。

胴部文様帯 同最大部は全体的に突起が作り出され、突起間には三叉状の沈線文が施文される。胴部には1

条の刻染目をもつ沈線と沈線がめぐる。注口部妹突出し，その突出部の左右に瘤が1つずつ貼

り付けられ、注口部の付け根にも瘤が上下左右に貼り付けられる。外面全体的に． ヨコ方向の

ミガキが翠られるが，光沢は帯びない。

胎士はやや砂粒を含み，焼成はやや軟質である。色調は淡黄褐色を呈する。大洞C1式。

図版165-1(W9区出土）

丸底の底部から明瞭な胴部・肩部を経て頚部につながり，内傾する頚部をもつ。全体的に胴部は円盤

状の形態である。

口唇部装飾帯 口縁部文様帯は欠損しているため不明である。

頚部文様帯 下端に2条の沈線が施されるが，その他は不明である。

胴部文様帯 胴部は全体的に沈線で文様が施される。文様は不明であるが，菱形からS字状に沈線がのびる

単位文様や三叉状文が承られる。注1.部には玉抱き三叉状文が施される。外面全体的は丁寧に

研磨され，やや光沢を帯びる。

胎土は精選され，焼成は良好である。色調は暗褐色を呈する。大洞B式。
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図版165-2(W8区出土口径7.0高さ7.7)

丸底の底部から明|臓な胴部・肩部を経て頚部につながり，内傾しながら口縁部に達する形態である。

全体的に胴部はそろばん玉状を呈する。

口唇部装飾帯 左上がりの羊歯状文が施されろ。
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口頚部文様帯 胴部中央を1条の沈線で区画し，胴部上半には7単位の末端のか黙合わない右上がりの羊歯状

文か施文される。胴部下半から胴最大部にかけても末端のか欺合う右上がりの羊歯状文が10単

位ほど胴部をめぐる。

胴部文様帯 羊歯状文の直下にぱ2条の沈線がめぐる。注口部は欠損しているため不明である。外面全体に

丁寧なミガキが施される。

胎士は精選され，焼成は良好である。色調は淡灰褐色を呈する。大洞BC式。

図版165-3(W24区出土口径8.2)

丸底の底部から明瞭な胴部・肩部を経て頚部につながり，内傾しながら口縁部に達する形態である。

全体的に胴部はそろばん玉状を呈する。

口唇部装飾帯 中央にA字形突起が，その他はB字形突起が配される。

口頸部文様帯 縄文LRの地文上に磨消繩文の手法が用いられる。上下端を2条の沈線で区画する。文様帯に

は区画文C2を主体に，刻象目をもつ沈線文と変形した四角文を充填し，連続文様が展開。

胴部文様帯 胴最大部には三叉状文とも羊歯状文とも思われる沈線文が施される。胴部には1条の沈線がめ

く･る。注口部は突出し，その突出部の左右に瘤が1つずつ貼り付けられ、注口部付根にも瘤か

上下左右に貼り付けられる。

胎土は精選され，焼成ば良好である。色調は暗褐色を呈する。大洞Cl式。
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第5章出土遺物。 2石器

第1節出土状態と石器組成

第11表にあげたように，本遺跡からは約300点の縄文時代の石器が出土した。ほとんどが縄文時代晩

期に属するものと思われる。これらの石器の出土分布を見ると，第35図に示すように，若干の粗密が認

められる。

一つはW456･ 67．5859周辺二つ目はW7～10 18～20を中心とする一帯，三つ目はW3435

周辺である。各器種の分布を見てもこの傾向にほぼ整合しており，器種による分布の偏りば見られな
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第35図グリッド別石器総点数分布図

第1･I表石器組成表

『
鯉
Ｆ
９

１

浄借

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

1 2 3

66

67

苛
肖
岬
・
Ｉ
‘
卜
０
Ｐ
Ｉ
Ｄ
Ⅱ
’
四
１
１
１
副
１
り
剛
‐
１
Ｊ
１
Ｊ
端
１
□

識

‘
”
ロ
ー
印
、
師
・
訓
・
心
、
油
淵
ｆ
’
溌
坐

Ｐ
■
甲
。
“
令
輯
ｔ
ｆ
２
卜
込

証
坊
哉
１
１
利
‐
，
脳
戸
１
．
ｊ
ｌ

◆
巳
０
■
■
。
■
①
■
込
む
ロ

瞭
荊
州
心

Ｍ
口
■
６
‘
・
い
〃
Ｌ
０
亨
ｑ

涙
’
０
、
“
“
・
‐
・
ｒ
４

Ｐ

Ｄ

Ｄ

母

寺

ロ

・

‐

‘

即

■
】
・
ロ囲
呼
乳
離
砥
鱒
雌
踏

口

矼

鋤 61 26蕊織蕊蕊 27蕊溌燕鱸

62

■
31 32 33

・
船
型

郡ｑ千ｂｆｊ卓９４。

０
■
ｊ

辰
‐
ゞ
↑
，
叩
‐
：
，
”
峠
皇

面
Ｆ
日
」
早

了

ｐ
合
い
４

Ｊ
■
■
■

雨
雰
‐
１
門
魁

ｊ雛
６
■
且

邑

日

止三

■
■
＆

○
冬
ロ
昂
ｒ
』

■
ロ
■
㎡

邪
声
・
ロ
。
‐
。
↑
。
？

牛
凸
、
ｐ

Ｆ
ｒ
Ｊ
〆
Ｉ
配
Ｆ
準
一

剖
硯
岬
↑
《
，
，

■
０
日
０
十
Ｊ
Ⅱ
『
｜

囲
駕
〃
階

5識溌蕊蕊 6

57

嗣;§‘:'露，轍I‘IT I

△‘ ・で Ⅱ -用‘ 4
．，閏､.『 ,gf00 ･ 8．J
。 rIp 14

』g

凸J 、
F

.“ ‘M‘ ¥:､鋸
, ‘『 咋乃・ ・b ロ ・

’4 ’’’-,..唾』乳白

161 ，‘‘ ＊･，

~;1蝿I､i
‘ ．． 【職
‘『･ﾘ:,, ,､』 , ,$崎

21

17驚識

四F緬率.:再
』■ ●

LP･’ ・△いp
Lq l 4 qO U p
鳶, fq. f

↑,臓鮮,:‘‘

11 12

7

13

Ⅷ

Ｆ

Ｐ

蹄
‐
蝉
蝦
、
講
蝿
一

鰯
ず
４
肘
ｊ
》

払
配
ｒ
Ｉ
Ｏ
則
咀
Ｊ
ｌ
ｑ
●
■
’
’

別
弧
鵡
，
渥

・

Ｆ

ｑ

？

“

碗

叶

》

断

’

１

ｔ

９

６

、

、

牡

一
睡
一
蓉
王
雇
咄
・
ｌ
ｌ
ｋ
Ｉ
、
い
‐
」

hO

騨蚕淵閥
田:猟『

1
再 守

蝋
’ ん"：

【鍔 j』.‘． ャ,
I L l

l環. ドル”
．？ －↓y』9

’

■
列
Ⅵ
ぶ
り
皇
Ⅵ
１
１
割
Ⅱ
○
副
１
Ｗ
Ｍ
４
ｌ
川
ｊ
卸
晶

’
…
‐
丸
１
鯉

０
１
４

，
０
⑪
妬
呵
Ⅲ
Ｊ
錨

Ｊ

、
Ｉ
‐
‐
評
哩

巳
令

。
§
込
町
ト
Ｆ
０
９
厘

画
（
鯏
叔
》

『
ｎ
Ｊ
卓
０
上
叩
■
』
Ⅱ
ｒ
ｐ
４
Ｉ
角
乱Ｌ

１

８
口
■

ｒ
■
占

丑

し
あ
０
二

亨
．
ｆ
，
ゆ
、
Ｌ蝋

ｒ
晶庁
恥

・
“
口
烈
“
恥

19

29 30

■

器秘

点数

％

器祁

激

％

打製石斧

1

0.3

磨製石斧

7

2.2

石 Ⅲ

8

2.5

石製石盤

46

14‘5

時 石

12

3‘8

箆状石器

3

0.9

敲 石

45

14，2

石 匙

22

6.9

雨だれ石

1

0.3

削 器

31

9.7

石 鍬

101

318

石 錐

20

6.3

石槍

5

1.6

その他

15

砿石錘

1

0.3

合 計

318



ｅ
ｌ
０
ｌ
ｒ
ｌ

114 第3節石 皿

石器の組成をみると(第1 l表),石繊がもっとも多く，全体の31.8%を占める。一方，石肌や敲石・磨

石は全体の2.5％・ 14.2％3.8％に止まる。石Ⅲ.は破片がほとんどであるが一点は，丹が全体に付着し

ている。また，磨製石斧は大型のものが1点と少なく，石錘も1点だけである。

とくに， この中で，石製円雌が46点14.5%を占めるのが目立つ。

この他，雨だれ石や独鈷石，石剣がわずかではあるが出土している。

’

１
１
１

第2節打製石斧(第36図,図版第166)

W24区より､ 1点だけ出土した。長さ192cm,幅11 .5cnl,厚さ3. 1ci''と大型の打製石斧である。平面

溌形。柄の幅が約4cnlに対し刃部の幅が約llcinもある。

成形は雑で，裏面の一部に自然面を残す。砂質頁岩製。

’

、

0
1 p ‐

打製石斧実測図

10cm
I

第36図

第3節石 IHl.(第37･38図，図版第166,第12表）

石皿は第12表に示したとおり， 8点出二|ﾆしている。調査区内の中央部にはなく，縁辺に分布する傾向

がみられる(第37図)。この内の4点を図示した(第38図)が， 3がほぼ完形であったのみで破片が多い。

本遺跡の石皿は大型で厚象のあるもの( 1 2)と，小型で薄いもの(3 . 4)に分けられる。前者は平

面形がおそらく方形を呈し，後者は楕円形となる。石材は1 , 3, 4が安山岩, 2が砂岩である。断面

形態を見ても、 1は縁を残しやや深いものとなっているが，他のものは浅い。

なお， 3には多くの赤色顔料が付着しており，顔料を橘り潰すのに利用されたものと考えられる(カ

ラー図版下)。

月
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第12表石l11一覧表

●石Ⅲl

△暦石

口縦石

◆雨だれ石

第37図石皿．磨石敲石．雨だれ石出土分布図

第4節磨 石(第37 39図，図版第168，第13表）

礫の表面中央部に敲打による凹象がなく，磨耗痕及び周辺部の敲打痕が見られるものを磨石としてあ

つかった。発掘地域の東半域より12点出土しており(第37図), とくに集中して出土した地区ばない。こ

れら磨石も磨耗痕と周辺部敲打痕の組合せにより，次のように分類を試みた。

I類礫の表面に磨耗痕がみられるもの。 （第39図l～5）

]I類磨耗痕以外に，周辺部において敲打痕がみられるもの。 （第39図8)

Ⅲ類磨耗痕はみられず，周辺部で部分的に敲打痕がみられるもの。 （第39図9 10図）

Ⅳ類磨製石斧の転用品，長刺Iの上・下端部に激しい磨耗痕が衆られるもの。 （第60図）

I類は3点あり，完形品は1点のみである。 2分の1以上欠損した分類の困難なものも当類に含めて

いる。ただし，残存状況から礫の形状はすべて楕円形を呈するものと推定される。

｜

|， 一
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1 16 第&1節膳 石
1

2

10cm
I

0
1－

I

』
I

4
3

第38図石Ⅲl実測図

点。周辺部全周に激しい敲打痕と磨耗痕が混在する。

点ある。

点のみみられる。磨製石斧の!|顔用品である。

Ⅱ類は4

Ⅲ類は2

Ⅳ類は1

出土点数10点という状況で，何らかの傾向を見いだすことは困難であるが使用目的に応じた礫の規

格性は認められないであろう。礫の表面中央部の凹みの痕跡の有無で敲石と区別はしたが，敲石同様，

任意の川原石を使用していることを見ても，使用者が敲石と磨石を使い分けていたような状況は見いだ

せない。
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第13表磨石一覧表
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ー
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に．０
１

10cm
I 9 0

第39図膳石実測図

（平面図に付された実線は，敲打猟の範囲を示している｡）

’
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第5節敲 石(第37 40～43図，図版第167. 168，第141表）

円形または楕円形を呈する礫の上・下面の中央部に，敲打痕のある凹みが認められるものを敲石とし

てあつかった。発掘地域のほぼ全域から合計45点出土している。 （第14表)なかでも7区から19区， 56区

から63区におも､て比較的集中して出土している。これらの敲石には表面中央部に残存する敲打痕のほか

に、周辺部にも敲打痕が認められるものもある。また，磨耗痕との組合せなどもみとめられるので、次

のように分類を試みた。

I類表面の中央部にのみ凹盈が残存するもの。 （第40図l～ll)

Ⅱ類凹みの周辺部に磨耗痕がみられるもの。 （第40El12･ 13,第41図l～3)

Ⅲ類上・下の凹欺だけでなく，周辺部にも敲打痕がみられるもの。 （第41図4～16,第42図l～6)

Ⅳ類 I類からⅢ類の要素をすべてもつもの。 （第42図7～16)

I類は11点ある。礫の形状は，円礫を用いたものは1点の承で，楕円形または長楕円形のものがほと

んどであり、規格性はない。凹みの深さは約2～41IMIIを測る。凹桑の範囲は，円形・楕円形を呈するも

のが，長楕円形のものと比して広し傾向にある。

Ⅱ類は5点ある。礫の形状は，円礫を用いたものは磨耗痕跡の範囲に赤色顔料の付着する1点(第41

図3)の桑であり，他は情円形を呈する。凹象の深さは約2～51111'lを測る。

Ⅲ類は19点。礫の形状は長楕円形のものが主体を占める。上・下面中央部に象られる凹みの深さは，

約2～5n皿を測る。周辺部の敲打痕も，そのほとんどが部分的で，全周におよんで敲打痕がみられるも

のは1点(第41図6)のみである。周辺部の敲打痕の凹みは, (第42図4)を除いて比較的浅い傾向にある。

Ⅳ類は10点ある。礫の形状ば，円形を呈するものが多い。凹みの深さは約2～5n1mを測る。

以上4類の分類を試みた。使用目的から生じる各類の形状の明確な規格性は見いだせないが，全体の

傾向としては，円礫よりも，楕円または長楕円を使用する傾向が見受けられる。そして， これは使われ

方の違いを表わしているようにも見える。

用いられている礫と形状と分類をあわせて考えてみると，楕円ないし長楕円形のものではIからⅢ類

への使用過程を示してb,る。一方，Ⅳ類に集中する円礫のものは, IからⅢ類の使用痕を残すような作

業を一定の期間の中で行なっていると考えられる。

また，重量分布を見ると(第43図), 3009前後, 600g前後にまとまりがあるとともに, 10009以上の

ものも数点であるが存在する。これらは明らかに使われ方の違いを表わしていると思われる。

I

Ｉ

第6節雨だれ石(第37 44図,図版第166)

1点のみ18区から出土(第44図)。石材は花崗岩であるが，風化が激しい。両面に敲打痕をもつ。

I

_l」
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第14表敬石一覧表
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砂 岩形 3.6 410一
元 14．0 6△5H134 1240

安山岩完 形 5.9 I.(） 265】().］Ⅲ248 35 3

球顕流紋岩 ５
｜
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－
８
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６
｜
岬
一
咽

一
元 形 1.0 2507.6 6.0Ⅲ257 {6 ｝
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球顕流紋岩
一
元 形 7.9 50 5508.6Ⅳ58 1268
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L且』
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“』
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－

40－2

一
元 11.4 7.9 L73 1V288 60

凝灰岩形 2．5 170完 8.3 6.51289 61 3

砂 岩 205 ３一
元 形 2.59.2 6.8I61 １29(）

安山岩 7舎
元 形 6．1 112013.2 8.8I61 ）291

安山岩1, '3欠拙 (2]O） 1(）
－

11－8

(10.3） |､6 2.6I63 3294

凝灰岩 (8.4）l′2欠柵 (6.2） 3.3 (200）Ⅲ297 63 3

安山岩I I 2 3欠損 (6.2） 3.9 (290） 4()－57.13()(） I 64 3
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第40図敲石実測図・ ］

破線は実線が敵打痕，破線が破線が膳痕の範囲を示している。以下， ｜司じ｡）(平伽図側i面図に付された実線
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口
鰯

縦石

磨石

|鐸個数
i j

Z

l I 霧n口 「、｜ ｜鰯｜ ｜ ｜ ‐’’｜ ’
J1601:02602503603504604605605$066065076075086085096095010001030110011501200125013001350140014501501

重さ(9)

第43図磨石・敲石重量分布図

~＜アー

’

第44図雨だれ石実測図

第7節石 雛(第45~49図，図版第169･ 170,第15表）
１
１ 101点出土している。有茎石鍼がほとんどで，無茎石鎌は8点にとどまる。調査区全体から出土して

いるが， 10． 19区周辺がもっとも多く， 56．59区， 34 ．35区あたりにもまとまる。また， 22 23， 26．

27区周辺も比較的多く出土している(第45図)。

ここではほぼ完形に近い83点の象あつかう。石材はほとんどが頁岩で､ !:|:!に数点玉髄メノウなどが

混じる程度である。

無茎鑛(I類)と有茎雛(Ⅱ類)に大別でき，有茎錬はさらに茎部と身部の境界が不明瞭なもの(a類)と

境界が明瞭なもの(|〕類)に分けられる。またb類は，最大幅と身部の長さの比を分類基準とし, 1～3

まで細分を設定した。

L1_
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第45図石鍼・石槍様石器箆状石器出土分布図

1 . 1"(第46図1～4)

4点ある。 lは非常に丁寧に作られた石嫉で，きれいな二等辺三角形を呈す。 2は下辺に大きな剥離

面を残していることから, lタイプの石鍍の未成品とも考えられる。 3 ･ 4は少々いびつであるが，基

部にごく浅い挟りをもつ。

2． Ⅱ類(第46図5～28．第47．48図）

1 )na類(第46図5～25)

21点あり，全て両面加工である。幅広で細かい剥離をもつものや．細身で比較的厚みのあるものなど

がある。21～25は加工が荒く，かなり厚みもあるなど他と違う特徴をもつ。石鎌の未成品又は全く別の

器種と分類するべきなのかもしれないが，一応ここではll a類に入れる。

2)nbl類(第46図26～28.第47図29～45)

最大1幅と身部が1 : 2以上のものである。20点ある。丁寧な剥離が施され, 37を除く全てが両面加工

である。中には26．27のように剥離の順序をはっきりとおうことができる資料もある。46は未成品とも

考えられる。

3)nb2類(第47図46～55.第48図56～72)

最大1幅と身部がl : 1～2のもの。29点ある。全て両面加工だが, 71 ･72は周辺部の象の加工であ

る。

4)ub3類(第48図73～80)

最大幅と身部が1 : 1以下のもの。 6点ある。比較的小型の一群である。また大きさの割りには厚翠

がある。全て両面加工である。

以上，本遺跡出土の83点の石錐を5つの型に分類したが， ここでは付着物と茎部の折れにつし･て考え
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i28 第7節石 鐡

第15表石鍼一覧表（表採＊＝撹乱坑：以下同じ）

厚さ
(cm)

虹さ

(9)
材 質｜篭mf

’11m

(cm)
逝物番号● ｜地区 届位 分類 逝存状態 挿図番号

光端部欠傾 頁 岩 (1.5）WC l (2.6）
－

(3.5）

1.4 0.65
｡ ワ

］

一部欠損
船圏

造 (1.7）頁Ⅱbl 1.4 0.5 17－35

18－64

ワ

ー
ツ
ー

一部欠損 英石 (2,2）{Ib2 (3.7） |､5 0.5513
一
同⑪

’約｣． 2欠掘
LEl

石貝 (2.6） (2.2）0.4517 ワ
ー 2.16

j毒
形元

1上』

石不ﾘI IIb2 1.45 0．522
［

Ｉ 3．2 1.3 6(）貝

ub2 1完 形 頁
四
個

二
Ｊ
９ 3．2 1．5 0.5 1.7 “

｜
幟
－
９
５
｜
劃
一
型

23 〕

Ha l 一部欠損 頁
峰』

石 (3.2） (2.4）
一

2．6

8 1 1.5
-

1.45

0.6お
一
猫
一
灯

一
元 形 岩Ⅱ21 )舎7 ().6|(） 1 貝

含
ロ
〃
フ 岩形 頁Ha 3．3 1.1 0.7 4.1'0 I

一部欠損 頁 岩I (52) l 1.6 (6.3）3 Ⅲa 1.1舎18 10

山
石形10 3 Ⅲ3 1.3 1.3 0.8 3.349 貝元

一部欠撹
1＆8

石貝54.

57

Ⅱh2 (3.2） 1.5 “
｜
頤

(2.0）(2.0）

一
崎
－
７
－
廻
幻
蹄
一
調
“

７６－８４l(） LJ

岩 (1.5）不明 一部欠掘、b］ (2.5）10 貝 1.7

一部欠損 頁 岩不明 (3.2） (0.6）

(0.6）

(1.9)

2．2

(15）

(1.0)

(0.6）

(1.9）

個一認

(1.0）

Ⅱ3 0．558 1.310

Lu

石一部欠損 頁 (3.6）
一

(4.5）

0.4Ⅱa 1.259 |(） I

一部欠損 頁
IL9

筋
《

、 lIbl |､4 0.4|､060

61 岩
宰

形うじ 頁lIb2 0．55'0 1 4 ;､9 1.6

表採 一部欠損 頁
四
石 (2‘6）IIb2 1-5 0.467

表採＊’ 一・部欠損 頁
畔
石Ⅱb2 (2.2） |,5 0.468

一部欠損 岩
一
岩

表採 頁
一
頁

(1.1） 57(2.5） 1．3 0.4177 Ⅱb2

一部欠損 (3.0） (2‘1）1.5 0.781
一

Ｊ

ワ

】

形
1坐1

石 65

17－34

llb2 4△1 1．4 0.6 3.090 11 〕 貝元

一部欠損 岩 (().7）Ibl (3．5） ().495 12 リ 貝 L2

一部欠掴
I上8

石 (1.3)閏 (2.5） 0.5 18－75[Ib3 |､5M
り

〕109

一
元 形 頁

l』』

石 M 0．75 3J “
｜
帰
一
弱
一
吋
一
四

113 3．5111 1 14 3

めのう賀 (1.5）一部欠損 0.5lざ1 1 3 1 nb2 (3.0） 1.6112

岩
山
遁

頁賀珪
頁

I会・

形ｿ己 “
｜
唖

1.73‘2 1.3123 llb216
一

17

１
１ 一部欠損 (20）Ⅱa (‘l‘6） 1.1130

頁 岩一部欠損 (1.2）(3.1） 0.45Ua 0．9137 18 3

一部欠損 頁
I4U

石 (1.8)(3.1） 0.45 48－63IIb2 1.6138 18 〕

再鯵、
ILJ

石形 0.9 3.11.5 1．22142 19 元

先端部欠損
四
石 (0.6）閥 (2.()） ()‘41.3143 19

？

》

岩 (22）一部欠損 (3.3） 1．5 05l“ 1 19
ワ

】 貝

の
掘靭

●
Ｆ
■
Ｊ

蝿
淵

先
一 (11)玉 髄 (2.1） 1.7 0.4145 19

ソ
一

｜
’

『4カ

石定 形 47－40
－

39

1．0 0.6 0.8IIb］ I．』1147 19
ｎ

、 貝

ドユ』
ザー

ドゴ 0.5 | ‘］琴

71二 形 4.2 1.2llbl IKl154 19 ⑪

一部欠損
8，41

石 脚頁 (1.3） 0-5 2.53.3
旬

、 Ilb1155 19

一
元

LL1

石 0.8 29形 3.25 L519 3 貝156

珪慨頁岩 1．．7 16－11L3 0.5)|ジ i､2Ⅱa157

158

19 3 元

一部欠損
B4I

巷 (2.3） 17－321．5 ()5(3.8）Hbl19 貝』

半
‘K二1

に琴
形うじ 頁 0．8 4.5 18－80Hb3 l‘1 2.(）160 1 20 q」

岩 47－30
－

45

3 1 nbl l一部欠損 頁 知
一
ｍ

1.3 1.3 0-820161

一部欠損
111

石頁 (2.2） 1.1 0.4Hbl噸
一
城
一
噸
－
輝

20 ）

(1.0）先端部欠欄
”.n

石 (2.‘1） (M頁 1．32］

頁岩の一種 (1.7） 48－72

45－33

一部欠損 (3.1) 051．9Ⅱb221 3

(24）
鵬四

石 06一部欠損 頁 (4.0） 1.53 1 、1ｺ1ワワ
ーー
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重さ

(9)

IIW

(cm)

厚き

（c、）Wmf 挿図帯号分獅｜遺存状態｜材 質脳位遺物番号 地 |X
| "墜 ’＝’

(4.0）珪齪頁岩 (3,2） 0．8先端部欠損 2.022WCl74 】

18－79ドユ8

石 0．8 4.(）形 1.9一
元 3全6111〕3 貝322175

176

177

(1.9） 701型

石 (3.0） 1.15 0.45一・部欠損 頁llb2322

’
(3.4） (38） 71岩一部欠損 |､9 0‘6IIb2 貝3‘》‘）

宮哩

47－551二
・t． 3.3頁 1．8 0.8形 1.1＝

うじIIb2323182
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一
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一
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8罫
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1雲
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(1.1）岩 (刑一部欠損 頁 (2.6） 1.2324192

侭
一
娚
一
認
一
健
一
蜘
一
侭
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長さ

(cm) ｊ

で
Ⅱ
Ｙ

Ｉ
Ｉ

Ⅱ
１
ｃ

垂さ

(9)

l単さ

(cm)
泄物稀号

WC 66

地区｜届位 世存状態｜材 質分獅 抑図称号
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両
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両
石
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一部欠損頁

完 形頁
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－

260
一
読

たい。

有茎石雛79点のうち，茎部を欠損しているのは45点で全

体の67％占める。ここで扱っていない欠損品は14点ある

が，全て身部の欠損であり，茎部の欠損は本遺跡の石鎌の

大きな特徴である。また付着物のある石鐡は31点全体の40

％である。付着部分は茎部付近を中心としており，付着物

は石錬と矢との接着材であるとみてまちがいない。付着物

のある石雛のうち茎部が欠損しているのは22点， 70％もあ

り，付着物と茎部の折れとの密接な関係がうかがえる。つ

まり茎部の欠損は矢に装着され．使用された結果のものと

考えられる。
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第49図石錐の長さと巾の相礫l図

第8節石槍様石器(第45 50図，区|版第170,第16表）

5点出土しており，全て頁岩製。 lのみが完成品であとは未成品となってし､る。 lは両面とも細かい

加工が施されており，下部には柄への着装のためであろうか，両側縁から浅い挟れが入っている。

第16表石槍様石器・箆状石器一覧表

遮榊燕|獄 質|聯｜ ‘蝋) ｜嚇 重さ(9)逝物播号｜地区｜届位I 器伽 抑図裕号

石愉様芯器

石楠様石器

石柚猟禰器
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箆状石器

箆状石器
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形
一
形
一
形
形
一
形
形
一
形
一
形

頁 岩
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第50図石槍様石器・箆状石器実測図

’

第9節礫 石 錘(第51 ･52図,図版第174,第17表）

W28区より, 1点のみ出土した(第51図)。長さ46ciil,厚さ1.9cIno上端に切り目状の挟りがあるが，
q

下端は不明瞭である(第52図1)。

第10節磨製石斧(第51 ･ 52図,図版第174,第17表）

3は，刃部'lW21c'1',長さ3.4cm,

長さ3.4cm,厚さ0.6cm｡ 5は刃部

6点出土した(第51図)。第52図3～5は小型の定角式の磨製石斧。

厚さ0.9clllを測り，刃部に細かい刃こぼれがある。 4は刃部11m1.6cm,
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第17表礫石錘・磨製石斧一覧表

重さ

(9)

|隅

(cm)

厚さ
（c、）

長さ

（c、）
挿図稚号地区層位｜分類｜逝存状態 付． 質遺物稚号

" 111 岩3 1礫石鈍
一
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画』■●

形
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紐
一
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】

1.6100 13
ソ

〕 7匡

岩乳樺式？ 破 片 頁 1．6 26 L45 27.1136 18

約1 ′3残 砂 岩 (93.7）(5.7） (4.3） (2.7）17s 22 3

LS | (2S5) | 6定角式 頭部ノキ 緑色凝灰岩’ （3.8） ).23293 63

1211 脇
③

14 15

1 2 3 ４
●

5 6 ７
●

98 旧
●

66 56 57 16 2017 18 19

●暦製石斧
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〃
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23 24釘 58 59 21 25

2860 61 26 27 29 30 64

口

34 35 653262 飴
●

31 33

第51図礫石錘・磨製石斧出土分布図
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第52図礫石錘磨製石斧実測図
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幅1.9cm,長さ3.8cnl,厚さ05cmを測る。

6は定角式磨製石斧の頭部の破片である。

7は，刃部幅4.7c,,,の大型の定角式磨製石斧の破片である。

この他，乳棒式磨製石斧の胴部の破片と思われるものが一点出土している(同2)。両端は一部敲打さ

れており，転用されていたのかもしれない。

第11節石製円盤(第53~56図,図版第171 ･ 172,第18表）

偏平な礫の周辺に角度の大きい剥離を加え，平面円形に調整し円盤状を呈する石器を，石製円盤とし

た。ほとんどが周辺に敲打痕や磨痕などの使用痕を残す。また，偏平な上下面にも敲打痕や磨痕が残る

ものもある。

今回の調査でば， 46点の円盤状石器が出土した(第18表)。これらの分布を拳ると(第53図),ほぼ全域

から出土しており，その粗密は石器の全体の出土分布とほぼ整合するが， 4区周辺にややまとまるとこ

ろに違いが見られる。

この円盤状石器を，大きさと周辺の剥離の角度，および使用痕の違いから以下のよう分類した。

l 分 類

l)大きさによる分類

直径6cmまでを小型(A),直径6～8c''lを中型(B),直径8cnl以上を大型(C)とした。

2)周辺の剥離による分類

周辺の剥離は，大きく2つに分けられる。一つは，角度の強いもので，上下面に対して直角に近いも

のも多い(I類)。もう一つは，上下面から角度の緩い剥離を行うもので， したがって稜線が明瞭である

(Ⅱ類)。両者を断面から見ると，前者が長方形を呈するのに対して，後者はレンズ状になる。また、 こ
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第53図石製円醗出土分布図
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第18表石製円雛一覧表
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避存状態｜石 イ1 挿図稀号噸位 分類

浩 形 安山増WC 5 ヘIC 5.3 1.7 2.0 87.5 54－1
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の他に，周辺の敲打によって，断而が楕円形になるもの(Ⅲ類)や自然面を残すもの， また， これらを組

合わせたものがある。

3)使用痕による分類

剥離によって盤えられた石器の周囲は、その後使用によるものと思われる痕跡が残る。この使用痕の

違いからa～eに分類した。

a ：剥離面全体に敲打がおよび，面状になるもの。

b :部分的に面状になるもの。

C ;平坦面に敲打痕が残るもの。

d剥離の稜線上に使用痕が残るもの。

e ：わずかに使用痕が残るもの。

なお, aはⅢ類の断面形の分類の，断面楕円形のものと関連する。

以上をもとに分類を行った。個なの分類の表記は，断面形状に周囲の使用痕の分類を付記するが，多

くが2種類以上の使用痕を残すため, Iacのように，使用痕のなかでもっとも主たるものを記し， さ

らに目立つ使用痕があればその分類名を付記した。また，周囲に自然面が残るものは． zを加える。

2．分 析

小型品は， 32点ある。このうち, 1類が16点, 11類が10点， Ⅲ類が6点である。

l )A:小型品

a. I類(第54図I～16)

ほぼ偏平な礫の周囲を，ほぼ直角の剥離を加えて直径5～6c,,lの円盤状にする。このうち，周辺の一

部に自然面を残すものが8点ある(第54図5～12)。いずれも，使用痕はc･ b類が多く，同3や4. 13,

6， また， 14～16に見られる使用痕d･ eは，使用の頻度が低い結果によるものと思われる。

このうち7と9は，使用痕aがめだっており， Ⅲ類にちかいものである。

b Ⅱ類(第54図17～20,第55図1～6)

I類と同様に，ほぼ偏平な礫を用いるが，周辺の剥離はI類に比べ浅く，断而がレンズ状を呈するも

のが多い。この稜線上に使用痕が残る。使用痕は結果的に。類が多いが，一方でa類も目立っており．

45のように片面a類，反対面d類によって，断面長三角形状になるものもある。

c Ⅲ類(第55図7～12)

周辺から加えられた剥離が，後の敲打によって稜線がほとんどなくなり，側面は丸い。とくに第55図

12は，片面が面状に擦り減っている。

2)B:中型品

中型品は， 9点ある。 I類が3点。Ⅱ類が4点, m類が2点ある。

a . I類(第55図13～15)

全体に薄い石材を周辺から荒く敵打する。一部に自然面を残す。

b. Ⅱ類(第55図16,第56|図l～3)

I類にくらべかなり厚い石材を用いている。表裏面に擦痕や敲打痕を残すものが3点ある(第55図16、

１
１
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第56図石製円溌実測図・ 3

第56図1 2)。

c Ⅲ類(第56図4 ． 5）

3点ある。 4は周囲がかなり敲打され 丸く擦り減っているのに対して， 5は稜線が面状を呈してい

ヲ

旬◎
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3)C:大型品(第56図6～1O)

大型品は， 5点である。Ⅲ類が1点(第56図6)の他妹， Ⅱ類である。自然面を残すものが多く， とく

に10は，他に比べかなり形態も異なる。

3． ま と め

以上の分析をふまえると，今回出土した石製円盤はその出土点数の多さという特徴もあわせて，何ら

かの特殊な機能をもった石器と見ることができる。とくに大きさに規格性が見られることと使用痕の類

型化が可能なことは， この遺跡を形成した人盈の何らかの製作活動と密接に関係した道具の存在の可能

性を指摘できる。今のところ，出土した様をな遺物の中に明らかな関係のあるものは見つけられない

が，岩版・岩偶の豊かさを考えると， こうした遺物の製作に関わる道具の可能性も無視できなし､と考え

’

Qc

第12節箆状石製品(石箆)(第45 ･ 50図,図版第170.第16表）

3点出土している。 7の象がめのう質で，残り2点は頁岩製。厚手の剥片を用い，両面に加工が施さ

れ，刃部が形成されている。 7は，両縁からの加工によって，上部につまみ状のものを作り出してし、

る。

第13節石 匙(第57~60図，図版第173,第19表）

全部で24点出土しているが， ここでは内22点の悪扱う。 7～10区に大半が集中する。また横形の石匙

は調査区の東側にまとまる。

石材は全て頁岩である。持ち手と刃部との位置関係から3類に大別し，以下各類について述べる。

1211 13 14 15

ト

Ｉ

5 7
●●●●

9 10
●●●

1 2 3 4 6 8
●●●

即
△

16 18 旧
●

66 邪
●

57 17

匙
匙
石
石
縦
横
⑧
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22 23 創
△

妬
△

59 2167 卵
●

１
１

28 羽
●

30 642661 2760

35 653431 32 33

｜
’
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第57図石匙出土分布図
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第19表石匙一覧表

幅
(cm)

厚き
(cm)

重さ

(9)

長さ

(cm)
挿図番号逝物番号 届位 分類 遺存状態 材 簡地区

壱
フ画 形 頁 岩 》

’
７
｜
》
｜
銅
一
郷
鴫
一
識
一
恥
一
郵
一
軸
一
ｍ

WC2(’ 3 1 A 7．2 2.｝ 0.6 12.37

一
元 頁形 岩 7.2 1．0 19．47 B 1.425 〕

一部欠損
1』』

侭 ('1.0)
一

25

頁
一
℃８
７
●
■

０
０

(10.5）C 3.7
【
〃
０ 326

１
１

lAl
衝

舎

形うじ 頁
ー戸

汀△ひ 9.IA29 8 ワ
ー

形
Rpl

朽C ().8 6.8一
北 ].】 4.83.1 8 3 貝

一
元
一
一
元

形
一
形

頁 岩 21.7B 1.1 6.(） 1．232 8 3

頁
■
４
】
令
ｇ

哩
了
』B 5.5 1.0 32.955 10 ３ 6．9

’
”.’

躯』 21.5B ﾉ|珍 5.4 5.3 1.010 ゥ
ｰ62 似壹

巴
一
フ

表採＊
一
元 頁

U』』

石形 25.6C
ーー

ひ.b 4.5 1．169

一
元 頁 岩表採＊’ 一 形 3.7 1．7 09 17.67(） (-J

表採:I 頁 岩 (3.0） 0.5 (9.1）C つまみ部欠仙 4.371

咄I形A 7．3 2.3 1 0．9 13.2 58－482 7 2 貝元

8．7 2.7 l‘6 23.812 ワ
ー9．1

ﾙ18
一
フヒ 頁 岩形 識

一
鳩
一
》
稗
一
謡
一
紳
一
》
｜
岬
一
吋

C ()95 10319 3 1.4 28

一
元 頁 淵形 ル1．5C 3‘7 6.3 ().9164 2(） 3

｛
一
埴 形

901

．口頁 1.(〕 26.1B 1.9 6.8185 24 】

完 形
89J

石頁C 1．1 5.7 18．7197 25 ； ().9

一
元 形 頁

Mj

逼 0.7 23.3B L9 7.0217 2S 》

壱
元 形 頁

O4I

fI 1.0 l()」C 1.3 1.4227 〕(） ｝

含
沁

い
私
函 8.4PA A 形 5.4 2.2 0.6262 56 貝

四
画完 形 頁 1.2 22.1B 1．9 5.］27(） 58 ３

－ ｜表採| - I c
一
元 形’ 一 3.2 1 4.1 ().6 8.8

A類は持ち手が刃部と平行をなすもので， 4点含まれる(第58図1～4)。縦長の素材のかたちをその

まま生かしており， 2～4は打面及び打点を残している。 3を除き，腹面にはほとんど加工は加えられ

ていない。 4ば一部に礫表を残している。 3点が完形品である。

B類は持ち手が刃部と直角なもので， 8点含まれる。 （第58図5～8，第60図l～3)厚みのある素材を

用↓､たしつかりしたものが多い。刃部がほぼ一直線をなすもの(5～7，第60図3)と曲線を描くもの(8,

1 ･ 2)の2種類がある。C類はA類とB類の中間形で10点ある(第59図9～18)｡ 10のみが欠損品である。

9 ･ 13は製作途上での割れと考えられる。 1218は両者に平面的な共通点があるが．ほかには認められ

ない。

！

’
第14節削 器(第61～63図，図版第174，第20表）

19点出土している。出土分布ば，ほぼ調査区全体に広がっている。

玉ズイ1点(16)を除き，素材は全て頁岩。

ほとんどが不定形の剥片を用いており、各スクレイパーに共通の明瞭な特徴はない。以下， 2種に分

類し記述する。

’

一



庁

第5章出土過物・ 2石器 1‘13

A類( 1～10) :一側縁のみを刃部

として加工している。 8～10は当遺

跡出土の石器としては珍しく，明ら

かに縦長志向を持った剥片である。

B類(11～2()) :剥片の複数縁に加

工を施しているもの。 11は柄などへ

の着装のためであろうか，上部にア

スファルI､の付着が認められる。 15

は加工が荒く，上半分が折れてお

り，縦長の剥片であったと思われ

る。

＃
’ 1

錐第15節石

(第64．65図，図版第170，第21表）

2

当遺跡では16点出土している。調

査区の中央部に広がるうち14点が頁

岩製。 10 ･ 14のみが，めのう質とな

っている。形態により以下のように

5種に分類した。

A"(1～9) :明瞭なつまみ状の

頭部を持つもの。 l～5は頭部に主

剥離面の一部を残している。 6～8

は頭部の全面に加工が施されている

が， 8は錐部が極端に短く，左右か

らの挾りも浅い。 9は8とは対照的

に非常に長い錐部を持ち，その断面

は平行四辺形を呈する。

3

10cm
I

【
Ｕ
Ｉ

第60図石匙実測図3

A'類(10， 11） ：錐部の承だが, 9のような形状のもののつまみ状の頭部が欠損したものと思われる。

B"(12～14) :棒状の錐で，つま承部は形成しない。 12, 13は全面に細かい加工が施され，両端に使

用痕が認められる。

C"(15) :錐部の作り出しが直線的で，つまみと錐部の境は明瞭ではない。上部は素材の剥片の形状

をよく残している。

D類(16） ：明瞭なつまみ状の頭部を持つが，頭部の大きさに較べ錐部の大きさは著しく小さい。頭部

主剥離面を残し，素材の形状をよく残している。当遺跡では1点のみの出土であり，錐部の先は折れて

l

l－
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’
第20表削器一随表

、＝■

帆

(cm)

近さ

(9)

長さ

(cm)

厚き

(cm)
挿図番号|材 質遺物番号 分獅 避存状態地 IX 層位

一部欠損 頁
“1

街 {.］ (27.6）(6.3） 1.1WC 4 4
ワ
】

頁 岩
一
元 形 62－3

－

3.3 ().7 5.3ヘ 2.8５
６
１
１

へ

、ひ

一部欠損 頁
IEI

打 (3.1） (21.6）(5.1） 1.55 ］

頁
80』

衝19 6

Bロ』

石
舎
沁 形 頁 0.95 57.4 9A 8．8 5.2銘

一
羽

9 1

岩頁9 1

一部欠損 岩頁 (3.1） (24.4） 8A (6.2） 1.43馳
一
泡

10

0.凹

面表採＊ 頁

表採＊
一
元 形 頁

88J

竃 1．4 19.95.0 2.973

焔一部欠損 (3.7）A 11
リ

］5 3.6刃
一
卵

３ 貝

一部欠損 頁
9ユオ

:信 (4.1） 2.7 (9.2） 5A 1.012 I

一部欠損
BLI

石 (3.6） (84）頁 (52）A 0.6 6108 '4
ソ

】

岩 0.4 1 (1.1)一部残 頁 (2.1） 1.7 63－14B114 1 14 〕

頁 岩一部欠損 (5.1) (18.7）(3.6） 1.015116

118

‘127

》 ー

＃且I

編頁15 〕

(12.5)一部欠損 珪質凝灰岩 62－10ミ (6.0） 22 0.817 6

臘形 0.7 10．0 63－19B 3.2 3.717 3 貝13］ 元

tLO

石一部残 頁 (1.5） (1.8）(2.2） 0.6132 18 ３

1』』

ぬ
舎

形ﾌ暉 頁 4.4 1 17B 3.3 2.6 0.619140

珪側頁岩
》
元 形 161.8 ().9 16.6B 3817］ 22 2

完 形
↓“

宿頁 0.8 17.5 ４
１

－２６A l‘15 4.4184

214

23 3

岩
一
元 形 頁 1.1532 3.9 13.2A28

り

】

約1／2欠掘 頁 !/’ 0．9 1 （9.9） 63－13(3.5） (3.0）B215 28
ワ
】

M』

石
一
泥 0．8 1 6．3 l］形 1.0 ‘〕只

一◆q’B28 貝219 』

一部欠損 頁 岩 (5.5） 62－7(4.5） 0.523ヘ1228 {(）

頁
』1

石
含
沁 形 ()8 5．73.4 1．9231 ;2 3 1 一

頁
一
頁

抑
衝
叫
漏

〕5７
－
，

４
６

ワ
』
ワ
ー

ー

動

(3.6）一部残 63－15(3.1） (2.15） 063 1 B57

ウユI

:石 1．2 1 （20.4）一部欠損 18』.5 4.5B58 ３ 貝269

ILI

宿 (10．5） 12一部欠損 0．91.25 3.4B 貝277 59 ］

一部欠損｜頁 岩 (4.7） 1.0 (20.9）1．0278 1 59 1 1 一

いる。

第16節異形石器(第66図,図版第174,第22表）

lは，両頭の石繊であろうか。 2は，縦長の剥片の周囲から比較的ていねいな剥離を施すことによっ

て，長さ3.8cm, IIW2.4cII!の楕円形を呈する石器である。裏面の一部に主剥離面を残す。

’

’
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第6.1図削器出土分布図

剣(第67 68図，図版第166,第22表）第17節石

9点出土している。そのうち3点が実測できた(第68図)。

1， 2は粘板岩製で良く研磨されている。あまり明瞭な刃部はつくられていないため，石棒である可

能性もある。 3は柄で，突端をきれいに成型している。 2本の沈線は刃部との境を示すものであろう。

石材は粘板岩でやや風化している。

第18節独 鈷 石(第69図,図版第174,第22表）

1点出土した。片腕を欠くが，約2分の1 , 9.6c,mが残る。断面には，打ちたたかれたと思われる痕

がほぼ全面におよんでいる。また，表面も敲打痕や磨痕が各部に見られる。膳石として転用されたもの

だろうか。

唾
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第21表石錐一随表

|蒲 １

幅
叩く
厚さ
（c、）

亜さ

(9)
挿例番号分類｜遮存状態｜材 質逝物悉号 ｜地区｜届位

頁 岩

めのう質

形 1.0 11．6LS 2.4一
元〕WC33 8

一

－

65－14形 ().5 0.7一
元 0-72.0Bl(） 351

86

101

1回

雁】
壱
元 形 頁 2.7 0.35 7.0 6刺I１7

四
画 0.25 ！一

元 形 頁 23 2.83.5I
ワ

》13

(5‘2）
1画

画 ().7 ().6(2.3）つまみ部欠州 典13 ｝102

↓ユル

石

－
９

２
５

１

１

形 0.4 0.72.(） 0.6B
＝

うこ13 貝103

(9.7）岩一部欠禍 ().4(4.6） 1‘7C fl122 '6 ３

Bエ】

石 8．58．5形 頁 3.06.9 0‘6A128

149

'7 元0〕

岩一
元 形 89 33.7 0．626A 貝19 3

(16.7）
1斗』

宿 脇
田
－
１

一部欠jハ 頁 4.7 0．2(4.3）Ｄ
－
Ｂ

3159 2(）

”」

福完 形 0.35 ()5頁 2.3 0.55180 23
ソ

】

Uよ'

画 4．7形
容
うじ 頁 2.61.3 ()_6Aリ186 24

(7.0）↓ｴ』

福 ２
｜
岨

一部欠損 (4.3） 2.1 0413 ヘ 貝210 27

(1.5）一部賎 めのう質 (33） (M0.7A3216 28

Ｉ(1.1）
↓且』

衝 0.30.8(2.3）つまみ部欠州 貝33232 ７

(6.5）ｰ
’ 7

倍面

一部欠捌 頁
1-＆』

.缶 (4.2） 2.0 0‘4』239 3‘1 ］

I且』

石 0．5 1 （6.0）一部欠槻 (2.7）(3.0）A250 35 3 貝

267 58
ワ

】

一 ■ 一

岩形 1.(）ヘ′ 貝 2.9 0.65 0－6替
元64 り

■ゴ298

頁 岩| (18) (3.0） 8頭部欠損 2.8 0．3A305 1 65 2

1512 胸
⑨
－
８
●

1411

109７
●

4 5 62 31

20胴
⑥

18肥
●

〃
●
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、
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●●
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●

別
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第64図石錐出土分布図



鷹
第5軍出土遺物・ 2石器 149

１
１

△ 3

◇ △ 21

○ 6
4．

5

◇

零可零
◇

8

7

△

#
◇ ，，10

○

灘繩
く二J ，4◇ 12 0 13

9

◇

16ｖ
一

15。 ０
－
１ C、0

第65図石錐実測図



150 第18節独鈷石

-"-I"
く＞ ○ 1

2

くこ＞5cm
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第66図異形石器実測図

Ｉ
Ｉ

第22表石剣・独鈷石異形石器・打製石斧・礫器一覧表

幅
(cm)

厚さ

(cm) 濡|擁図番号
黄
」
、
ｊｌｎ

長
に逝存状態避物恭号 地区 層位 器孤 材・ 賀

”
｜
馴
一
輌
一
銅
一
刷
御
一
馴
一
馴
一
瓢
一
》
｜
郵
一
畔
一
鋤
一
癖
一
瞬
一
職

幟
一
蝿
一
蝿
癖
幟
”
一
嘩
一
岬
一
幟
岬
形
一
梱
形
州
形
一
形

千板岩

千板岩

千板岩

千板岩

頁 岩

千板岩

千板岩

千板掛

千板岩

花崗岩

頁 岩

めのう貿

頁 岩

凝灰岩賀砂滑

凝灰岩

砂 岩

｜
細
細
四
四
一
四
一
鯏
一
函
叫
一
岬
一
噸
認
一
錨
一
準
一
皿
唖

ｊ３４６１WC21

37

即
一
鯉
一
四
一
恥
一
ｍ
一
咽
一
妬
一
理
一
咽
一
珈
一
蝸
一
叩
一
泌
一
嘩
一
“
｜
応

吻
一
”
｜
皿
一
幅
一
ｍ
一
理
一
型
幻
一
叫
一
諏
叩
｜
”
｜
、
一
踊
一
訓
一
型

岬
一
恥
一
岬
一
岬
一
吋
一
剛
一
艸
一
州
一
例
一
吋
一
“
｜
Ｍ
｜
岬
一
一
一
岬
一
岬

6 2

8 3

14 2

18 3

19 2

22 1

58 3

65 4

65 土坑内

表採＊

10 不明

2'1 3

29 2

18 3

24 3

20 3

二
一
二
一
二
柄
一
頭
二
一
１
完
二
一
完
二

｜
妬
一
野
鵠
認
齢
“
岼

一
ｂ
ワ
ーＤＶＩ

’
一
一
昭
３
１
一
一
一
師
銅
一

“
｜
職
一
理
畷

2

狸
一
調
一
一

191

165

沁
舎
元

11 12 13 ４
●
１ 15

4 91 2 3 5 ６
●

7 《
Ｕ
●

10

2066 56 57 16 肥
⑲

旧
●

17

●石剣 亜
●

24 2559 21 2367 卵
●

30 6428 2926 2760 囲

65

●●

34 3532 3363 3162

’

第67図石剣出土分布図 I

I
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ｌ
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Ｉ
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Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
１
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ｌ

-0
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第69図独鈷石実測図
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ｌ
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第68図石剣実測図
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第6章出土遺物・ 3士製品

上製円鵬7点，装身具である耳飾りが本遺跡から土製品は32点出土した。その内訳は，土偶21点，

3，玉が1点であった(第23表)。

これらの土製品は調査区の東側から出土している(第70図)。

第1節士 偶(第71 ･72図，図版第175 ･ 176,第23表）

土偶は東，西地区合わせて21点出土し，完形のものはない。この内14点を図示した。

第71図は中空土偶である。 lは胸部から上を欠く。下腹部から胸部にかけて，たすき状に2本の沈線

とその間を刻む文様が巡っている。また，両大腿部の付根にも同様の文様がみられる。これらの文様帯

に区画された腰部はLの磨消縄文が施され，その上から沈線による区画文と三角形の配置文が施され

る。腰部中央には膳と思われる深い孔(刺突)が見られるが， この孔は内部まで貫通していない。下腹部

第23表土製品一覧表

適物滞号|聯,， IIIM

(c、）

厚さ

(cm)

擬さ

(cm)
図版薪号

175－1

2

3

7

5

176－2

175－4

176－ 1

175－6

176－3

4

5

7

6

挿図番号迩存状態偽称・番号 区

脚部破片

左脚部破片

脚部破片

胴部破片

一部欠損

胴部破片

左腕・頭部破片

脚部破片

一部欠欄

脚部破片

脚部？腕部？破片

脚部？腕部？破片

土偶破片

士偶破片

l().0

3，6

(29）

(4.0）

(2.0）

(3.1）

(2.5）

(41.5)

(3.7）

(2.7）

(1.7)

(1.5）

(3.1）

(1.8)

８
３
６
７
２
４
５
３
１
５
７
ワ
】
４
ｌ

ひ
■
◆
●
◇
■
寺
ｄ
も
ｐ
●
Ｆ
Ｄ
ぞ

５
句
、
ワ
〕
ワ
】
１
《
ワ
】
１
－
１
－
．
１
１
１
１
勺
１
ワ
】
１
１

１
２
３
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
１
１

－１

２

７
７

ｌ
ワ
】
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１

１Ⅲ皇１ (10.6）

（5.1）

（6.2）

（5.1）

（5.4）

（3.8）

（3.9）

（3.5）

（3.6）

（35）

(30)

（33）

（5.7）

（29）

８
３
８
７
５
３
０
４
採
０
１
５
９
０

Ⅷ
Ⅷ
Ｗ
Ⅷ
Ｗ
Ｍ
ｍ
恥
嘩
孵
叩
唖
轆
唖

八
Ｕ
ｊ
蛆
○
皇
、
訂
－
４
低
Ｕ
１
４
弓
Ｉ
ｎ
Ｖ
○
色
、
乙
○
○
１
Ｊ
ワ
Ｊ

ｏ
色
１
Ｊ
１
１
１
４
１
上
１
１
ｎ
ｏ
１
４
ワ
】
句
○

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｅ

３
句
〕
？
．
句
』
？
．
、
③
ワ
】
句
。
一
つ
１
兜
》
、
。
功
、
ワ
】

形
形
形
形
形
形

土製円錐 ５
７
９
７
７
７

■
毎
■
号
■
■

０
０
０
１
０
０

１
２
３
４
５
６

－３７ 176－12

13

14

15

16

17

８
９
３
６
５
３

ワ
】
１
２

－
一
一
一
一
一

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｅ
Ｗ
Ｗ
Ｅ
Ｗ
Ｗ

３
２
８
１
７
９

ｂ
●
◆
ｐ
■
』

獅
４
３
５
５
５

a1

4.4

3.6

5.0

5､(）

5.8

1.3

L7

1言1

８
５
２
１
１
８

２
２
１
１
２

Ｅ
Ｗ
Ｗ
Ｅ
Ｗ
Ｗ

１
２
３
４
５
６

ソ
】
、
。
ｑ
〕
ワ
】
恥
③
？

元
一
元
一
元
舎
沁
寺
元
舎
元

形
形
形

耳 栓 0.8

1.1

0.6

７
８
９

０
８
９

１W19

W19

W9

１
２
４

２
２
－
一
一

Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｗ
Ｗ
Ｗ

答
沁
舎
沁
一
元

０
Ｊ
２

１
１
１

１
２
３

、
』
ｎ
Ｊ
，

形 0．9土製玉
一
元 0.8 1 10 1 11W35 1WB－33 I 3 0.8

■…工
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吃
△

1511
●

13
●⑧

叫
●

n

J ｑ
〕
□

101 2 4 ５
●

6 7 《
Ｕ
●
△

釦
●

66 56 57 16 〃
●

旧
●

19

口□

⑳土偶

△円盤状土製品

口耳栓

○玉

22 別 躯
●
△

副
△

2367 58 59

釦
●

6428 羽
●

26 2760 閉

6534 3531 32 3362 63

●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１
１
９
１
‐
’
’
１
ｊ
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
。
Ｕ
■
■
Ⅱ
７
１
■
■
■
■
Ｊ
■
■
■
■
■
■
■
■
８
，
■
凸
■
Ⅱ
Ｂ
Ｈ
Ｕ

○

第70図西地区における土製品分布図

には，左右対称のX状の透かし文様が施される。尻部に穿孔が見られ，性器か肛門の表現と思われる。

脚部は縦方向のミガキによる調整が施され，ふくらはぎと足首は沈線により区画される。胎土は密，焼

成は良好である。

2は左脚部である。ふくらはぎと足首が沈線により区画される。大体部から足首にかけて，縦方向の

ミガキの跡が見られるが，雑であるため表面に凹凸が残る。

3は，爪先中央部に爪の表現と思われる縦方向の刻みがある。大腿部には沈線による渦巻状の文様が

見られる。磨滅が著しいが，渦巻部に縄文が施されているのが確認できる。

第72図には中実土偶を示している。 2は本遺跡出二'二品で唯一頭部が残存するものである。頚部には刺

突文が一周して施されている。また，乳房と思われる部分は欠損しているが，胸部中心から腹部にかけ

て刺突による生命線の表現が見られる。

4は頭部と左腕部を欠損しているが，比較的残りのよい小型土偶である。乳房が表され，胸部中央か

ら下腹部にかけて平行する2本の沈線とその間に細かい刺突文が見られる。腰部には衣服を表すと思わ

れる帯状の表現が見られ，縄文が施されている。腰部中央には鵬と思われる突起が見られる。全体に赤

色顔料が施されている。

胴部を表したものは3点出土している。 6は赤色塗料が塗布されている。胸部にX状の沈線が見られ

る。背面左肩部に3箇所刻みが施されるが，前面からは見えない。

1は胴部片である。沈線により胸部に渦巻き状文が描かれるが， これは乳房を表したものか。生命線

が，隆帯を張り付けて表現される。

3は腰部である。斜行縄文LRを磨り消して，三叉文などの沈線文が描かれる。

9は腕部である。赤色塗料が施されている。沈線は見られない。

5は板状土偶の腰部から脚部である。押さえによる調整痕が残る。

’
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1

2
I

3’
0 10cm
I

第71図土偶実測図・ ］

8肱右脚部と思われる。胴部との接合部分にアスフフ.ル1，が残る。 7ばいわゆる｢大股開き｣の土偶脚

部であると考えられる。

10は頭部, 11は胴部とも考えられるが欠損が著しく，部位不明とした。

第2節土製円盤(第73図，図版第176,第23表）

円膿状土製品は7点出土している。そのうち図示できたものは6点である(第73図)。これらは東西

地区から出土しており，特定箇所に集中して分布してはいない。

1～3， 5， 6は半精製鉢あるいは深鉢形土器の胴部片を打ち欠いて整形したものであり, IM ､ずれも

片面に縄文がある。厚さはほぼ同じで, 1が0.5cIII, 3が09cm,その他は07cn}であった。また1～3

がほぼ円形なやや小型なものでその直径もlは33cm, 2は42c,,,, 3が3.8cmであるのに対し, 5は楕

円形で長径が5.7cmである。また6は不定形で長径は5.9cmであった。

4は底部を利用している。円形に整形され，直径は5. 1cm,厚さはl.7cIⅡを測る。

第3節装 身 具(第73図，図版第176,第23表）

耳栓3点，土製玉1点が出土している。耳栓は3点ともほぼ完形で，いわゆる臼型と呼ばれるもので

ある。赤色塗料が塗布されている。うち2点は一而にのみ外周に沿って刻欺が施されてL,る。

一
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(二二二二コ

ー

C二二コＦ
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Ｉ

３

2

C二二二二コ<二二二フ ６4 5

０

の
③
○皿

’

＠
風
③

皿
，

◎
星
⑥皿

，

●
息
③

10，1ロ

第73図土製円膿装身具実測図

土製玉は長軸9n皿，短軸8mm,中央に直径1mの貫通孔が施されている。底部はやや偏平になって､、

る。胎土は密，焼成はil攻である。

’
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第7章出土遺物・ 4石製品

蘭石製品は53点出土した。その内容は，岩偶12点，岩板28点，玉類6点，球状石製品2点．双孔石製品

1点，円膿状石製品6点である。大多数は西地区より出土している。しかし東地区においても，岩版3

点とかつて大岩偶の破片2点が出土しており，撹乱の原因である諸般の事情によって失ｵつれたものと考

えられる。

偶(第24表,第5 74~77図,図版第2 3 ･ 11 ･ 12177･ 178)第1節岩

西地区より10点出土した。また東地区よりは上記のように，調査の契機となった2点が採集されてお

り， これを含めると合計12点となる。いずれも破片で，完形品はない。石質は，すべて白色凝灰岩であ

る。

l)第1例東地区(第5図1 ,図版2)

胸部の大破片で，右腕はやや残ってるのに対し，左腕を欠く。残存高さ14.3cm,同幅25.2c''l,厚さ

6.6clll,推定される高さは49cInで，最大の大きさである。胴は欠損しているが，腹部の高まりを示す三

角形の頂点がわずかに残存している。胸部の厚さは直径約6cⅢある両乳房の中間点で測り30cIII,残存

する乳房の高さは66cmで，西地区l例から推定すると55c1IIの高さとなり，その大きさに蝋かされる。

乳房の基部を含めて腹背全体にS字状渦巻文が沈刻されている。また両乳房の下部に，きわめて薄く丹

塗りの痕跡がみられる。

2)第2例東地区(第5図2，図版3上）

右脚部の大破片で，残存高17.2c,,,,同幅92clll,同厚さ58clll,推定される高さは44cmであり， ‐上記第

1例と同一個体であった可能性が高い。正面の腰部に若干の沈線文が残存する程度であるが，背面には

土偶と共通する四隅の尖った長方形の区画の半分が鍬られ，多数の沈線で充填されている。全体にわた

り， ところどころにきわめて薄く丹塗りの痕跡がみられる。

3)第3例・西地区(第75図1 ,図版11 ･ 177－1)

W17区において，上を向いて出土した胸・腕部破片で，右腕は二つに割れ，右腕部に接して検出され

ている。腹部の欠損部位は東地区第1例と同じである。発掘による出土状態の明確に記された岩偶のは

じめての例である。残存高7.6cn',同11"128cm,同高さ4.0cIII,推定される高さは44cnlである。胸部の厚

さば両乳房の中間点で2.0cn'であるから，乳房の高さは1.9cIIIとなり， きわめて突出している。正面には

三叉文を伴う類X字状渦巻文，背面にはそれに加えて連続S字状文が沈刻されている。丹塗りの痕跡は

象られない。

4)第4例・西地区(第75図2，図版12上177-2）

W60区において，下を向いて出土した左腕部破片で，切断の痕跡が明瞭であるため，出土状態が明確

に記録されていることは，切断痕の信懸性に関わるきわめて重要なことである。残存高71cm,同幅8.8

｡
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第24表石製品一覧表
(カッコ内は現存値を示す）

長さ

（c、）

幅

(cm) 鼎､計挿図諦号名称・番号 i吐物帯号 世存状態区 l繭位 図版番号

ﾛﾕﾛ

石 １
ワ
》
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

偶 腕部大破片

右脚部破片

胸・腕部破片

左腕部破片

右腕部破片

右脚部破片

胸部破片

腹・脚部破片

右脱・脚部破片

腹部破片

右脚部破片

右脚部破片

？
．
？
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!繍位｜ 遡存状態 幅
(cm)

厚さ
(cm)

長さ
(cm)

図版番号抑図番号避物将号区籍称・称号

５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１
１
ワ
】
２
ワ
〕
２

０脂
同
同
同
同
伺
同
同
伺

２
５
７
－
り
６
４
５
４
２

●
■
Ｇ
ｂ
Ｄ
■
■
■
凸

１
２
０
０
０
０
０
０
１

一

別
伺
同
同
同
同
同
同
同

1．4

3．5

3．7

3．8

(3.8）

(24）

(2.5）

(2.8）

4“

６
７
８
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

1．4

3．1

2．0

4．2

(5.1)

(34）

(5.0）

(3,0）

5．1

３
３
３
３
３
３
３
３
３

球状石製品 I

2

双孔石製品

ﾘ鮭状石製品 1

2

3

4

5

6

３
８
９
５
２
８
５
３
３

３
３
１
３
４
４
４
４
５

－
一
一
一
一
一
一
一
一

，
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ

W28

W33

Wl9

W30

W56

W56

W59

W56

W56

圭
司
Ｉ
』
ぬ
Ｉ

p
IIIl

c､，同厚さ3.0cm･切断痕は全面に及び，腕の先も失われているばかりではなく，乳房も掻きとられて

いる。厚さ3.0cI'Iから胸部の厚さ2.3cIIIを引くと0.7cmにすぎず，西地区第1例では胸の厚さと乳房の高

さがほぼ同じであることと比べれば，掻きとりの顕著さが一段と明確に理解することができる。正面に

三叉文を伴うS字状渦巻文，背面に連続S字状文が沈刻されている点は，西地区第1例にきわめて類似

している。丹塗りの痕跡はゑられない。

5)第5例・西地区(第76図l ,図版178-1)

右腕部破片で，残存高11.0cI'',同幅7.4cnl,同厚さ35cnl,推定される高さは44cmである。全体に渦巻

文が沈刻され，正面の沈線の中には一部にかすかな丹塗りの痕跡は象られる。

6)第6例・西地区(第76図2，図版12下･ 178-2)

右腕部破片で，残存高102cm,同IIW58cn,,同厚さ27cIn,推定される高さは44cmである。全体に渦巻

文と入組文が沈刻され，背面には四隅の尖った長方形の区画文が承られる。丹塗りの痕跡は承られな

L，。

7)第7例・西地区(第77図1 ,図版177-3)

小型の胸部破片で，無文である。残存高2.9cIn,推定高44cmである。丹塗りの痕跡は象られない。

8)第8例西地区(第77図2．図版178-3)

小型の腹部と両脚の破片で，無文である。残存高4.3cn,,推定高44cmである。丹塗りの痕跡ばみられ

ない。

9)第9例・西地区(第77図3，図版178-4)

右腹部から脚部にかけての破片で，背面は欠失している。右腹部から下部にかけての，斜位の沈線が

みられる。丹塗りの痕跡はみられない。

10)第10例・西地区(第77図4，図版178-5)

腹部破片であるが，腹部の膨ら象と背面は欠失していて，文様も不明である。

l1)第11例・西地区(第77図5,図版177-5)

右脚部破片で，残存高69c1ll,推定高44c1,,である。全体に双頭渦文と渦巻文が沈刻され，背面には四

隅の尖った長方形の区画文がみられる。丹塗りの痕跡はみられない。

｜
卜



162 "1節岩 偶

11
●

12 13 14 15

1 2 ’1 2 3 4 ５
，

《
、
●

7 8 9 10

！66 56 57 肥
●

｛
Ⅳ
、

18 旧
●

20

●岩偶 67 21 22 割卵
●

59 23 25

Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ

即
●

26 2861 27 29 30 “

62 岡
●

31 32 別
●

35 6533

1211 13 14 旧
●

|､ ､ |
1 2 3 4 5 9 106 7 ８

●

▽▽
一
肥 20

‘
船
●

57 16 1917

▽ ▽

●岩版

▽岩版未製品

22 23 24 2567 59 四
●

卵
●

▽ ▽▽

29 30

‐

１

26 28 “
●

60 61 27

▽▽ ▽

6535躯
●

34髄
●

63 31 33

▽ ▽▽▽

胆
△

11 13
△△

14 15

1 2 11 2
内

』 4 5 6 7 9 108

66 砧
□

2057 16 17 18 旧
■

●●●●

口勾玉

△小玉

○球状石製品

■双孔石製品

●円雛状石製品

59 22 2467 58 21 23 25

⑧

26 配
○

29 30 6460 61

△△

27

●

65

’
34 3531 3262 63 卵

○

第74図西地区における石製品分布図

’



第7意出土遺物4石製品 163

|

2

lOCIm
I

０
１

第75図岩偶実測図． 1



■

Z･|圃肌話制藷園94鴬

山.01

Z

0

心
↓

１
１
‐
４
１
４
１
１
１
１
１
１
１
１
１
‐
１
４
１
Ｊ
・
日
日
日
■
日
日
ｌ
■
Ｉ
。
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
。
■
Ⅱ
９
０
０
Ⅱ
ｑ
Ｏ
ｕ
０
Ⅱ
ｑ
ｉ
８
Ｉ

制昌卿I"I'91

１
１



F一

第7" ll1土遺物4 石製品 165
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一
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噂ﾛ爵
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C> 6
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第77図岩偶実測図・3

12)第12例西地区(第77図6,図版177-4)

小型の右脚部破片で，渦巻文がみられる。丹塗りの痕跡はゑられない。

版(第24表第78.79図，図版第179 ･ 180)第2節岩

28点出土した。東地区より3点，西地区より25点である。石質は，岩偶と同様にすべて白色凝灰岩で

ある。

これらを形態と文様によって，完成品・未成品，完形・破片とに分類すると，完成品の完形は衆られ

ないので，次の3類に分類される。

A類：完成品の破片, 11点。

これらには， 目と正中線および双頭渦文の承られる第78図1（図版179-3) , 目のゑられる同3(R

4l),正中線と渦巻文および腹部を示す楕円文の承られる同4(同5),渦巻文部分のゑられる同2 ･ 6

～9（同179-1 ･ 6～9),第79図1 ･ 2(同10･ 11)などがある。

’
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168 第4節その他

B類：未完成の完形品, 1点。

下部がやや細くなり，上部には腕部を区画するように両側面から切り込みがみられる。形態状は完成

し研磨されているが，文様はまったく施文されていない(第78図5．同5)。

C類：未完成の破片, 16点。

これらにば，研磨の顕著な第79図10(図版180-8)や不完全な同3～6 ･ 9例(同l～4 ･ 7),および

不完全な正中線とその両端に円形の凹みの承られる同8(同6)などがある。

第3節雫 類(第24表，第80図，図版第180)

西地区より6点出土した。勾玉1点と2種類の小玉である。

勾玉：．の字の中央部も突出していることに特徴がある。高さ25c'l',幅1.60ci'',厚さ04cmで小型で

ある(第80図9，図版180-9)｡W46区を中心とする土擴内より出土。石質は白色凝灰岩である。

小玉：直径lcm以下の2点(同4 ･ 5,同10･ 11)と，直径1.3～1 .4c'i,の3点(同l～3,同12～14)とが象

られる。サイズ以外にも，前者は西地区北部のW5656区，後者は同西部のW12～14区に集中してし､て

注目される。石質は，前者ば緑色凝灰岩，後者は白色凝灰岩である。

第4節そ の 他(館24表,第80図,図版第180)

用途不明の石製品を一括した。

球状石製品：西地区より2点出土した。直径14ci,,の小型品と3.5c'llの大型品とがあり，後者の上部に

は凹みがゑられる。石質ばともに白色凝灰岩である(第80図6 ． 7，図版180-15･ 16)。

双孔石製品：西地区より1点出土した。 1幅(長さ)3.7cIIlで，長II11Iにそって裏面がやや湾曲し, 2個の

孔があけられてし､る。石質は流紋岩である(同8．同17)。髪を束ねて紐で結ぶ時につかわれるものかも

しれない。

円盤状石製品：西地区より6点出土した。中央に穿孔された直径4.2cIIlの完成品1点(同11. ia19),そ

の破片2点(同12･ 13,同20･21),孔の有無不明の破片2点(IRI14 ･ 15,同22･23),および未完成品1点

(同10,同18)で，石質はすべて白色凝灰岩である。

Ｊ
】
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第8章出土遺物・ 5 自然遺物

第1節植物遺体(第25表,図版181)

検出された植物遺体は，次の3種である。

1 . くる桑科オニグルミ Juglansmandshuricasubsp. SieboldianaMaxim.

2．ぶな科クリ CastaneacrenataSieb.etZucc.

3 とちのき科1,チノキAesclustrubinataBlume.

いずれも野生の堅果類であり．繩文時代の重要な食料資源であった。ただし同様に重要ないわゆるド

ングリ類は，検出されていない。また次章に報告されているソバ花粉に対応する種子，あるいは種皮は

検出されていない。

すべて西地区の出土で．区層位と数量は第25表に示すとおりである。その数量は少ない。

第25表植物遺体数量表
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次にそれらの食料資源としての意義について略述する。

a・オニグルミ（図版181-1～5)

オニグルミは川沿いや適湿の地に群生する落葉高木で，東北日本の落葉樹林帯の代表的な樹木であ

る。その核内の種子は脂肪に富巍美味であり， 9～10月に熟す。材も有用である。核の破片が検出され

て、､る。

b. クリ（同6 ･ 7)

山野に普通にある落葉高木で，東北日本の落葉樹林帯の代表的な樹木である。その種子は甘く美味で

あり， 9～10月に熟す。材も有用である。

種子1点とその破片1点が検出されている。そのサイズは，高さ・幅厚さがそれぞれ2 07, 2. 14,

110cmで，重量は111gである。

c， トチ(同S 9)

トチは北海道西南部から九州にかけて分布する落葉高木で，東北日本の落葉樹林帯の代表的な樹木で

ある。その種子は9月に熟す。材も有用である。

唾
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子葉と種皮が検出されている。その実にはサポニンやアロインなどの非水溶性のアクが含まれてい

て， アルカリ(灰)で中和してアク抜きをしないと，食用はできない。

このアク抜きの技術は縄文時代中期初頭に東北地方北部で習得され，中期後半には中部地方にも伝わ

り，後期になると西日本へも伝播することが近年明確になってきているが，本遺跡資料はそのことをさ

らに一段と補強する重要な資料とぶなされる。
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１
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第2節花粉分析(第81～84図,第26 27表,写真1～3）

那須孝悌(大阪市立自然史博物館．現同学芸課長）

飯田祥子(京都大学理学部地質学鉱物学教室）

〕次概報(1975)に寄せられた報告を原著者の御了解を御てそのまま再録させて頂↓､たことを明記する。 （編者）本稿は．第2

第26表第1回採取試料の花粉構成l 試 料

この研究で取り扱った試料は，青森県

三戸郡任I子1I1]石亀において，平安博物館

が行った縄文時代晩期遺跡の発掘に際し

て得られたものである。試料は2回にわ

たって採取されたが，筆者らは発掘およ

び現地での試料採取には直接参加するこ

とができなかった。

第1回目(1971年4月)に得られた試料

は合計10個であった(第81図)。そのうち

東地区の黄褐色粘土質火山灰層にはほと

んど花粉が含まれておらず，第2黒色土

層および土器(繩文晩期)中の試料には花

粉が非常に少なかった(第26表)。そのた

め西地区で行われた第2回目の試料採取
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のときには(1971年9月),軽石や火山砂などの粗粒砕屑物や火山灰の少ない層準を選んで, 35cm×18cm

X10cmの試料約71鱈をブロック状に採取した(第82図)。

１
１2．処理方法

土器中に充填された試料は， ビニールをかぶせて土器ごと持ち帰られたものを， 口部付近の土を除去

してのち, contaminatio11を起こさないように取り出した。また，ブロック状のまま持ら帰られた試料

は, contamination防止のため表面付近を除去したの､ら，試料約2kgを21ポリビーカーにとり，分析に

供した。処理は10%KOH(室温う48時間)→水洗10回(同時に粗粒物除去)→混酸処理(HCI HNO3 H20等

燈根液う湯煎3分)→水洗10%KOH処理(湯煮5分)→水洗→蒸発皿処理→重液分離(ZnCl2i800～10001･pmi

90分)→水洗→HF処理(室温;48時間)→水洗→アセトリシス処理(湯煎1分)→水洗の順に行なった。分

離された花粉はグリセリンゼリーで封入したのち， カバーグラスの周囲をネイルエナメルでシールし

て，各試料10枚前後のプレバラートを作成した。

なお，第1回目に採取された試料では混酸処理を行なわなかったが， ブミン酸含有量が多く， また，

正体不明の褐色柱状物質(この物質は混酸処理によってわずかに少なくなる)が多かったため，第2回目に採

取された試料については上記のように混酸処理を行なった。

検鏡は400倍および1000倍で， また，粒径等の計測は測微接|限レンズを用いて1000倍で行なった。

１
１

！

I

3結 果

花粉幟成は花粉総数もとずく各タクサの百分率によって表わし，第83図に示した。また，産出のまれ

なタクサについては別に表示した(第27表)。

第Ⅱ層:P""sおよびGramineaeが優先しCj"""eノヵとL幼姉jα""猟sを伴う。廓"婚は正I"jOwわ"も含ま

れているが，ほとんどはD"A"'ん"である。

第Ⅲ層：上位の第Ⅱ層と同様にD"lowﾉ0"とGramineaeが優先するが， この層においては，木本類では

Cｿ””柳g”αとU〃""s-ZeIﾙ0Zﾉαを， また，草本類ではAγ花加#sjαを含むCarduoideaeおよび

Cichorioideaeを多く伴う。

第27表産出のまれな花粉 この層に包含される土器中に充填さ

I

れた試料では胞子がとりわけ多い。上

述した地層中の花粉購成に比べて

GramineaeとCichorioideaeが少なく，

また, C'"わ”eγ”とA7'ｵe加海”以外の

Carduoideaeもやや少ない。それに対

して, ["邸加況s－Zc眺0"", C"s""",

Aｿ泥"ziS"は多い。

第Ⅳ層:D"jo"I"zおよびGramineae

が優先するが, Gramineaeは

N(’ Ⅱ

11－2 Ⅱ－3 Ⅱ－4 ⅡP－2 ⅡP-5 1IP-8HP-1]
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上位の層準に比べて低率になっている。Aγ彫""si"などのCompositaeJfaC7"""z87･jα、

L幼湿0加伽ｼz"sも同様に低率になる。

なお．軽石などの火山砕屑物を多量に含む第Ⅲ層および第Ⅳ層の花粉含有量は，第Ⅱ層に比べて非常

に少ない。

西地区の第Ⅲ層から出土した小形深鉢形土器(花粉分析試料N(111P-7)からはAcsc"/"s #､"γ〃"α”

BLuME(トチノキ)の種皮片を産出したが.Acsc"I"sの花粉は試料No.Ⅱ－2およびⅡ－3に1粒ずつ確認

されたの象であった。

4．古植生について

今回扱った試料のうち，縄文晩期初頭の遺物包含層(第Ⅲ傭)およびその直下の地層(第Ⅳ層)の花粉構

成から当時の古植生を推定する。

木本類の花粉がいずれの試料においてもきわめて低率であることから，当時の植生は森林密度の低い

ものであったと考えられる。まばらに存在する林はD"ﾉ0心'ん"(たとえばアカマツ)やC7:)'"07""",

U〃""s-Ze""",C"s”"“などによって構成され，林の間に続く草地にはGrammeaeやCompositae，

ー
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Caryophyllaceaeなどが生育していた。これらの植物が生育していた土地は，土壌が乾燥しているやせ

地であったようである。

現在の遺跡周辺の山地はミズナラ林およびコナラークリ林によっておおわれ， ミズブーラ， コナラ， ク

リ，ケヤキ， クマシデ， イタヤカエデ，シブーノキ，ハリギリ，アカマツ，等が生育している。また，ス

ギなどの植林もみられる。

岩手県北部および青森県の低地湿原の堆横物を扱った山中三男氏の報告によると,Pi""s,

Grammeae,HizjOmgiSなどによって特徴づけられるH""sstage(現在を含む時代)の直前は，蹴れ"sの少な

l,､FIzgws-Q"""s－Q”加加""stageであったとのことである。 (YAMANAKA,1971-ai-b)｡

いつぽう，今回扱った縄文晩期初頭の地感(第Ⅲ層および第Ⅳ脳)にゑられる花粉構成はこれらいずれの

植生または花粉櫛成とも一致しない。これらの地層に含まれる花粉のうち,D秒ﾉ"""",Aｿ加"jS"およ

E)tGramineaeの花粉の総数が58から81%にも達することから考えると，第Ⅲ層および第Ⅳ層の堆積直前

に本来の植生が破壊されたため，その後侵入した先駆植物による植生をあらわしているものと思われ

る。しかし，遺跡所在地のすぐ西側には1000111におよぶ山炎があるにもかかわらずﾐRZgwsJiaZ,""り6α〃

""sの花粉がきわめて低率であるため， この植生破壊が人為的に引き起こされたものとは思えない。第

Ⅲ層および第Ⅳ層の資料には多戯の火山砕屑物が含まれるため， この破壊の原因として火山活動が想起

されるが，当地域における既知の火山灰層序(大池ほか， 1966：東北地方第四期研究グループ， 1969)との直

接的な関係はわからない。いずれにせよ，上述の先駆植物による植生は，その後，第Ⅱ層(現在の水田床

土)の花粉構成に象られるようにL妙"06""""sが増加する方向へと進んだものと思われる。ただし，第

Ⅱ層に示される""崎一Gramineae-C7"わ"zβ"α一Z,""0加伽""s植生は，前述した自然営力による植生

破壊とは異なった人為的植生破壊の影響下で成立したものであろう。

5.Rzg"w'j,""(ソバ属)の花粉について

今回扱った試料のうち，西地区の第Ⅱ層から第Ⅳ層までのほとんどの試料および東地区の縄文晩期の

土器中より採取した試料から, .FIMg"y7郷加の花粉を検出した。

第Ⅲ層およびその直下の第Ⅳ層では，各試料に18%から7. 1%の割合で含まれている。第Ⅱ層ではむ

しろ少なく，02％にすぎない。

RMgり似w"ｼ"と同定した花粉は，長球状の3満孔粒で，極Iilll長は41.5〆から71.5/2である。花粉膜外層

は厚く, intrabacUlaの発達がいちじるしい。膜表面のbaculaは3ないし4個くらいずつかたまっている

ため，少しピンI､をずらせて観察すると網目状に見える。また，場合によってはbaculaの集合状態が不

明瞭なものや, baculateというよりはむしろverrucate状に見えるものもある。

これらの特徴は比較のために用いた長野県上水内郡信淡町，大阪市，および鹿児島県薩摩郡田平で栽

培されていたソバ(F・CSC"ん”"〃MoENcH)の現生花粉のそれと一致する。現生花粉標本では，溝の中の膜

面上には極軸方向にやや伸長したverFucaが散在し，溝内の赤道部に溝のII府と等しい直径の発芽孔が存

在するのが観察できるが，地層中から得た花粉粒は溝の部分で内側に陥入しているため観察しにくかっ

た。

’
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写真I 木本花粉の顕微鏡写真( 1および2は上段のスケール．他は左下のスケール）
l.Pr"(z(Sample恥ⅡP-7) 2AMs(Ⅱ－6) 3.D"AX)!ん"(Ⅱ－3) &ID"伽'ん"(Ⅱ－4)
5.""ﾉoMy〃"(ⅡP-2) 6" C1"伽""'伽(Ⅱ－2) 7. C)"/""""(IP-8)
8. Lep"b6α"""s(Ⅱ－4) ,Rzgws(IP-8) 10．Q7s"""(IP-l l ) llP彫ﾉりfw･1'"(HP-10)
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庫

シジー、、 ｰ

､．一ダ心 倒
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／

19ダ

2240j』 23
一

写真2草木花粉の顕微鏡写真(12から17|は右上のスケール・他は左下のスケール）
12.Cichorioideae(Ⅱ－2) 13.Carduoideae(II-5) 14CardLloideae(]1-2)

15.A7･fc"2fs"(Ⅱ－2) 16. Cﾊ即妙0”""(11-3) 1TCaryOphyllaceae(1-2)
18Gramineae(Ⅱ－2) 19. Gramineae(Ⅱ－3) 20.Gramineae(Ⅱ－3）

21.Gramineae(Ⅱ－2) 22G1･amineae(Ⅱ－3) 23 0ﾊ喧"s""""LINN. (現生＆長野県北安曇郡池田町）

F"9噸y”""の花粉は湿原や湖沼，水田の堆積物からの検出例がNAKAMuRA(]970. 1971),中村(1972),

YAMANAKA(1971-a,-b)およびTsuKADA(1972)に記されており，それらの年代は14C年代を手がかり

とした堆積速度から求められている。また，古墳時代以後の遺跡から検出されたことが島倉(1974)に記
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写真3 ソバ属花粉の顕微鏡写真

24. FIZgn""""(Ⅱ－3) 25.Rzg")'"""(Ⅱ－3) 26.及gnA)'"""(Ⅱ－2)

27.RZ9n〃"""(Ⅱ－3) 28F.cs"ん""""(現生：鹿児島県薩朧郡田平）

29F.esc"ん""""(現生：大阪市帝塚山) 30F."c"ん”""(現生：長野県上水内郡信漉l11J)

されている。この論文には｢岩手県花泉町(花泉層＝洪積世末期)？」からも産出したという記赦もある。

今回筆者らが検出したFIzgﾛ'WZ""の花粉は発掘によって層位の確認された考古学的遺物包含層から検

出されたものとして最古のものとなる。この花粉を検出した試料は「l 試料｣および｢2処理方法｣の

項で述べたような方法で扱っており， しかも多数の試料から高率に検出されているため, contamina-

tionによるものではない。

恥“必'郷""花粉の検出された最下位の第Ⅳ層は無遺物層とされているが，発掘者によると縄文晩期初

頭の土器片を含み，第Ⅲ層とは時代的にあまり差異のないものと思われるとのことである。このことは

第Ⅲ層と第Ⅳ層との花粉構成やRg"w'z"邦花粉の検出率があまり違わないことと矛盾しない。従って，

石亀遺跡におけるFtzgひ'y"""の栽培は縄文晩期初頭にすでに始まっていたといえよう。

6GrFImineae(イネ科)の花粉について

当遺跡の土壌試料ではGramineae花粉の含有率が一般的に高く，木本および草本花粉全体のなかで占

める割合は，第Ⅱ層では39.5％，第Ⅲ層では35.5％(平均32.2％)，第Ⅳ層では22.9％である。ただし第

Ⅲ層に包含されていた土器中の試料ではあまり多くない。しかもそれらの中には粒径が45/4を越えるも

のが多い。 （第84図）

』
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第Ⅲ層および第Ⅳ層では粒径30解前後のグループと45′前後のグル

ープとに別れるが， 45脾前後のものは一般的に花粉膜が薄く， しわく

ちゃになってつぶれている例が多い。花粉膜の厚さや表面模様，光学

断面で見たmargoの構造・形態などからすると， イネ(Oﾉ:)""""LnWN. )

の花粉と思われるものは存在しないようであるが，他の栽培イネ科植

物のそれについてはよくわからない。ただし，第Ⅱ屑のイネ科花粉の

Ⅱ－1

豚

Ⅱ一 2

多くはOwzaの花粉ではないかと思われる。

｢月「

H一
文献

NAKAMuRA,J" (1970)AnnualRept.JIBP-CT(P). 165～171

-(1971)/ﾙ〃,90～95

中村純(1972) 筒知大学学術研究報告21巻自然科学, 11号

170～213

大池昭二・中川久夫・七崎修・松山力・米倉伸之(1966)節四期研究，大池昭二・中川久夫・七崎修・松山力・米倉

20 30 ’10 50 （iO＃t

第84図イネ科花粉の粒径分布

（斜線部は完形の花粉粒． 白ヌキ
5巻

29～35

島倉巳三郎(1974)古代学研究，第72号34

東北地方第四期研究グループ(1969)地団研専報

37～83

TsuKADA,M(1972)Conn.Acad・Art.Sci.vol.44

339～365

YAMANAKA.M(1971-a)EcologicalReview,

vol. 17.273～278

-(1971-1))AnnualReptJIBP-CT(P),96～99

部分は変形した花粉粒）

l5(日本の鋪四系）
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察第9章考

第1節縄文晩期におけるソバ栽培の可能性

はじめに述べたように本遺跡の発掘調査には，縄文時代における農耕存否問題に寄与することに主要

な目的が設定されていた。そして栽培植物の種子・農耕具などは検出できなかったが，サンプリングし

た土壌からソバの花粉が検出されたことは，那須孝悌氏等によって第2 ． 3次調査概報に報告されたと

おりである。 （那須等1975, "8章第2節に再録)。

そしてこのことが契機となり，縄文時代のソバ花粉の検出例が承られるようになってきた。山田悟郎

氏(1992)によれば，本遺跡の他に次の9遺跡より検出されている。

富山県氷見市-|‐二Ⅲ]潟遺跡(縄文前期）

新潟県巻町大沢遺跡(縄文前期末～中期前葉）

北海道小榔市忍路土場遺跡(縄文後期）

北海道千歳市ママチ遺跡(縄文晩期）

北海道奥尻町東風泊遺跡(縄文晩期）

青森県木造町亀ヶ岡遺跡(縄文晩期）

岩手県北上市九年橋遺跡(縄文晩期）

福井県福井市浜島遺跡(縄文晩期）

福岡県福岡市板付遺跡(縄文晩期）

また，種子は，次の2遺跡より検出されている。

北海道南茅部町ハマナス野遺跡(縄文前期末）

埼玉県岩槻市真福寺遺跡(縄文晩期）

したがって本遺跡の発掘は，縄文農耕問題に一定の貢献を果たしたことになるが， ソバの栽培を認め

るには多くの問題点がある。

その第1は，多蹴に結実する植物でありながら，種子の検出例があまりにも少ないことが指摘でき

る。ハマナスの遺跡例はわずかに1粒のみであり，真福寺遺跡については撹乱の可能性がある。

第2は，花粉が検出されながら種子が検出されていないことば，多量に結実する植物としては不自然

な感じを否めない。第8章第1節に述べたように本遺跡でも水洗選別は実施しているし， クルミ クリ

・ トチなどの殻や種皮などが検出されていながら， ソバはまったく検出されていない。他の多くの縄文

遺跡についても同様な問題を指摘できる。旧平安博物館は水洗選別を諸研究機関に先がけて積極的に実

施し，かつ普及させてきたことも付言しておきたい。

第3は，混入の可能性を否定しきれないことである。微細なものほど混入の可能性が高いのであり，

もっと議論に慎重であるべきであろう。旱勉による地割れなどを考慮していないような議論は，腱耕問

題にとっては建設的ではない。

I



182 第2節繩文晩期におけ為岩偶の研究

したがって本遺跡の場合は結論を保留し，隣接地に小規模な発掘を行い結論を出すことにした、､。本

報告書の刊行を前提として， 二'二地所有者はかねてより承諾の意を表しておられるので， ようやく再検討

の機会が到来したということができる。

第2節縄文晩期における岩偶の研究(第85~89図図版第182～191,第28 ･29表

写真4）

l .分布，形態とサイズの検討

本遺跡の発掘調査には，縄文農耕問題への寄与という目的の他に，亀ヶ岡文化の総合的な理解を深め

るための資料整備という重要な目的があった。その重要性は，近年縄文時代の農耕が狩猟・漁携・植物

質食料採集活動の一部に繰り入れられる程度のものだ， というところまで後退していることにみられる

ように，それだけでは亀ｸ･岡文化さらに縄文文化を理解する上で，大きな役割を果たせないことからも

明らかである。

そしてある程度明らかになってきた漁携文化的要素よりも，工芸的・呪術的な要素に比重を置いて研

究することにしたのであるが，その第1は，亀ヶ岡式土器の器形のセットを明らかにすることであり，

その成果は第3章に述べられているとおりである。第2は，呪術的な要素を代表する遺物の研究である

携文化的要素よりも，工芸的・呪術的な要素に比重を置いて研

は，亀ヶ岡式土器の器形のセットを明らかにすることであり，

りである。第2は，呪術的な要素を代表する遺物の研究である

が，そのために第2章において述べたように，江坂輝弥博士

(慶応蕊塾大学名誉教授)のお勧めに従い，かつて巨大な岩偶の出

土した本遺跡を発掘することに決したのである。

そしてその大岩偶に接統する資料こそ出土しなかったが10点

の岩偶が出土し，総数12点となった。その数は突出しており，

これに次ぐ南部町鱒沢遺跡でも5点にすぎない。しかも同町内

にば4点出土した野面平遺跡などがあり，縄文晩期における岩

偶発達の中心地の様相を示してL,る°

本節においては，それらの様相をさらに詳細に検討すること

とする。

なお，岩偶は前期以来東北地方を中心に全国的に分布する

が， ここではすでに述べた目的にしたがい晩期のそれに主体を

置くことにする。

縄文晩期の岩偶は，現在までのところ第28 29表に示すよう

に，東北地方から53点出土している。前・中期の場合は北海道

にも分布するが，晩期の場合ば東北地方に限定され， さらにそ

のなかでも青森県東部に集中していて，分布傾向に違いがあ

る。

53点のうち3点は出土地不明であるが，出土25遺跡のうちl1

’

円筒土器に伴う岩偶（秋田県

北秋田郡小坂町内岱過跡慶応

義塾大学民族学考古学研究室蔵，

間iさ14.7cIn)

写真4

’
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第85図純文晩期における岩偶出土遺跡分布図

遺跡(44.00％)は青森県東部に位置し，数鎧も全体の61. 11%に相当する33点を出土している。これに対

して青森県西部では4遺跡4点，岩手県では5遺跡5点，秋田県では4遺跡8点，そして宮城県では1

遺跡1点にすぎず，山形福島県下には出土していない。

従来工芸的呪術的性格をもつ遺物が東北地方北部に特に発達していることはよく知られていたが，

これによって岩偶はその中心ともL､うべき青森県下においても明確に東部に片寄っていることが明らか

’
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第28表純文晩期岩偶一覧表
(カッコ内は娩存値を示す）

幅 I以さ 推定高 間I畑卜･号
(cm) (cm) (cm) (仰12啼号） 文 献 〃職老・磯l川名

柵
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Ⅱ
ノーＩ Ｉ
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に遡 跡 名 形鯉 逓存状態
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同背森市新城岡町迩跡

i‘'j上北郡七戸町遊地逝跡

imj 十和111市明戸通跡

131八戸市処川避跡1
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左胸部破片

新谷19汚
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サントリー‘1969

江坂1960

番ⅡI他l9S4

稲野1983

小笠原1988

工藻他1”3
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班京大学麓合博物鮒
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塵応大学民族学考古学研究室
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になった。その地域は馬淵川流域であるが，特に中流域西岸支流の猿辺川・熊原川流域に集中してい

て，晩期を代表する八戸市是川遺跡は中心部には位置していないのである(第85図)。岩手県北部の雨滝

遺跡も，同様に周辺地域として理解することができる。

それらの地域差は，形態別分布をみると一層明確になる。

53点の岩偶は， 2類に大別される。

I類：土偶型同時期の遮光器土偶などに類似して，立体的で大字型を呈している。これらは胸部も

土偶と同様に突出しているIa類と，平坦なIb類とに分類される。

Ⅱ類: I類以外として一括する。個盈に形態差が顕著であり，すでに述べた目的からは細分に意味は

認められない。

そして分布を検討すると， Ⅱ類は秋田県下に集中し，藤株遺跡白坂遺跡・湯出野遺跡などにの象象

られる。またIb類も，八戸市是川遺跡の他に宮城県根岸遺跡にみられるが， これらの諸遺跡を除くと

典型例の分布範囲は，青森県東部を中心に同西部，隣接する岩手県北部・秋田県東北部であることが明

確になる。

時期的にゑても，彫刻された文様で見るかぎりほとんどが晩期前葉大洞B･BC式期であり，是川第

3例の象同中葉大洞Cl式期とみるこどができる。そして退化も顕著で，胸と腹部の膨らみはまったく

承られない｡中軸線の象で，同様に胸・腹部の膨らみのまったくゑられない，最南端に位置する宮城県

根岸遺跡例もほぼ同時期とみることができる。

このことは，サイズの面からも明確である。

岩偶は土偶と同様に完形品がみられない。しかし高さにおいては，わずかに2点のみ確認することが

できる。第1は五所川原市観音林遺跡例(図版182-1)で，第2は弘前市-I-腰内遺跡例(同2)である。こ

れらのうち細部の特徴がより典型的な後者をモデルとして，各例について高さの推定を行った(第28表．
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石道 白 尾蒔尾石石飯野
亀地坂 去前去亀亀豊面
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６

石
亀
５

石
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ｌ
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第86図岩偶推定サイズ比較図

第86図)。

その結果15c,,,と25cm付近にやや差異がみられ, 15cm以下を小型, 15cIn～25cmを中型，そして25cmを大

型と分類することができる。そして最大は本遺跡第1 ． 2例で45cIIIと推定される。また第2位も本遺跡

第5例で43c,nと推定される。これら大型品は10点あるが， このうち本遺跡4点，是川遺跡鱒沢遺跡．

虚空蔵遺跡・道地遺跡各1点の8点80％を青森県東部が占めており，他に岩手県袰錦遺跡・秋田県藤株

遺跡の各1点がゑられるにすぎない。

2土偶との関係

岩偶は前期以来東北地方を中心に全国的に分布するが，特に前期の円筒土器と晩期の亀ケ丘式土器に

伴うものが際立って↓､る。そしてそれぞれの時期の土偶と岩偶とはほぼ同一形態であり，素材を異にし

てもその機能に関して基本的に同じであると理解される。

円筒土器に伴う土偶は板状で， まだ立体化していない。人面の表現が承られないなどの連いばある
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が，逆三角形の形態はよく類似していろ(写真4)。しかしその分布範囲は晩期の岩偶と大きく異なり，

青森県西部．秋田県，および北海道南部に顕著であることを，稲野裕介氏(1997)が明らかにしている

(第88図)。

これに対して晩期の岩偶は，同時期の遮光器土偶にきわめて類似していることはいうまでもない。大

きく異なるのは，内部が空洞ではないことである。焼成の必要がないこと，内部のえぐりが難しいこと

などがその理由であろう。これを受けて頭部が空洞でない同時期の土偶を岩偶型という研究者もいる

が，それらの指摘されている例はいずれも小型であって空洞化の必然性に弱いものであり，特別視され

るほどのものとは考えられない。

しかし岩偶と土偶とは，単に素材の違いとは見倣しがたい問題があると推定される。その一つとして

色の違いが指摘される。褐色あるいは黒褐色などを呈する土偶と異なり，白色凝灰岩で作られた岩偶は

白い。それは雪国の女性の表現として実にふさわし↓､といえよう。そして赤色顔料が塗られるか掛けら

れるかした場合，その白さは実に効果的である。

I
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1

4

ここシ ， 1 順”
第87図繩文晩期の岩偶実測図

1 ：秋田県白坂遺跡第1例， 2：同第2例， 3 ：同第2例． 4：同湯出野遺跡（各報告醤より）

3

典型的な例は観音林遺跡例や道地遺跡例で，全面に赤色塗採が顕著である。部分的にその痕跡を留め

るものもある。本遺跡例においても，第1 2 5例などにわずかにその痕跡が認められる。土偶を含

めた他の多くの例において，不用意に洗↓流された場合もあったかもしれない。しかし実際にはしっか

りと塗採された場合ばかりでなく，液に浸すか掛けられたことも考えられる。そのように想定すれば，

しっかりと残らないことが理解し易くなる。すなわち白い肌に赤い血が広がり，女神の死をシンボリッ

クに表現して､､ると考えられるのである。

水野正好氏の指摘以来，土偶は死して再生する女神を表しているとする考え方はほぼ定着していると

みられるが，岩偶は素材に恵まれた地域において．土偶の磯能をより効果的に表現しているとみること

ができる。

再生する女神の有力な根拠として，土偶の大部分は壊れた状態で出土することが指摘されている。そ

して近年は壊れやすく作られているという考え方が一般的になってきている。しかし冷静に拳れぱ，壊

れて1，､ることは事実としても，それらが壊れたのか壊されたのかは区別不可能である。その問題を解決

する唯一の資料として，本遺跡第4例はきわめて重要である。

Ｉ
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第89図土版・岩版の展I刑（天羽1965）

第88図円筒土器に伴う岩偶の分布（稲野1997）

素材が石であるために，切断や破損の痕

跡がきわめて顕著に残っている(図版177-

2)。これによって土偶の破壊を認めるこ

とができるようになったのであり，その学

史的役割は高く評価されるに違いない。

さてそうした素材の選択を可能にした背

景もまた問題になる。ここでその明解な解

答を提示することはできないが，蒻翠や黒

第29表地域別岩偶出土遺跡．数量表

数 爺 （％）適跡散 （％）地域

(7.5）

(“｡'〉

(9.‘I）

(15.1）

（1卿）

（5.7）

４
２
５
８
１
判

３

W廊県西部

W森県東郁

憎 手蜥

軟Ⅲ県

宮城鼎

不 IﾘI

計

(小1.3）

(393）

(17.9）

(】‘1.3）

（3.6〉

(1()‘7）

４
１
５
４
１
３

１

53 （1()QO）2S （l“.'）

｜
’

|曜石などのように特別な産出地をもたない白色凝灰岩の場合，山崩れなどによる大きな路頭に恵まれた

ことが推定されてくる。大型で胸の突出した岩偶を作るにはそれを上回る良質の石が前提になり，岩版

のような小型で平面的なものとは同一視することはできない。前期と晩期との対象的な分布も， このよ

うな考え方を支持していると思われる。

その岩版もまた馬淵川流域において晩期初頭に出現したものであることを，天羽利夫氏(1965)が明ら

かにしている。同氏の第1～6類は大洞B～A'式に対応し，はじめはすべて岩版で，第2類以降土版

に変化しながら分布範囲を拡大しているのである(第89図)。

岩版もまた土偶・岩偶と類似した機能が想定され，人面の表現や赤色塗採もみられる。
’

’
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したがって素材に恵まれることによって，本来の機能がより強く表現されるようになったことが考え

られるのである。しかし大型品や分布の片寄りは， これらに加えて集団間の行動パターンも大きな要因

であることを示唆しており，問題は単純でばないと考えられる。

第3節今後の課題

はじめに記したように，本遺跡の調査研究は単に縄文農耕問題のみを目指したのではなく，縄文文

化，特に亀ケ岡文化を多面的かつ総合的に理解することを目的としていた。

そしてまず東北地方全体からみると，漁携文化に特徴的な中・南部と，工芸的・呪術的な要素に比重

の高い北部とがあり．亀ケ岡式土器と異なり亀ケ岡文化という概念の内容はきわめて不明確であること

を第1章第2節において指摘した。

次に北部とした青森県においても，岩偶に代表されるようにその東部と西部においては明確な地域差

があり， さらにその東部地域にあっても，本遺跡に代表される馬淵川中流域と，是川遺跡に代表される

下流域，雨滝遺跡に代表される上流域とでは顕著な違いが認められるのである。そしてそのもっとも下

位に，個々の遺跡が個性的に位置しているのであり，それらの概造的な理解を深めるためには，単純に

農耕問題のみ諭じてもなんらの解決にもならない。

もちろん農耕問題の重要性は明らかである。それを含めたうえで亀ケ岡文化，さらには縄文文化の総

合的な研究を深めていくことが，今後の重要な研究課題なのである。

’

」
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あ と が き

昭和49年10月に約2週間にわたって実施した石亀遺跡第3次発掘調査から，ちょうど23年が経過した

平成9年10月， ようやく石亀遺跡の発掘調査報告書を刊行できる運びとなった。

はじめに記したように， この研究は，側)古代学協会平安博物館考古学第二研究室が中心となって押し

進めていた『日本文化の源流の研究』のひとつであり，縄文農耕の可能性を多面的かつ総合的視野から行

おうとするものであった。当時は，筆者を中心として，館内外のさまざまな専門の方なの協力を得て，

学際的な調査を精力的に進めていた時期でもあった。そして，その結果縄文晩期の良好な資料を調査す

ることができた。

この遺跡から出土し， まずなんといっても注目されるのは，亀ヶ岡文化の多量の土器であった。それ

らはいずれも完成度の大変高いものであり，器形と文様の美しさは，亀ヶ岡文化の土器を代表するとい

っても過言ではな↓､。

さらに，岩偶岩版の豊かさは，出二'二状況の確実性とあわせて他に例を見なかった。とくに岩偶は，

日本一の大きさの大岩偶の出土地であるだけあって，多様な資料を見つけることができ，本報告書に掲

載した岩偶集成を行う大きなきっかけともなった。

また， ソバ花粉の発見は．縄文農耕の可能性を追求するうえでまさに一大発見であり，その重要性は

今もなお変わらない。

しかし，あまりにも多種多様で多量の遺物は，その整理作業における遅延をもたらした。また， この

遺跡が包含する縄文文化に関する様々な問題は，従来の整理・報告書作成作業に関わる時間では到底解

決は難しいと感じさせるものであった。結局，報告書の刊行に多くの歳月が経過する結果となった。そ

の間，筆者をはじめ関係者の離職や組織変更などがあり， ますます整理作業が滞ってしまった。

そして，今ようやく報告書を刊行できることになったわけであるが，未だに未分析の資料があり，提

起すべき問題が残っていることについては， ‘冊泥たるものがある。しかし， これ以上の報告書刊行の時

期を遅らせることはできず，残る問題は別の機会をもって解決してL､きたいと考えている。なぜなら

ば， 20余年を経過しても， この遺跡の持つ情報が『日本文化の源流』の研究とか， 『縄文農耕』という今な

お論議が盛んである問題を考えていくうえで決して色腿せたものではないからである。

このように、 20年を越える作業になってしまったが， この間には，例言やはじめにのところで氏名を

挙げた方々以外にも，実に多くの方盈多くの機関のご協力を得た。とくに，土地所有者の簗田実(故

人） 簗田進・木根定夫の各氏，青森県教育委員会・田子町教育委員会に対しては，重ねて御礼申し上

げる。さらにあらたに岩偶の研究については下記の方を．機関の協力を得たことを明記しておきたい。

福田友之 盛田稔 小林和彦 春日信輿 馬場隆 熊谷常治 佐藤連蔵

冨樫泰時 海沼寿世 藤沼邦彦

東京国立博物館 国立歴史民俗博物館 青森県郷土館 五所川原市歴史民俗資料館

八戸市立博物館 是川考古館 一|-和田市郷土館 岩手県埋文センター 岩手県立博物館
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秋田県埋文センター 鷹巣町教育委員会 東北歴史資料館 日本民芸館

東京大学総合博物館 慶応大学民族学考古学研究室 早稲田大学考古学研究室

明治大学博物館 南山大学人類学博物館

この他にも氏名を挙げて深謝の意を表すべき方左がたくさんおられるが，お許しいただきたい。

最後になったが，発掘調査以来， さまざまな形でご支援．ご援助を賜りながら，成果をお見せ出来て

いなかった角田文術先生には，心よりお詫び申し上げるとともに，温かく見守っていただいた先生のこいなかった角田文術先生には，心よりお詫〔

厚情に衷心より感謝申し_上げる次第である。

(渡辺）

I
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EnglishSummary

1.Thepresentreportconcernsthelshigame(石亀)SiteintheAomol･iPrefecture,Japan,whichwas

excavatedbytheHeianMuseuminl971andl974.ThesiteisdatedintheLatestJomonPeriod,viz.

1000-500B.c.

2.ThesiteisrepresentedofKamegaoka(亀ケ岡)CultureintheLatestJomonoftheTohokuDistrict.

Asthesiteislocationontheinland,thereareafewfishinggear,butontheotherhand, therefound

manyhuntingimplementsandartisticormagicalremainswhichshowthecharacteristicofthe

KamegaokaCulmre.

3.TheearthenwareunearthedinabandancebelongstotheKamegaokaStylewhichassumesthe

formsof l )deepbow1, 2)ordinarybowl, 3)shallowbow1, 4)pedestaledvase, 5)vesselwithattached

rims,and6)odd-lookingvesselandsoon.Theirdesigneal･ehighlydelicateconsistingofpatternsof

zoned-cordmarkingandrelief.

Itispossibletodevide258intactpotteriesintoseveraltypesbytheirshapesandpatterns.Andalso

theyareanalizedpreciselybytheshapes.Inaddition, itcanbedescribedclearlytherelationbetween

eachformsandthepatterns.ThefigUresofpotteriesareequivalentforplatesinthepresentreport.

AIsoitispassibledevideinto3groupesbasedontheirdistribution.Thecompositionofintact

potteryiscrudedeepbowl l4%,designeddeepordinarybowlabout40%,andvaseandshallowbowl

14-17%.Comparedwitheachshapes, inthethirdgroup, thereisafewdeepbowls,but23%ofthem

arevaseattheheadsoflist,miniaturevesselsandvesselswithattachedrimsfonnlargenumber.On

theotherhand,thetypeoccupiedmainlyineachgroupeistheOboraB/BCTypeinthegroupl,the

OboraClTypeingroupnandm.Thisfactshowsclearlytherelationwiththedistribution.

4.Therewerefound292stoneimplementsandnumberofdifferenttypesisasfonows : lischipped

stoneaxe, 8grindmgsrabs, 12pohshingstones,45hammerstones, l ofthemdimpledstone, 7of

thempolishedstoneaxes,46stonedisks, 3ofthemstonespatulas,22tangedstonescrapers,31side

scrapers,20stoneawls,andl50thers

5.Throughtheexcavationstherefound32crayobjects,ofwhich21werecrayfigurines,7cray

disks, 3crayear-rings,andonebead.Almostallwereunproductiveartifacts, inparticularlycray

figUrinesshowedusstronglythemagicalcharacteristic.

I



195

6．Thereunearthed55stone-madeobject,ofwhichl2arestonefigurines,28arestoneimitationof

thecraytablet,6al･ebeads,2areballshapedstone-madeobjects,lisstone-madeobjectwithtwo

holes,and6arestone-madedisks.Almostallwereunproductiveartifacts, inparticularlystone

figurinesshowedremarkablytheirmagicalcharacteristic

7. Itmustbeemphasizedthat,61%ofstonefigurinesbelongingtotheFinalJomonarefoundfromthe

EastareaoftheAomoriPrefecture.And22%(12)ofthemwerefromthissiteanditisthelargest

numberofallfigurineshithertofound.ItisdifferentcharacteristicfromthemfoundfromtheWestarea

ofAomoriPrefecmreintheEarlyJomonperiodtotheminthissite. Inaddition, thelargestfigurines

werefoundatthissite,forexample,numbers3rd, 6th,and9thofthePlate.Forthereasonsmen-

tionedabove, itmustbel･egardedthatthissitewasthecenterofthedevelopmentofstonefigurines.

8.ThemostimportantoneistheforthexampleofthestonefigUrineswhichshowstheCharacteristic

ofagoddesswhoiskilledandthencomestolifeagain.Fromthisfact,wecanunderstandclearly

traditionalthinkingofthewayaboutcrayfigurineswhichisthewishforcomingtolifeagainafter

destruction.

9. ItisimportantforustodiscoverthebucKweatpollensinthinkingaboutthepossibilityofthe

cultivationinJomonPeriod.However,theproblemtoascertaintheexsistenceofthecultivationmust

bemvestigatedhereafter,asnocerealseedsandfanningtoolswerenotdiscoveredatthelshigamesite.

’
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